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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クズ男とツッコミ女とドＳＭ女が、みんなの悩なやみを解決するぞ！
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　　　　１




「フリル・ラヴリエル。心の底からの依い頼らいです──結けつ婚こんしてください」

「なっ……」

　いきなり乱入してきてレッドクズ男に抱だきついた少女に、ミルフィツツコミ女は思わず息を吞のむ。

「どうです？　受けていただけますか、レッド様」

　レッドに抱きついた状態のフリルは、更さらにその体を密着させる。

「ぐ……おおおっ」

　三次元女子に免めん疫えきゼロのレッドは、先さき程ほど既すでに鼻血ブーをかましている。このままでは二度目の噴ふん射しやは時間の問題だ。

「フ、フリルさん、やめてください！」

　ミルフィはレッドとフリルの間に割って入った。

　甘えるような表情だったフリルは急激に醒さめた顔になって、ミルフィに視線を向ける。

　フリル・ラヴリエル。かつて依頼を通して命を救われてから以後、レッドの熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者となっている少女だ。

　リベルタ合衆国でも指折りの資産家の令れい嬢じようであり、幼少の頃ころからの英才教育によりその立ち振ふる舞まいは高貴にして優ゆう雅が。

　身につけているドレスにはその名と同じフリルが随ずい所しよに。それらは全すべて手織りされた非常に華か美びなものだ。

　加えて、本人の容姿も装そう飾しよくに負けず劣おとらず華はなやかだ。一点の曇くもりもなく、まるで輝かがやきを放つような白い肌はだに、美しいラインを描えがく鼻び梁りよう、切れ長の目の奥にある瞳ひとみには、己おのれに対する自信と、それを傲ごう慢まんに感じさせない上品さが同居している。

　フリル・ラヴリエルはどこからどう見ても完かん璧ぺきなるお嬢様だった。しかし──

「なによ。ミル公の分際で私のやる事に文句をつけるんじゃないわよ」

「ミ、ミル公って……その呼び方はやめてくださいって言ってるじゃないですか」

「ふん……だったらエロフィにランクアップしてあげるわ」

「なんですかエロフィって！」

「そんな露ろ出しゆつの多い服装……エロフィ以外の何物でもないと思うけれど」

　たしかにミルフィの衣い装しようは、胸むな元もとが大だい胆たんに開いたデザインになっている。

「フ、フリルさんだって露出は大して変わらないじゃないですか」

　フリルのドレスはドレスで、随所から肌が覗のぞくような仕様となっていた。

「私のはエロかわいいからいいのよ。あなたのは何かエロ馬ば鹿かいわ」

「なんですかエロ馬鹿いって！」

「五月蠅うるさいからちょっと黙だまってくれるかしら、モロフィ」

「ひどくなってますけど！」

　声を張り上げるミルフィに対して、不ふ愉ゆ快かいげに耳を押さえるフリル。

「人の言葉が通じないのかしら、このモロ出しは」

「もう原形ねえじゃねえか！」

　思わずツッコミが荒あらくなってしまうミルフィ。

「とにかく口を開くのをやめなさい。私は無能と戯たわむれている暇ひまは無いの」

　フリルはどうしようもなく性格と口が悪かった。

「レッド様あ～」

　そして彼女は再びレッドにしなだれかかる。

「う、うおおおっ！」

　臨界点、軽く突とつ破ぱ。
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　ブシュオオオオオオオッ！

「だ、だからやめてくださいってば！」

　ミルフィは鼻血全開のレッドから、フリルを無む理り矢や理り引き離はなす。

「あなたもしつこいわね。私がレッド様に求きゆう婚こんする事に何か問題があるのかしら」

「き、求婚って……」

「何かおかしい？」

「い、いや……求婚なんていくらなんでもいきなりすぎるというか……」

「いきなり？　そんなの関係無いわ。好きな相手と結婚したいと思うのは当然の欲よつ求きゆうじゃないかしら？」

　フリルは意地の悪い笑えみを浮うかべて見せた。

「それとも、何か他ほかに私がレッド様に求婚してはまずい理由でもあるのかしら？」

「べ、別に無いですけど……」

「そうかしら？　私には何か、あなたの個人的感情が絡からんでいるように思えるのだけれど」

「そ、そんな事ありません」

「本当にそう断言できる？」

「と、当然です」

「そう……」

　思わせぶりに呟つぶやいたフリルは、ゆっくりとその両目を閉じた。そして──

　それが急激に見開かれる。

「──っ!?」

　その眼光を受けたミルフィの背筋に、寒気が走った。

（な、なんですか……これっ……）

　何か、全てを見み透すかされているような感覚が襲おそってきた。

「成なる程ほど……ではそういう事にしておいてあげるわ」

　戸と惑まどうミルフィとは対照的にフリルは余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、堂々と言い切った。

「あなたとは違ちがって、私はレッド様を愛しているわ」

「あ、愛……」

「そうよ。それで、あなたは別にレッド様に好意を抱いだいていないのよね？」

「そ、そう……です」

「あなたが私のライバルになるというなら、私は正々堂々と勝負するわ」

「ラ、ライバルなんて……ですから私は──」

「ただ、私と同じ目線に立たないのなら話は別よ。あなたに私を邪じや魔まする権利は無い」

「…………」

「その上で、もう一度聞くわ。あなたは本当にレッド様に好意を抱いていないの？」

「………………」

　ミルフィはしばらくの間押し黙った後、絞しぼり出すように声を発した。

「そう……………………です」

「だったら──すっこんでなさい」

「うっ……」

　その迫はく力りよくに押され、ミルフィは後あと退ずさる。

「私、あなたみたいな中ちゆう途と半はん端ぱなのが一番嫌きらいなの」

「ううっ……」

「勇気も度胸も無い負け犬は、そこで指を咥くわえて見てなさい」

「うっ……ううううううう」

　完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたミルフィは──

「う、浮うき世よさあーんっ」

　ドＳＭ女に助けを求めた。

「あら、大変そうねミルフィちゃん」

　浮世は微笑ほほえみでミルフィを迎むかえた。

　花はな舟ふね浮世。邪繁愚ジヤパング出身の十八歳。ドＳＭ女とはいっても、通常モードであれば聖女のような立ち振る舞いを見せる。

「フリルさんが……フリルさんが……いけずなんですっ！」

「はいはい。全部見てたわよ」

　浮世は母親のようにミルフィの頭を撫なでる。

「私……別にレッドさんの事なんか何とも思ってません。ほ、ほんとですよ！」

「うんうん」

「そりゃあ……たまに、本当にたまーに格好いい時もありますけど、普ふ段だんが酷ひどすぎて、恋れん愛あい対象になんかなりません」

「ええ、そうよね」

「だからレッドさんが誰だれと付き合おうが結婚しようが、これっぽっちも気になりません」

「ふふ、分かってるわ」

「でも……でもフリルさんは……なんか……なんか嫌いやです！」

　ミルフィが声を張り上げたのと同じタイミングで──

「レッド様ぁ～」

「ぐおおおっ！」

　抱きつかれたレッドが三度目の噴射危機を迎えようとしていた。

「う、浮世さんっ！」

　ミルフィに縋すがるような視線を向けられ、浮世が動く。

「そうねえ、レッド君にはまだ、生身の女の子とのお付き合いは早いかもしれないわね」

　そしてゆっくりと歩み寄っていき、フリルに声をかける。

「ちょっと待って、フリルちゃん」

「あらご機き嫌げんよう、浮世さん」

　フリルは洗練された所作で、恭うやうやしく礼をしてみせた。

「相変わらず無む駄だに大きい馬鹿乳ね」

　フリルはミルフィのみならず、レッド以外の人間に対してことごとく口と態度が悪い。

「あら、ありがとう」

　対する浮世はにこにこと笑みを浮かべ、全く動じない。

「ふん……あなたも私とレッド様の邪魔をしにきたのかしら」

「ううん。私は人の恋愛に口を出す気は無いわ」

「噓うそは言ってなさそうだけど……念の為ため、確かめさせてもらうわ」

　そう呟いて、フリルは先さき程ほどと同じように、ゆっくりと両目を閉じた。

　そして──それが見開かれる。

「……成なる程ほどね」

　そして、得心した様子のフリルが口を開く。

「あなたもレッド様を愛しているのね」

（えっ……）

　予想外のその言葉に、困こん惑わくするミルフィ。

　そして、言葉を向けられた当の本人である浮世は──

「ええ」

（うえええっ!?）

　まさかの反応に、大混乱に陥おちいるミルフィ。

　しかし、浮世はにこにこと平静を保ったままだ。対するフリルも不敵な笑みで続ける。

「でも、その愛は男女のものでは無いわね。言うなれば弟を見守る姉の──いえ、どちらかというと息子むすこに対する母のそれに近いかもしれな──いや、それも違うわね。あなたのレッド様に対する感情は、家族愛などという単一の言葉で表せるものではないわ。複雑に絡み合い──それでいて温かい」

　そこまで聞いた浮世は、さすがに少し驚おどろいたような表情を見せる。

「あらあら、全部お見通しなのね」

「そう、全すべての愛はさらけ出される運命なのよ。この能力──【世レ界ツはド愛・でフ満ルちワてーいルるド】によってね！」

「あらフリルちゃん、能力者だったの？」

　浮世がその目を覗き込むようにして尋たずねる。フリルの瞳ひとみは薄うすいピンク色に発光していた。

「目覚めたのよ……来る日も来る日も来る日も来る日もレッド様の事ばかり考えていたら、突とつ然ぜんにね！」

　この世界における異能力は、先天的なものではない。このフリルのように、ある日突とつ如じよとして発動するパターンが殆ほとんどだ。しかしながらその覚かく醒せいに至るまでのメカニズムは未いまだに解明されていない。

　そして能力の内容は、個人の深層心理を反映しているとされている。

「この力はね、人間が抱いている『愛』を感じ取る事が出来るのよ」

「あら、それは素す敵てきな能力ね」

　頰ほおに手を当てて微笑む浮世に対し、フリルは得意気に続ける。

「でしょう？　感じられる愛の様子は色だったり形だったり匂においだったり、人や状じよう況きようによって様々。場合によっては頭の中にダイレクトに伝わってくる事もあるわ。ただ、形式なんて関係ないの。どんなものであれ──人の愛というものは美しい」

　フリルは恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「浮世さん。あなたのレッド様に対する愛も、素す晴ばらしいものだったわ」

「ふふ、なんだか恥はずかしいわね……でもそれを理解してくれたなら、レッド君を返してくれるとありがたいんだけど」

「それはお断りね。私のレッド様に対する愛は──何よりも深いのだから」

「ぐおおおおっ！」

　更さらに密着されて悶もだえ苦しむレッド。

「大だい丈じよう夫ぶよ、レッド様の出血の致ち死し量は大体把は握あくしているから。どうしてもというのなら、力ちから尽ずくで奪うばってみる事ね」

　さらっと怖こわい事を言いながら、浮世に挑ちよう戦せん的な表情を向けるフリル。

　それに対して浮世は、にっこり微笑んだ。

「じゃあ、そうしようかしら」

　そして微かすかに前ぜん傾けい姿勢をとった次の瞬しゆん間かん──

「!?」

　それまでフリルがひっついていたはずのレッドの体は、浮世の手中に収まっていた。

「い、いつの間に……全然見えなかったわ」

　驚きに目を丸くするフリル。

「その身のこなし……さすがは『花舟』の人間といったところね」

「ふふ、私なんてまだまだまだよ」

（や、やりましたっ……）

　ミルフィは心の中で快かい哉さいを叫さけんだ。しかし──

「ところで浮世さん」

「何かしら？」

　フリルは浮世に向け、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「今日は私、厄やく日びかもしれないわ。折せつ角かくのプロポーズをミル公如ごときに邪魔されて、それを追い払はらったと思ったら今度は邪繁愚ジヤパングの乳女の妨ぼう害がい──正に踏ふんだり蹴けったりね」

「『踏んだり……蹴ったり？』」

　カチリ。

「あっ……」

　何かのスイッチが入った音がして、ミルフィの顔が青ざめる。

「ま、まずいですっ！」

　そして──

「ハア……ハア……」

　途と端たんに、浮世の呼吸が乱れ始めた。

「ハア……ハア……ハア……」

　呼吸が更に荒あらくなり、顔も真っ赤に上気する。

　そしていきなりその場で仰あお向むけになり──

「フリルちゃん……ちょっと踏んでもらえないかしら♡」

　浮世は、自分がそれっぽいと感じたワードを耳にすると、極度のドＭに変へん貌ぼうするという変態的な性せい癖へきの持ち主だった。

「お安い御ご用ようだわ」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべたフリルは足を軽く上げ、躊躇ためらい無く振ふり下ろした。

「ああっ……ありがとうございます！」

　グリグリされ、床ゆかで悶える浮世。

「どう？　満足したかしら浮世さん」

「ハア……まだ……足りないわ……ハア……ちょっと……ハア……原形無くなるまで顔面蹴ってもらっていいかしら」

「ドＭってレベルじゃねーぞ！」

　思わずツッコミを入れてしまうミルフィ。

「さすがにそれは遠えん慮りよするわ」

　フリルはしゃがみこんで浮世の肩かたと太ふと腿もも辺りに手を置き、

「あっちのミル公にやってもらって頂ちよう戴だいっ！」

　思いきり力を込めて、浮世を転がした。

「あああああああああんっ！♡」

　気持ちよさそうに床をゴロゴロと転がってくる浮世。

「ちょっ……うわっ！」

　ミルフィの体に当たり、その回転は止まったが、浮世は濡ぬれた瞳でミルフィを見上げ、

「ミルフィちゃん……ちょっと顔面に涎よだれ垂らしてもらっていいかしら♡」

「もう駄だ目めだ上級者すぎるこの人！」

　ミルフィの叫びを、口の端はしを吊つり上げて眺ながめるフリル。

「フフ……チョロいわね」

　フリルは事務所メンバーの弱みを熟知していた。

　そして、意識が朦もう朧ろうとして無む抵てい抗こうのレッドに体を押し付ける。

「さあ……私と一つになりましょう」

「ぐ、ぐあああああああっ！」

「レ、レッドさん！　だ、駄目だ、やっぱり私が止めなき──」

「ミルフィちゃんっ……」

　邪じや魔まするようにミルフィに縋り付く浮世。

「ちょっ……う、浮世さん、放してくださいっ！」

「ミルフィちゃんのお尻しりを顔に乗せてもらって、窒ちつ息そくしたいの♡」

「要求が異次元すぎるわ！」

　ミルフィは引き剝はがそうとするが、その細身からは考えられないくらいの剛ごう力りきで纏まとわり付かれ、どうにもできない。

「レッド様。あと一回までなら安全ですから、安心して出して下さいね」

「ぬおおおおっ！」

　なんとか踏みとどまるレッドだが、このままでは噴ふん射しやは時間の問題だった。

「レ、レッドさん、もう自分でなんとかしてくださいっ！」

「い、言われんでも……そうするわっ……」

　レッドは力を振り絞しぼって、その手にダイスを出現させた。

「チ、【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】ッ！」

　レッドのこの能力は、ダイスを振って出た一～六の数字に応じて効果が変化するという非常にギャンブル性が高いものだ。

　しかし残念ながら目の出る確率は一定ではない。最大の効果が見込める六が出る事は稀まれで、大たい概がいは──

「ああっ……一です……」

　ミルフィが思わず目を覆おおった瞬間──

「ぎゃあああああああああああああああっ！」

　レッドの絶ぜつ叫きようが響ひびきわたった。

「ど、どうしたんですかレッドさ──ぎゃああああああああああああっ！」

　何が起こったのかを確かく認にんしようとしたミルフィも絶叫。

「ど、どどど、どうなってんですかこれええええええっ！」

　水着だった。ミルフィの衣い装しようは一瞬にして水着に変化していた。それも、肌はだを覆っている部分が極きよく端たんに少ないマイクロビキニだ。

「はあ……はあ……ちょっときついのが……最高♡」

「う、浮世さんも？」

　見れば、浮世の着物もまるで別物に変容していた。その肌を覆っているのは、ふんどしと胸のサラシのみ。

「これは……予想外の展開ね」

　声のした方を見やると、フリルのドレスも水着に変わっていた。華か美びなドレスをそのまま水着にしたようなデザインで、露ろ出しゆつは多くない。ただ一部分、胸の部分だけが殆ど覆われていない仕様になっており、ミルフィや浮世のものとは別方向でエロい。

「レ、レッドさんっ！　これはどうい──ぎゃああああああああっ!?」

　レッドの方に視線を向けたミルフィは絶叫した。

　そこにはレッドではなく、おっぱいがいた。

　何を言っているか分からないかもしれないが、そこにいたのはおっぱいだった。

　正確に言うと、それまでレッドだったものの頭部がおっぱいに変わっていた。

「ど、どどど……どうなってんですかこれ……」

「クク、やはり俺様の能力は最強だな」

　そしてそのおっぱいは、喋しやべった。

「レ、レッドさん……なんですか？」

　恐おそる恐る尋たずねるミルフィに、そのおっぱいは自信満々な顔（おっぱい）で答える。

「違ちがうな。今の俺はレッド・フルハートではなく【世レ界ツはドパイ・でプ満ルちワてーいルるド】だ」

「能力名くだらなすぎるわ！　気持ち悪いから早く戻もどってくださいよ！」

「無理だな。持続時間が切れるまではこのままだ」

　そこへフリルが歩み寄ってくる。

「このレッド様に抱だきついたら、鼻血はどこから出るのかしら」

「いや、そんなのどうでもいいと思いますけど……」

　ろくでもない質問に呆あきれるミルフィ。

「クク、チン○だ」

「それただの血けつ尿にようじゃねえか！」

　叫ぶミルフィの脇わきをすり抜ぬけ、ふんどし姿の浮世がふらふらとレッドの前へ。

「ハア……顔面おっぱい君のおっぱいでいっぱい顔面ビンタしてほしいの」

「ちょっと何言ってるか分かりませんけど！」

「おいミルフィ……」

　そこで何かに気付いた様子で話しかけてくるレッド（おっぱい）。

「な、なんですか？」

「そういえば俺、ブラジャーしてない……これでは恥はずかしくて街を歩けん」

「あっても歩けねえよ！」




　約三十分後。

「はああ……」

　ミルフィはソファーにかけ、深い溜ため息いきを吐ついていた。

　あの後も三人（？）の怒ど濤とうのおっぱいボケが続き、全部一人でツッコミ倒たおしていたため、もううんざりしてしまった。

　そして、溜息の原因がもう一つ。

「レッド様あ～」

　ミルフィの対面でレッド（脱おっぱい）の隣となりにかけ、猫ねこなで声を出すフリル。先さき程ほどのように密着している訳ではないが、隙すきあらばそうしようと窺うかがっているのがありありと分かる。

「あの……フリルさん。一応ここ、職場ですから。あまり長くいられると、お仕事の妨さまたげになるんですけど」

「お仕事？……おかしいわね。私には依い頼らい人がいるようには見えないのだけど」

「うっ……」

　ぐうの音も出ないミルフィ。本日の依頼は今のところゼロ。ドＭモードが解除された浮世は仕事で外に出て行ったが、以前の案件の報告であって、新規に依頼があった訳ではない。

　フリルはミルフィに憐あわれむような視線を向けた。

「まあ問題無いわ。私が貴重な依頼人になってあげるから」

　そして、レッドの方へ向き直る。

「レッド様。改めて依頼いたします。この私、フリル・ラヴリエルと結けつ婚こんしてください」

「断る」

　しかし、レッドは即そく答とう。

「この事務所は、依頼者の心の底からの願いならば、何でも叶かなえてくれるのでしょう？　でしたら、私の願いを叶えてください」

　フリルの目は真しん剣けんだった。行動には問題があるが、レッドに対する気持ちの真しん摯しさは疑いようが無いだろう。

「フリル・ラヴリエル」

　しかし、レッドはそれ以上の真剣な表情で口を開く。

「それは、お前の心の底からの願いなのか？」

「勿もち論ろんです。私のレッド様に対する想おもいは本物です」

「そういう事を聞いているんじゃない。俺の気持ちを無視したまま、形式だけ夫婦ふうふになる事がお前の本当の望みなのか、という事だ」

「そ、それは……」

「俺は今、お前に対して恋れん愛あい感情を抱いだいていない」

「…………」

　レッドは視線を逸そらさずに、ストレートに言葉をぶつける。

「依頼も結婚も、心と心を繫つなぐ儀ぎ式しきだ。その準備が出来ていない段階で、軽々しく首を縦に振るわけにはいかない。それはお前に対して不誠実だ。依頼人としても女としてもな」

（レッドさん、こういう所は変に真ま面じ目めなんだよなあ……）

　ミルフィは胸の内で感心する。

　レッドは依頼に対して強固な信念とルールを持っており、それは決して揺ゆらがない。

　拒きよ絶ぜつされる形になったフリルは、俯うつむきながら呟つぶやいた。

「そうですか……結婚した暁あかつきには、なんでもしてさしあげましたのに……」

「なに……」

　レッドの眉まゆがぴくり、と動いた。

「な、なんでもとは……どういう事だ？」

「その言葉通り、なんでもです。私の胸でもお尻でもその他ほかのどこでも……レッド様の好きにしていただいて構いません。どうです？　考え直していただけませんか？」

「……………………………………………………………………………………男に二言はない」

（めっちゃ揺らいでるよこの人！）

「ち、ちなみに……あくまでちなみに聞くだけだが、○○○とかはどうだ？」

（変態かよ！）

「あら、そんなのお安い御ご用ようですわ。むしろ○○○の××××とかでもＯＫです」

（ド変態かよ！）

「も、もしやと思うが△□○なんかはどうだ？」

（最低かよ！）

「あら、それでは温ぬるいですわ。◎●◆☆までいってしまいましょう」

（クソ外げ道どうかよ！）

　そこでフリルが微笑ほほえみをみせた。

「ふふ、冗じよう談だんですよ冗談。何を言ってもレッド様の意志が揺らがない事は承知しています」

「……お、おう。よく分かってるではないか」

（めっちゃ残念そうな顔してますけど！）

「レッド様。依頼にも女性にも真摯な態度を貫つらぬくその姿に……私、惚ほれ直しました」

「クク、そうか」

「結婚するしないにかかわらず、私はあなたに付き従い、その命であればどんな事でも致いたします」

　ぴとっ。

「ぬ、おおおおおっ！」

　結局密着されて、また鼻血危機に陥おちいるレッド。

「ちょ、ちょっと待ったああああっ！」

　たまらずそこに割って入るミルフィ。

「何？　また邪じや魔まする気なのかしら、このミル公は」

「レッドさんは生身の女の子が苦手なんだからあんまりくっつかないでくださいっ！」

「苦手だからといって、いつまでもそのままでいいと思うの？」

「うっ……」

「とにかく私は今からレッド様と◎●◆☆するんだからどいてくれるかしら」

「だからクソ外道かよ！」

　思いっきりツッコむが、フリルはまるで動じない。

「私はレッド様の望む事ならなんでもしてあげられるわ。△□○でも◎●◆☆でも。あなたにその覚かく悟ごがある？」

「わ、私はそんな事できませんっ！」

「そう。じゃあやっぱり私の勝──」

「あ、あの……」

　そこで、事務所のドアの所から遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。




　　　　２




　視線を向けると、小こ柄がらな女性がおずおずした感じで立っている。

「あっ、もしかしてご依頼の方ですか？」

「は、はい……」

　ミルフィの表情がぱっと輝かがやく。

「いらっしゃいませ！　さーさー、どうぞこちらへ！」

　スマイル全開で駆かけ寄り、依頼人を応接ソファーへと促うながすミルフィ。

「ちっ……いいところだったのに」

　舌打ちしつつ、さすがに席を立つフリル。

「あ、ちょっと待ってて下さいね」

　ミルフィはキッチンまで足早に駆けていくと、手慣れた様子で茶の準備をし、菓か子しも用意して戻ってきた。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　ミルフィはレッドの隣に掛かけ、依頼人と向き合う形になった。

　ショートカットがよく似合う、可愛かわいらしい女性だ。

「本日はどうされましたか？」

「あ、はい。私はテーラ・フラレといいます」

　テーラと名乗った依頼人は、こう切り出した。

「実は私……彼と別れたんです」

（う……）

　冒ぼう頭とうから重めの話が飛び出し、ミルフィは反応に困る。

「別れたっていうか、捨てられたんですけど……」

（ううっ……）

　一言発する度たびに、どんどん沈ちん痛つうな面おも持もちになっていくテーラ。

「浮うわ気き……されてたんです。それで一方的に別れ話を切り出されて……」

（ど、どうすればいいんだろう……）

　ミルフィは助けを求めるように隣のレッドに視線を送った。

「成なる程ほど。それでは今、お前のパイオツはフリーなわけだな」

「クズかよ！」

　思わず全力でツッコんでしまうミルフィ。

「あの……今、なんて？」

「あ、ち、違ちがうんですよ。これはその──」

　ミルフィは慌あわてて取り繕つくろおうとするが、

「報ほう酬しゆうとしてお前のパイオツをモミモミさせる気があるのか、と聞いている」

「だからクズかよ！」

　テーラは一いつ瞬しゆんきょとん、とした後、

「ふふっ……」

　微かすかに、笑った。

「所長さん。面おも白しろい冗談ですね」

「冗談などではない。うちの支し払はらいはモミモミパイオツ払ばらいと決まって──もごっ！」

「そ、そうなんですよ！　この人なりの場を和なごませるジョークなんです。あはは、デリカシーなくてすみませんっ」

　ミルフィは無む理り矢や理りレッドの口を塞ふさいで話を進める。

「そ、それで、今日はどういった依頼でしょうか？」

「あ、はい。実は、その彼から誕生日プレゼントに貰もらったペンダントがあるんですけど……彼への気持ちを吹ふっ切る為ためにそれを捨てたいんです」

　成なる程ほど、そういう話はよく聞くし、気持ちも理解できる。しかし、ただ捨てるだけならばわざわざ料金を支払って依い頼らいする意味はないように思える。

「あの、何かご自身で捨てられない理由でもあるんですか？」

　ミルフィの問いかけに、テーラは少しバツが悪そうに答えた。

「……なくしてしまったんです」

　聞けば、昨日どこかに落としてしまったのではないか、との事だった。その日に訪おとずれた場所は全すべて回ってみたが、発見できなかったそうだ。

「あの……おかしいですよね。捨てる為のものを捜さがしてもらうだなんて。でも無理だったらいいんです。もう誰だれかに拾われてしまった可能性もありま──」

「テーラ・フラレ」

　彼女の目の前には、レッドの手の平があった。

「その依頼、フルハートお悩なやみ解決する所じよが確かに承うけたまわった」

「……え？」

「この手を握にぎれば依頼成立だ。お前の望み、必ず叶えてやる」

「い、いいんですか？　こんな失礼な依頼……」

「望みに失礼もクソもない。そうしないとお前は先に進めないんだろう？　だったら俺達は全力でそれを助けるまでだ。ほれ」

　レッドは差し出した手を更さらに突つきだした。

「お、お願いしますっ！」

　テーラは小さな手で、それを握り返した。




　契けい約やくが成立し、書類などの手続きを終えた後。

「さて、それでは早さつ速そく調査に入るか。テーラ、悪いがお前にも付き合ってもらうぞ。自分では確かく認にんしたとの事だったが、昨日回った場所をもう一度調査する必要があるからな」

「あ、はい。勿もち論ろんです」

「だが、その前に──」

　レッドはミルフィに視線を向ける。

「あ、私の出番ですねっ！」

「え？　どういう事ですか？」

　首を傾かしげるテーラに、ミルフィがドヤ顔気味に説明する。

「テーラさん。私の能力を使えば、もしかして一瞬で見つかっちゃうかもしれません」

「ほ、ほんとですか？」

「ええ。それでは論より証しよう拠こに……えいっ！」

　そしてミルフィは能力を発動させた。

　彼女の有する異能力は【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】。この世に存在するありとあらゆる情報を、瞬時に把は握あくする事ができるというチート級の力だ。

　その精度は絶対的で、得られた情報は百パーセント信用に値あたいするものだ。しかし──

「……………………」

　ミルフィの額には冷や汗あせが浮ういていた。

「ミルフィさん、どうしました？」

「い、いやあ……どうも今日は調子が悪かったみたいで……」

「ミルフィ、何が見えた」

　レッドの問いかけに、ミルフィは体をびくり、と硬こう直ちよくさせる。

「い、言わなきゃ駄だ目めですか？」

「駄目だ。いつも言ってるだろうが。どんな情報が解決に結びつくか分からんからな」

「………………うう」

　ミルフィは少し黙だまった後、観念したように口を開いた。

「あの…………私のパンツ、買い替かえないとあと一週間で破けちゃうそうです」

「………………で？」

「……それだけです」

「………………」

　レッドの呆あきれたような視線が痛い。

「うう……あ！　も、もう一つ浮かんできました！」

「なんだ？」

「えっと……今日、他ほかの原因でパンツが破けるかもしれないって……これは行動次し第だいでは回かい避ひできるみたいですけど」

「お前のパンツの話はもういいわ！」

「うう……だから言いたくなかったんですよお……」

　真っ赤になった顔を両手で覆おおうミルフィ。

【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】は情報自体に確実性はあるものの、内容を指定する事ができない。故ゆえに、このような事がたまに起こりうる……もとい、大体このような事しか起こらない。

「テ、テーラさん。期待させちゃってすみません……」

「い、いえ……こちらこそ私のせいで恥はずかしい思いをさせてしまって……」

　そして、体力の消しよう耗もうが激しいので連続して使用する事ができない。無理をすると、その場で昏こん倒とうする羽目になる。

「うう……頑がん張ばって足で捜しますので」

「そんな事をする必要は無いわ」

　そこで、別の女性の声が響ひびいた。

　それまで沈ちん黙もくを守っていたフリルが、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮かべていた。

「ふん。ミル公では所しよ詮せんこの程度でしょうね。レッド様、この依頼、私にかかればあっという間に解決です」

「なんだと？」

　フリルは、テーラの方に視線を向ける。

「悪いけど、あなたの愛を視みさせてもらったわ」

　フリルの瞳ひとみは、能力発動時の証あかしとしてピンク色に発光していた。

「あなたの愛に対する未練は相当に強いみたいね。あなたの体に怨おん念ねんのようなオーラが纏まとわり付いているわ。これだけ濃こいものならば、関連する人や物にも必ず同じオーラが付ふ随ずいしている。その近くまで行けば、必ず発見できるわ」

　フリルは自信満々にそう言い切った。




　そして、テーラの昨日の移動経路を辿たどり始めて約一時間後。

「見つけたわ」

　フリルは、緑化政策の一いつ環かんで街路に埋うめ込まれている植物の根本に手を突っ込み──

「あなたの捜し物はこれでしょう？」

　ペンダントを拾い上げてみせた。

「そ、そうです！……こんな所に落としちゃってたんだ」

　テーラはペンダントを握りしめて、顔を輝かがやかせた。

「あ、ありがとうございますっ！」

「ふふん。お安い御ご用ようよ」

　フリルは傍かたわらにいたレッドに視線を向ける。

「どうですか、レッド様。少しはお役に立てましたでしょうか」

「クク、役に立ったどころか稀まれに見るスピード解決だ。報酬は全てお前が持っていけ」

「そんな事は気になさらなくていいんです。私の体も心も能力も全て、レッド様のものですから。それより──」

　フリルはミルフィの方をちらり、と見やる。

「そこのボケーッと突っ立っているミル公よりも、私の方がレッド様の助手に相応ふさわしいのではないかと思います」

「なっ……」

「今回、あの子がしたのは、己おのれの下着の寿じゆ命みようを晒さらした事だけです。助手としてという以前に、女性として終わっています」

「そ、それは、お金が無いからあんまり頻ひん繁ぱんに買えないからであって……」

「あなたが無能だから事務所が儲もうからないんじゃないの？」

「ぐうっ……」

「ねえレッド様」

「む……」

　フリルはレッドが拒きよ絶ぜつ反応を起こさないような、絶ぜつ妙みようの案配でその体をタッチする。

「あの子をリストラして、代わりに私を事務所で雇やとっていただけませんか？」

「なっ……だ、駄目ですそんなのっ！」

「それを決めるのはレッド様だと思うけど」

「ぐっ……」

　フリルは畳たたみかけるように甘え声を出す。

「先さき程ほども言いましたけど……私は、レッド様に従い、なんでもあなたの望むままの行動をとります。だから──ね」

　ふうっ、と吐と息いきをかける。

「な、なんでもだと……」

「レ、レッドさん、流されちゃ駄目ですっ！」

　必死のミルフィに対して、フリルは余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。

「レッド様、テーラさん、そろそろ喉のどが渇かわいたんじゃありません？」

「む、そういえば」

「そうですね……一時間くらい、ずっと歩き回ってましたから」

「でしょう。では私、この先のカフェに一足先に行って、飲み物を注文してきますね」

　二人に向かって、にっこりと笑顔を向けるフリル。

「なかなか気が利きくな」

「す、すみません……私の為ために動いていただいてるのにそこまで……」

「いえいえ。テーラさんは依頼人なのですから気にしなくていいのよ。こういう気き遣づかいは本来、助手の役目なのだけどね」

「ぐ……うっ……」

　視線を向けられたミルフィは、悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「それではお二人は何がよろしいですか？……はい、レッド様はコーラ、テーラさんはアイスティーね。えっと、そこのミル公はお子様だからミルク──いえ、何も働いていないからお水でいいわね」

　フリルは最後の方だけ吐はき捨てるように言うと、小走りでカフェの方へ向かっていった。

「な、なんなんですかあの人はっ！」

　残されたミルフィは顔を真っ赤にして地団駄を踏ふんだ。

（でも、私が何もしてないのは事実だし……考えてみたら私、事務所のお仕事で役に立った事、ほとんどないかも……うう）

　憤ふん慨がいしつつ、軽い落ち込みも入ったところにレッドの呼びかけが。

「ミルフィ」

「なんですか？」

「あんまり暴れるとパンツ破けるぞ」

「余計なお世話だわ！」
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「これでよし……と」

　カフェの、道路に面したオープンスペースに人数分の飲み物を準備し終えたフリルは一息ついた。

　ミルフィの分は本当に水でいいかと思ったが、お情けでミルクにしてやった。

（でもあの子、やっぱり……気に入らないわ）

　正直、疎うとましかった。自分の方が絶対にレッドを好きで、レッドの望む事をしてあげられるのに、常に傍そばにいるのはあのギャーギャー騒さわぎ立てるしか能の無いミルフィ。

　本人もさる事ながら、能力もどうしようもない。あんな何の役にも立たない情報しか得られない力なんて、レッドの邪じや魔まになるだけだ。

　フリルは富ふ豪ごうである父の秘書をしながら、会社の経営を学んでいる。ここ最近は忙いそがしくてあまり事務所に立ち寄れなかったが、レッドが雇ってくれるのならば、今の地位など即そつ刻こく誰だれかに引き継ついでしまおうと思う。

　自分が常に傍にいるようになったら、あのミルフィは自らの無能さに耐たえかねて、事務所を出て行くだろう。そうして邪魔者がいなくなったら、レッドとの結けつ婚こんは秒読みだ。

　そんな妄もう想そうをしながらふと顔を上げると、こちらへ向かって横断歩道を渡わたる三人の姿が見えた。

「────」

「──じゃないですか！」

　遠くて詳しよう細さいまでは聞き取れないが、ミルフィがレッドに何か喚わめいているようだった。

「全く、相変わらずキンキンとうるさ──」

　そこで、フリルの目に信じられないものが飛び込んできた。

（なっ……）

　三人は、横から猛もう烈れつな勢いで迫せまるその物体に気付いていない。

（なによ……あれ！）

　それは、大型のトラックだった。

　車道の信号は赤であるにもかかわらず、全く減速する様子がない。

（ドライバーは……何をやっているの！）

　運転席の男は首を縦に振ふり、舟ふねを漕こいでいた。完全なる居い眠ねむり運転。アクセルを踏み込んでしまっている様で、トラックはその巨きよ体たいにあらざる猛もうスピードで三人に近付いていく。

　フリルは力の限り、声を張り上げた。




「危ないっ！」




　その声に反応した三者の行動は、皆みな異なっていた。

　まずテーラはその場でぴたりと動きを止める。

「あ……あ……」

　不測の事態に、体が硬こう直ちよくしてしまったのだろう。

　ミルフィは一いつ瞬しゆんだけ呆ぼけたような表情をした後、レッドに向かって手を伸のばした。

　が、なぜかその手を伸ばしきる事なく、途と中ちゆうで止め──

「テーラさんっ！」

　逆側にいたテーラを突つき飛ばした。

（な……なんで？）

　突っ込んでくるトラックに一番近い位置にいたレッドは、瞬間的にダイスを出現させ、転がした。そして──

「くそがああああああああっ！」

　両手を広げて、二人を守るようにしてトラックの前に立ち塞ふさがった。

　しかし、三人のその行動は全すべてが無む駄だだった。トラックの存在に気付くのが遅おそすぎた。

　レッドの体を張った盾たてなど、猛もう進しんする鉄てつ塊かいの前では何の意味も為なさないし、ミルフィが突き飛ばしたテーラも、トラックの車しや幅はばからは逃のがれ切れていない。

（そんな……そんなっ！）

　フリルの胸中を絶望が支配し──

「いやああああああああああああああああっ！」
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「──公……ミル公！」

「……ほえ？」

　そこでミルフィの意識が覚かく醒せいする。

「はあ……やっと起きたわね」

　一番に、フリルの安心したような呆あきれたような顔が目に入る。

「あれ？……私、生きてるんですか？……トラックは？」

　立ち上がりながらその疑問を発した時、聞き慣れた笑い声が耳に飛び込んで来た。

「ワ────ッハッハッハ！　それは俺様のおかげだ！」

　身を起こすと、レッドのドヤ顔が待ち受けていた。

「よ、よかった……レッドさんも無事だったんですね……そ、そうだ、テーラさんは！」

　慌あわてて辺りを見回すが、その姿は見えない。

「安心しなさい。精神的なショックが大きかったからカフェの中で休ませてもらってるけど、体の方はほんの掠かすり傷よ」

「そ、そうですか……」

　ほっと胸を撫なで下ろすミルフィ。

　そこでまた、最初の疑問が浮うかんでくる。

「あの……何がどうなって助かったんですか？」

　あのタイミングは完全にアウトだった筈はずだ。あそこから全員が助かったとなると、それはもう何か人知を超ちよう越えつした力が──

「そうか……【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】ですね」

　そういえば、視界の隅すみでダイスが地を転がっていたような気がする。

「クク、今回の出目は五。能力名は【転生殺しトラツクブレイカー】だ」

　言われて道路に目を向けると、かつてトラックだったものの残ざん骸がいが散乱していた。それらは、大小千以上のパーツに綺き麗れいに分解されている。

「素す晴ばらしい……さすがはレッド様ですわ」

「クク、そうだろうそうだろう……お、ドライバーの奴やつが目を覚ましたみたいだな……ちっとヤキを入れてやるとするか」

　そう言い残すとレッドは道路の方へ向かっていった。

「そっか……助かったんだ」

　ミルフィはその後ろ姿を見ながら呟つぶやいた直後──

「は……ああ……」

　ぺたん、と座り込んだ。

　自分が死にかけたんだ、という実感が今になって湧わいてきた。

　その様子を見たフリルが溜ため息いきを吐つく。

「全くもう……座り込みたいのは私の方よ。ほんとに寿じゆ命みようが縮む思いだったわ」

「あ、もしかして心配してくれたんですか？」

「な、何を言っているのかしら。私はレッド様の身を案じていただけよ。あなたはどうでもいいの。変な勘かん違ちがいをしないでもらえるかしら」

　フリルは不ふ愉ゆ快かい気に悪態をついたあと、不意に真しん剣けんな表情をみせた。

「……ところでミル公。一つ、聞きたい事があるのだけれど」

「なんでしょう？」

　その様子の変化に、首を傾かしげるミルフィ。

「トラックに轢ひかれそうになったあの時、あなたから見て、レッド様とテーラさんはほぼ同じくらいの距きよ離りにいた。それなのに……あなたはなぜ彼女を助けようとしたの？」

　そう。あの時ミルフィはたしかにテーラの方を突き飛ばした。

「私なら……私なら確実にレッド様を助けるわ。いえ、私でなくても普ふ通つうは絶対にそうするはず……あなたはなぜ、レッド様より今日会ったばかりの依い頼らい人を優先したの？」

　その質問を受けたミルフィは、ちょっとだけ考えてから、こう答えた。

「なんとなく、です」

「なんとなく……ですって？」

「はい。あの時は私も頭が真っ白になっちゃって……まず、もう自分は助からないなー、っていうのは分かったんです。だったらせめて他ほかの人を逃にがせないかなって。そこでレッドさんを突き飛ばそうとして……ふと思ったんです。ここでレッドさんを助けたら、レッドさんに怒おこられるな、って」

「はあ？」

　意味不明な回答に、フリルの声が裏返る。

「いや、なんとなくですけど、依頼人であるテーラさんよりレッドさんを優先させたら、それで仮に助かったとしても怒られる──いや、失望されるんじゃないかなって」

「言っている意味が……分からないのだけど」

「あはは、私も話しててよく分かんなくなっちゃいました。切せつ羽ぱ詰つまった時に考えた事を言葉にするのって、難しいですね」

「……咄とつ嗟さの判断だったとしても、私には理解できないわ。愛する人を助ける。それ以上に大事な事なんて存在しないわ」

「うーん……今落ち着いて考えるとそう思います。ただ、あの時の私はレッドさんを助けるよりも──レッドさんに認めてもらいたかったんじゃないでしょうか」

　正直、自分でもあの時の思考が整理しきれていない。

「……………………そう」

　フリルは一言だけ呟いて、俯うつむいた。

「フリルさん？……どうしたんですか？」

「……………………」

　ミルフィのその問いに、フリルはしばらくの間沈ちん黙もくして、

「──あなたは、違うようね」

「え？」

「私はレッド様が好き。だから、何でもしてあげたいと思っているし、レッド様の命令だったらどんな事でも聞くわ。好きな人に奉ほう仕しし、従い、後からついていく事が私にとって何よりの幸せだから。それが私の愛の形」

　フリルは揺ゆるぎない自信のもとにそう言い放つ。

「でもあなたは違う。あなたと私では、レッド様の愛し方がまるで異なっている」

「わ、私は別にレッドさんを愛してなんて──」

「あなたは、レッド様の隣となりに立とうとしているのね」

　その言葉は、不思議な程ほどすっ、とミルフィの頭に入ってきた。

「はあ……そう……なんでしょうか？」

　しかし入ったはいいものの、上手うまく脳に染しみ込んでいかなかった。フリルの言わんとする事はなんとなく分かるが、いまいちピンと来ない。

「認めない。私はあなたがレッド様の助手をしている事に納なつ得とくがいっていないし、レッド様をあなたに渡すつもりもない。でも……」

　フリルはもう一度ミルフィの目を見つめる。

「今日のところは引いてあげるわ」

　そして、踵きびすを返して歩いて行ってしまった。

「フリルさん……」

　いまいち訳が分からないままその背中を見送るミルフィ。

「なんだ。フリルはもう帰るのか」

「あ、レッドさん」

　気付けば、レッドがすぐ傍そばまで戻もどってきていた。

「安心しろ。あのクソ運転手は二度と眠ねむれないようにしてやった」

　見てみれば、運転手の口には十本以上、眠ねむ気け覚ましドリンクの瓶びんが突っ込まれていた。

「あ……ががが……」

　少しかわいそうな気もするが、危あやうく三人の命が失われるところだったのだから、自じ業ごう自じ得とくではある。

「さて、では店内にテーラの様子を見にいくか」

「……あの、レッドさん」

　ミルフィは、その背中に向かって呼びかける。

「どうした？」

「……怒ってます？」

「は？　何の話だ？」

「私がレッドさんより、テーラさんを優先して助けようとした事です。それを謝らなきゃと思って……」

「…………」

　レッドは無言のままミルフィの傍まで戻ってきて──

「よくやった」

　その頭を、撫でた。

「それでこそ、フルハートお悩なやみ解決する所の一員だ」

　その反応に、ミルフィはほっと胸を撫で下ろす。

「お前は、お前の思った通りに行動すればそれでいい」

「レッドさん……」

「その結果どんな事になろうと心配するな──お前は俺が守ってやる」

「は、はいっ！」

　頼たのもしい所長の姿に、ミルフィは目を輝かがやかせる。

　自分は、自分なりのやり方でレッドの隣にいればいいんだ。

「あ、それはそうとミルフィ。俺もお前に一つ謝らなきゃならん事がある」

「なんです？」

「悪かったな。まさかお前が自分のパンツ代すらケチる程に悩んでいたとは」

[image: ]

「い、いえ……そこまで切羽詰まってる訳ではないんですが、厳しいのはたしかなんで、節約出来る所はしとこうかなーって」

　そういえば忘れていた。トラックに轢かれなかったので今日破ける事はなかったが、このまま行けばあと一週間の命だ。

「これからはもう、そんな心配はしなくていいぞ」

「ほ、ほんとですか？」

「ああ。フルハートお悩み解決する所は本日を以もつて、所員皆みなノーパンを義務付ける事とする」

「クソ所長かよ！」
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「お母さ────んっ！」

　あたしは玄げん関かんのドアを開けて靴くつを脱ぬぎ捨て、キッチンへとダッシュしていく。

「聞いて聞いてっ！　あたしね、ついにかけっこでグリス君に勝ったよ！」

「え、本当？　たしかグリス君ってクラスで一番速い子でしょう？」

「ほんとほんと！　最後はものっすごい接戦だったんだけど、うがーってなって、ぐおおーって感じでどばーってダッシュしたらなんとか勝てた！」

「そう……頑がん張ばって練習してたものね」

「おねえちゃん……すごい」

　お母さんの隣にいた妹のスノウが、あたしを見上げてきた。

「なはは、そうだろうそうだろう。お姉ちゃんはすごいのだ！」

「私もおねえちゃんみたいに……運動神経よかったらいいのに」

「あはは、そんな事言ったらあたしだって、スノウみたいに頭良くなりたいよ」

　あたしは体を動かすのは大好きだけど、勉強の方はからっきしだ。だってつまんないんだもん！

「うん……でもおねえちゃんはいつも元気で明るくて、みんなの人気者で……だから私の……目標」

　そして。

「おねえちゃん……すき」

　ぎゅっ、と抱だきついてきた。

「う、うおお……」

　な、なんだ……この可愛かわいい生き物は！

　もう……ああもう！

　あたしがスノウのあまりの愛らしさに悶もだえていると、後ろから声がした。

「おやおや。スノウはほんとにお姉ちゃんっ子だね」

　振ふり返ると、そこにはスーツ姿のお父さんが。そういえば、今日は仕事が早く終わるっていってたっけ。

「お父さん、おかえりーっ！」

「おとうさん……おかえりなさい」

「ただいま」

　お父さんは優やさしい笑え顔がおで、あたし達の頭を撫なでてくれた。

「おかえりなさい、あなた。今日もお仕事お疲つかれ様でした。今、お夕飯の準備してますからね」

「ああ、ありがとう」

　うちのお父さんとお母さんはものすごく仲がいい。なんだっけ……ええと……あ、おしどり夫婦ふうふとかいうやつだ！

　大好き。

　お父さんもお母さんも、スノウもみーんな大好き！

　学校で友達と遊んでるのも楽しいけど、やっぱりお家うちで四人でいる時が一番楽しい！

　幸せだった。

　こんなに楽しくていいのかなっていうくらいに、毎日がキラキラしていた。

　ずっと四人で一いつ緒しよにいたいと思った。

　いられると思っていた。

「あら？　こんな時間に誰だれかしら」

　──このチャイムが、全すべての始まりだった。

「あ、多分この前当たった懸けん賞しようが届いたんだよ！　あたしが出るねっ！」

　──あたし達家族の、終わりの。

「はーい！　お届けおつかれ──あれ？」

　──そこにいたのは、見慣れた宅配のおじさんじゃなかった。

「こんばんは」

　──青い……とても濃こい青い色の髪かみをした、顔の綺き麗れいなお兄さん。

「お兄さん、誰？」

　──そいつは……その悪あく魔まはにっこりと微笑ほほえんだ。

「今度向かいに越こしてきました、スコール・ヘヴンズです」
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　ある日の昼下がり。

「おいミルフィ」

　レッドが退たい屈くつそうな面おも持もちでミルフィを呼ぶ。

「どうしました？」

　所内の掃そう除じをしていたミルフィは手を止め、小走りでレッドのもとへ。

「なんか面おも白しろい事しろ」

「ものすごい雑なフリ来た!?」

　ミルフィはツッコミのあと、げんなりした様子で溜ため息いきを吐ついた。

「レッドさん、暇ひまなら働いてくださいよ……」

　それに対してレッドは自信満々に、手にした『おっぱいに乾かん杯ぱい』シリーズのフィギュアを掲かかげてみせた。

「暇ではない。俺はこの『カルーアミルク・パイオツ一番搾しぼり』を愛めでるので忙いそがしいんだ」

「よく企き画かく会議通ったなそれ！」

　ミルフィはツッコミ＆溜息のコンボを繰くり返す。

「はあ……次このシリーズ買ってきたらもう捨てますからね」

「なんだと……そんな事したらお前の『男だん根こんで一いつ献こん』シリーズも全部捨てるからな！」

「持ってないわ！　捏ねつ造ぞうすんのやめてもらえますかね！」

「まあまあ、そんなに興奮したら血圧上がっちゃうわよ、ミルフィちゃん」

　そこで、のほほんとした調子の浮うき世よが会話に加わる。

「お、いいところに来たな浮世。なんか面白い事しろ」

「まだ言いますかこの人は……」

　ミルフィは呆あきれ気味だったが、浮世はレッドに向かって頷うなずくと、キッチンから包丁と何本かの人にん参じんを持ってきた。そして、慣れた手つきで人参に刃はを入れていく。

「面白いかどうかは分からないけど……はい」

「むっ……」「す、凄すごいですっ」

　浮世の手の平には可愛らしいうさぎがちょこん、と載のっていた。ものの数十秒で完成した人参の彫ちよう刻こくだ。

「どうかしら？　レッド君のお眼鏡めがねに適かなった？」

「まあ出で来き映ばえは認めてやるが、面白くはない。そうだな……次はパイオツを作ってみろ」

「そんなのできる訳ないでしょ！」

　無む茶ちやな要求にミルフィが代わりにツッコむが、

「はい」

「できんのかよ！」

　浮世の手の平には可愛らしいパイオツがちょこん、と載っていた。

「ほう、やるな……では次はチン○を作ってみろ」

「アンタ最低ですね！」

「はい」

「これもできんのかよ！　というかできてもやるなよ！」

　浮世の手の平には可愛らしくないチン○がちょこん、と載っていた。

「なんでリアルに作ったし！」

　色んな筋とか皮とかが無む駄だに精密に再現されていた……ちょっとモザイク無しには、他ほかの人間には見せられない出来だ。

　好き勝手に下ネタを連呼するレッドに、それを甘やかして乗っかる浮世。もうミルフィだけではツッコミの手が回らなかった。

「はあ……」

　ミルフィは何度目になるか分からない盛大な溜息をついた。

「『はあ……』？」

　それを聞いた浮世の目の色が変わった。

　カチン。

「はあ……はあ……はあっ！」

「なんか勝手にドＭモード入ったよこの人!?」

「はあ……はあ……はあ……♡」

　無む理り矢や理りにも程ほどがある豹ひよう変へんに、呆れるしかないミルフィ。

　そして一人床ゆかでモゾモゾしていた浮世はうつ伏ぶせの状態になり、更さらに──

「はあ……はあ……ははあっ！」

「なんで土下座してんですか!?　興奮してんのか畏かしこまってんのかどっちだよ！」

「はあ……はあ……ははあっ！　殿との♡」

「なんだ殿って！　もう完全にふざけてるだけじゃねえか！」

　ミルフィがヤケクソ気味に声を張り上げたその時──

「ここは相変わらず騒そう々ぞうしいですね」

　入り口の方から無機質な声がした。

「あ、レインさん」

　ミルフィが顔を向けると、青髪の女性がドアの所に佇たたずんでいた。

　レイン・フロスト。弱じやつ冠かん十九歳にして能力犯罪特別対策局のＡ級捜そう査さ官の地位にある、エリート中のエリートだ。

「ミルフィ嬢じよう、お邪じや魔まします」

　レインは淡たん々たんと告げ、事務所内に入ってくる。

「あ、どうぞどうぞ」

　ミルフィが出で迎むかえるその横で──

「ははあ……ははあ……ははああああっ！」

「……花はな舟ふね嬢は一体何をやっているのですか」

「あの……私にもよく分かりません」

「殿……ああっ……そんなご無体なっ……♡」

　完全に妄もう想そうの世界に入りこんでいる浮世に、レインは鋭するどい視線を向けた。

「怪あやしげな薬物を摂せつ取しゆしているのなら、即そく逮たい捕ほしますが」

「ち、違ちがいますっ！　浮世さんは天然でこうなんです！」

「だとしたら、それはそれで問題な気がしますが」

「あははー。そ、そうですよねー」

　ミルフィは床で悶もだえる浮世をずるずると、奥の方まで引っ張っていく。

「で、貴男あなたは貴男で何をやっているのですか、レッド・フルハート」

　レインはレッドに冷ややかな視線を向ける。

「クク、見て分からんか？　『おっぱいに乾杯』している」

　レッドは大事そうに『カルーアミルク・パイオツ一番搾り』を手にしている。

　レインはレッドが掲げたフィギュアをまじまじと見つめた。

「そのメーカーロゴ、大手玩がん具ぐメーカーのものに酷こく似じしていますね」

「当然だ。パチモンだからな」

「押収します」

「ああっ！　か、返せ貴様！」

「却きやつ下かします。このような卑ひ猥わいな物を、大本の許可も無しに模も倣ほうしたロゴを付けて販はん売ばいするなどありえません。このメーカーは摘てき発はつの対象になるでしょう」

「お、おのれ……」

　レッドはレインを睨にらみつけるが、レインは表情をぴくりとも動かさない。力ちから尽ずくで奪だつ取しゆしようにも、彼ひ我がの実力差はあまりに大きい。レッドは歯は嚙がみしながらダイスを取り出す。

「思い知るがいい。乳の恨うらみは深いという事をなっ！」

　もの凄い勢いで転がしたはいいが、出た目は…………一。

「むっ!?」

　その瞬しゆん間かん、人型のロボットが事務所内に突とつ如じよとして出現した。

「なんですか、これは」

「ファ、【全自動フアーザーズ・乳叩き機デイ・プレゼント】だ。ヤバいぞこれは……」

　レッドはその場から逃にげようとするが──

「うおっ！」

　ロボがその肩かたをがっちりと摑つかむ。そしてレッドの体をぐるり、と裏返し──

「ぎゃああああああああああっ！」

　両手の人差し指を立て、レッドの乳ち首くびを高速で突つき始めた。

「ぎゃあああっ！……ああああああっ！」

　最初は苦痛に顔を歪ゆがめていたレッドだったが、

「ああっ……駄目っ……そこは駄目っ……らめえっ！」

　なぜか次し第だいに恍こう惚こつの表情へと変化していき──

「あ、あへ……」

　約一分後には、白目を剝むいて床でピクピクしていた。

　レインは、ゴミを見るような目でそれを見下ろす。

「ミルフィ嬢。お手数ですがそこのそれをどけていただけますか」

「あ、はいっ」

　ミルフィは床で悶えるレッドをずるずると、奥の方まで引っ張っていく。

「さて、余計な人間がいなくなったところで本題に入っていいでしょうか」

　戻もどって来たミルフィに視線を向けるレイン。その口ぶりから察するに、どうやら今日の訪問はミルフィへの用向きらしい。

「あ、はい。じゃあこちらへどうぞ」

　ミルフィはレインを応接ソファーへ掛かけるように促うながし、お茶と菓か子しを準備してから自分もその対面に腰こし掛かける。

「あの……私、何かしましたか？」

　多た忙ぼうを極きわめるレインがわざわざ訪おとずれたという事は、ただならぬ用事なのかもしれない。

「いえ。むしろその逆です」

「逆？」

「はい。それを説明する為ためにまず、あなたを取り巻く現状からお話しします。既き知ちの情報も有るかとは思いますが、まずは聞いて下さい」

　レインはそう前置きし、淡々とした口調で続けた。

「先のノワール・ローレンス、及およびティアー・ローレンスが引き起こした能力者誘ゆう拐かい・監かん禁きん事件ですが──」

「っ──」

　ミルフィの表情に緊きん張ちようが走る。レインの口から出たノワール・ローレンスとティアー・ローレンスという名前。ミルフィは先日この両名によって攫さらわれた。レッドと浮世の助けがなければ今いま頃ごろどうなっていたか分からない。

　レインはミルフィの反応を意に介かいさずに、話を続ける。

「両名の背後に『セグンド・ファミリア』の影かげがちらついている事はご存じだと思います」

『セグンド・ファミリア』──それは世界最悪と称しようされる犯罪者集団であり、その正規メンバーは、一人一人が常じよう軌きを逸いつした能力を有しているという話だ。

「たしか……世界中から珍めずらしい能力を持った人達を攫ってるんですよね」

「ええ。その目的は判明していませんが、貴女あなたもその対象になっていたと考えられます」

　ミルフィの【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】は稀き少しよう性では世界でもトップクラスに位置するだろう。本人が全く使いこなせていないのが問題だが、能力そのものの価値は非常に高い。

　しかし、ミルフィはいまいちピンときていなかった。

「あの……狙ねらわれたのは本当に私の能力なんでしょうか？」

「と、言うと？」

「いえ、ちょっと気になってる事があって……」

　あの時のティアーのセリフが、脳のう裏りに蘇よみがえる。




『キャハ！　アンタさあ、自分がどんだけ危険な存在か、分かってないでしょ？』

　歩み寄ってきたティアーは、ミルフィの額をトントン、と指で突つつく。

『キャッハ！　ここにさあ、とんでもないのが詰つまってるって事！』




　ミルフィは、ティアーとのそのやりとりをレインに告げる。

「成なる程ほど。そのニュアンスだと確かに、失われた記き憶おくが関連している可能性もありますね」

　ミルフィには記憶が無い。レッドや浮世と出会ったのが約一年前。それ以前の記憶が完全に抜ぬけ落ちてしまっている。故ゆえに、実際の年ねん齢れいや名前など、出自に関する全すべてが不明。

　事務所を訪れる依い頼らい人に聞き取りを行ったりはしているものの、未いまだに何の手がかりも無い状態だった。

「はい……あれから何とか思い出そうとしてみたんですけど、やっぱり駄目で……」

「そうですか。まあ誘拐の目的については現状では推測する事しか出来ませんね。ローレンス兄妹きようだいはなにがしかの能力によって、『セグンド・ファミリア』に関する記憶を消去されており、そこから辿たどる事も難しいという話ですし」

　能力犯罪特別対策局は、『セグンド・ファミリア』の関係者が大規模な誘拐・監禁事件を起こした事を受け、最高戦力であるＳ級捜査官の内三名をこの首都セントランに招集。Ａ級捜査官もかなりの数が増員されているという話だ。

　そのような厳げん戒かい態勢がとられているものの、不安が完全に払ふつ拭しよくされる訳ではない。

「そこで今日の本題なのですが……私がミルフィ嬢の護衛としての命を受けました」

「えっ？」

「今後も狙われる可能性が高い貴女に、暫しばらくの間つきっきりで行動を共にせよとの事です」

「レインさんが、ですか？」

「はい。貴女にとっては迷めい惑わくな話かもしれませんが」

「い、いえいえ、とんでもないです！　ものすごく心強いんで是ぜ非ひともお願いしたいんですけど……でも、いいんですか？」

「どういう意味でしょう？」

「だって、レインさんは特対局のエースじゃないですか。セントランの治安はレインさんによって保たれているなんて書いてる雑誌もありますし……そんな人が私なんかにかかりっきりになっちゃっていいのかなー、と」

「ワハハ！　遠えん慮りよする事はないぞミルフィ！」

　そこで、乳叩きのダメージから回復したらしいレッドが割り込んできた。

「手伝いたいというのなら好きなだけこき使ってやればいいのだ。なあ、レインよ」

「私はミルフィ嬢の護衛であって、貴男に使し役えきされる筋合いはありませんが」

「馬ば鹿かめ！　ミルフィと行動を共にするなら、大半はこの事務所内にいる事になるだろうが。だったらそれはもうここの見習い同然。この事務所で一番偉えらいのは誰だれだ？　所長である俺だ！　故にお前は俺に従う義務がある！」

「何を言っているのか、全く理解出来ません」

「という事で所長命令だ！　さっさとさっきのフィギュアを返せ」

「お断りします」

「ぐっ……」

「結局それが言いたかったんですね……」

　ミルフィは呆あきれるが、レッドは諦あきらめない。

「貴様……そこにいる助手のミルフィは、俺が命じればチンチンでも何でも喜んでやるぞ」

「やらんわ！」

「ちなみに俺のチンチンは……デカい」

「だからなんだよ！」

　ミルフィは思いっきりツッコむが、レインは顔色一つ変えない。

「レッド・フルハート。何をどう喚わめこうが、この違い法ほう玩具が返へん却きやくされる事はありません」

「ぐっ……お、おのれ……さては貴様、自分がペチャパイだからって、巨きよ乳にゆうフィギュアに嫉しつ妬としているな」

「今……何か？」

　レインの顔が、凍こおり付く。

　そしてそのタイミングで──

「殿とのお～、もっと……もっと虐いじめてえ～♡」

「うおっ!?」

　まだドＭ状態の浮世がいきなり、後ろからレッドに抱だきついた。

「ん？　あれえ～？」

　しかし、ふらついている為に妙みような勢いがつき、ただのタックルになってしまう。

　そして、レッドはレインの方へ突き飛ばされるような形になり──

「「あ」」

　ふよん……もとい、ぺたん。

　いわゆる一つの、パイタッチ。

「「…………」」

　レッドとレインは無言のまま見つめ合い──

「ぐ……おおおおっ！」

　レッドは当然の如ごとく鼻血噴ふん射しや。

　そしてレインは──

「……【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】」

「ひいいっ！」

　ミルフィの悲鳴が響ひびく。

　事務所内が全て、一いつ瞬しゆんにして凍りついていたからだ。

「レッド・フルハート……極きよつ刑けいに処します」

　そしてレインの手には、禍まが々まがしい形状の氷の槍やりが出現していた。

「ま、待ってくださいレインさん！　今のは不ふ可か抗こう力りよくですから！」

「犯罪は……犯罪です」

　ミルフィの制止を微み塵じんも聞き入れず、レインはレッドに向かって歩を進める。

「レ、レッドさん鼻血出してる場合じゃないです！　レインさん本気ですよ！」

「ぐっ……おいレイン、事故とはいえ悪い事をしたのは確かだから謝ってやる」

「謝罪すれば、罪が消えるとでも？」

　瞳どう孔こうが散大気味のレインの歩みは止まらない。

「ちっ……」

　レッドは片手で鼻を押さえ、もう片方の手でダイスを振ふった。

【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス！】
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　出た目は……五。瞬間的に、レッドの片手が炎ほのおに包まれる。

「クク、【冥ヘル界・のイン極フエ炎ルノ】。氷に対たい抗こうするにはうってつけの能力だな！　どうだレイン！　これならばいくらお前でも簡単には──へ？」

　ピッキーン！

「なっ……」

　レッドの片手に纏まとわれていた炎は一瞬にして凍らされ、砕くだけて地面に落ちた。

「ほ、ほう……それなりにはやるようだな。ではこちらも最大出力だっ！」

　今度はレッドの全身が炎に包まれた。

「ワーッハッハッハ！」

　事務所内の氷が瞬またたく間に融ゆう解かいしていく。レッドは尋じん常じようではない熱量を発していた。

「ちょっ……レッドさん、火事になっちゃいます！」

「安心しろ。とりあえずこの冷血女を黙だまらせたらすぐに解除する。おいレイン、今から貴様にこのクッソ熱い炎を喰くらわせてやる。クク、そうなれば服などひとたまりもないだろうな。お前はパイタッチどころではなく、あんな姿やこんな姿を晒さらす事になる！　それが嫌いやだったら──」

　ピッキーン！

「何か……言いましたか？」

　またしても一瞬にして凍らされた炎は、レッドの体からバラバラと剝はがれ落ちていく。

「ば、馬鹿なっ……全てを焼き尽つくす冥めい界かいの炎だぞっ……」

「そのような児じ戯ぎで私を止められるとでも？」

「ま、待てっ……」

　目に常じよう軌きを逸いつした光を宿したレインは、レッドに向かって氷の槍を振りかざし──

「性犯罪者は自らが冥界に落ちなさい」

「う、ぎゃあああああああっ！」




　その、数分後。

「ぎゃあああああっ！」

　レッドは氷で出来た寝しん台だいに、うつ伏ぶせで寝ねかせられていた。

　その上側にも寝台と同サイズの氷の重しが載のせられており、自力では脱だつ出しゆつできないようになっている。巨きよ大だいな氷の塊かたまりでサンドされているような形だ。

「ぎゃあああっ！」

　だが、エグいのはそこではなかった。

「ひいいいいいいっ！」

　なぜか、その衣服の胸の一部分だけが円形にくりぬかれている。つまり、乳ち首くびが氷に直じかに触ふれている状態。

「ひっついてる！　ビーチクがひっついてるううううっ！」

「さ、さすがにこれはかわいそうじゃ──」

　見かねたミルフィが進言するが、

「──何か？」

「な、なんでもありません……」

　一瞬で、救出の不可を悟さとる。

「特定部位に対する罪は、同じ部位に与あたえる罰ばつで雪そそぐしかありません」

　先さき程ほどのパイタッチが相当腹に据すえかねているらしい。

　ミルフィは、とりあえずレインの注意を他ほかに逸そらす作戦に切り替かえた。

「そ、それにしても、やっぱりレインさんはものすごく強いですね。レッドさんの能力で五の目が出た時って、大体どんな相手でもすぐにやっつけちゃうんですけど」

「いえ。私などまだまだです」

　その回答は謙けん遜そんではなく、事実を淡たん々たんと述べているように感じられた。

「全すべての犯罪者を撲ぼく滅めつするには……力が足りません」

　レインの犯罪者を絶対に許さないという姿勢は、人々から絶大な支持を得ている。プライベートを捨てて身を粉にする彼女は、セントランの英えい雄ゆうとも呼べる存在だった。

「全てを撲滅って……レインさん、お休みもほとんど無いんですよね。なんでそこまで頑がん張ばれるんですか？」

　レインはミルフィを見み据すえて、答える。

「私にとって、犯罪者の撲滅が全てです。それが叶かなうのならば、他には何もいりません。そしていずれは──」

「いずれは？」

「……いえ、なんでもありま──」

「乳首がああああああっ！」

　レッドの悲痛な叫さけびが響く。

「……仕方ありませんね。このままではあまりに耳みみ障ざわりです」

　レインは手をかざし、乳首拷ごう問もんを解除した。

「はあっ……はあっ……お、おのれ……」

　寝そべったまま、恨うらめしそうにレインを睨にらむレッド。

「この程度の氷も自分でなんとか出来ないとは……まあ私にとっては好都合ですが」

「好都合？」

　レインは首を縦に振り、ミルフィのその問いに答える。

「ミルフィ嬢じよう。貴女あなたは先程、私を拘こう束そくする事について心配していましたね」

「あ、はい……」

「先述の通り捜そう査さ官が増員されていますので、セントランの治安については何ら問題はありません。そもそも、私一人の力などたかが知れています──そして私には護衛の他にもう一つ業務がありますので、貴女が気に病やむ必要はありません」

「もう一つ？」

「はい。それはこの事務所を潰つぶすべきかどうかの、査察です」

「つ、潰す……」

　いきなり出てきた物ぶつ騒そうな言葉に息を吞のむミルフィ。

「異能力を使用した営利行こう為いの全てに許可局の認にん可かが必要な事はご存じですね？　ここは一応、その手続きは踏ふんでいますので現状で営業する事に違い法ほう性せいはありません。しかし、私は常々思っていました。この事務所に、人の悩なやみを解決するなどという大それた事を受けるだけの実力が備わっているのか、と」

「そ、それは……」

「依い頼らいの内容には荒あら事ごとを含ふくんだ物も少なくありません。そこに、大して力の無い者が関かかわったらどうなるか……依頼人や所員の身に危険が及およぶのは明らかです」

「そ、そんな事はありま──」

　必死に否定しようとするミルフィだが、

「…………」

　過去を振り返り、身に覚えがありすぎて言葉を詰つまらせる。

「そ、そうだ！　浮世さんの実力はレインさんも認めて──」




「ああっ！　殿との……殿おおおおおおおおおっ！♡」




　計ったようなタイミングで、奥から嬌きよう声せいが。

「彼女は不安定すぎます。以上」

「…………」

　その通りすぎて何も言い返せないミルフィ。

「能力犯罪特別対策局のＡ級捜査官には、あらゆる局面において異能力が適正に使用されているかどうかを査定する権限が与えられています。さすがに私の一存ですぐにどうこうという事はできませんが、私が不適切であると判断し、許可局に強く具ぐ申しんすればこの事務所は間ま違ちがい無く潰れます」

「そ、そんなっ……」

「これは貴女の為ためでもあるのです、ミルフィ嬢。ここを離はなれ、特対局の庇ひ護ご下に入った方が遥はるかに安全です」

「おい待て、見習い」

　そこで、ようやく身を起こしたレッドがレインの前へ。

「私は見習いではありません」

「クク、見習いの分際でここを潰すなどとは片腹痛いわ。身の程を知るんだな」

「その言葉、そっくりお返しします。貴男あなたはこの事務所を運営するにあたって、完全な力不足です」

　その冷たい視線を受けたレッドは、不敵に言い放つ。

「お前はまだ、この俺様の真の実力を理解していないようだな」

　その瞬しゆん間かん、

「す、すみません……」

　事務所のドアが開き、一人の少女が顔を覗のぞかせた。

「あ、依頼の方ですねっ！」

　ミルフィが顔を輝かがやかせて駆かけ寄って行く。

「丁度良いタイミングですね」

　レインは隣となりのレッドに視線を向け、淡々と言い放った。

「この事務所が存続に値あたいするかどうか、見み極きわめさせてもらいます」




　　　　２




「はい、どーぞ」

「あ、ありがとうございます」

　歳としの頃は十六、七といったところだろうか。内気そうな雰ふん囲い気きの美少女は、ミルフィに出されたお茶に口をつけてから依頼の内容を切り出した。

「私はセーソ・ダーナーといいます……お願いは私のお姉ちゃんに関する事なんです」

「ほう、では報ほう酬しゆうはモミモミパイオツ払ばらいのダブル……いや、ミルフィのも加えてトリプルだな」

「なんで私も入ってんですか！　アイスの三個載せみたいに言うなよ！」

「パイ……オツ？」

「あ、あはは～。場を和なごませるジョークですから、お気になさらずに。レッドさん……お願いですから黙っててください」

　ミルフィはレッドを押しのけて、セーソに続きを促うながす。

「お姉ちゃん……あ、名前はカレンって言うんですけど……お姉ちゃんが最近、なんかあんまり雰囲気のよくない人達と遊んでるみたいで……」

「雰囲気のよくない……ですか？」

「その人達、犯罪に手を染めているという噂うわさもあって……心配なんです」

「成なる程ほど……では依頼としてはそのグループの調査と、お姉さんの安全確保といったところでしょうか」

「はい……でも、本当に危ない人達らしいので──」

　そこでセーソは言葉を詰まらせ、レッドとミルフィを見つめる。

「ん？　どうした？」

「あの……こんな依頼したら、事務所の皆みなさんが危険な目に遭あうんじゃないかって……だから相談しようかどうか、ずっと迷ってて……」

　どうやらレッド達の身を案じているらしい。

「クク、そんな心配は無用だ。なにしろ俺は……チンチンがデカいからな」

「それ今関係ないだろ！」

　ミルフィが声を張り上げた後、笑え顔がおで取り繕つくろう。

「あ、あはは……気にしてくださってありがとうございます。でも大だい丈じよう夫ぶですよ。こう見えてもこの人、結構危険な依頼をこなしてきてますから」

「そうなんですか……でもやっぱり──え？」

　セーソはそこで、何かに気付いたように目を見開いた。

「そこにいるのって……もしかしてレイン・フロスト捜査官ですか？」

　目立たないように事務所の奥の方で控ひかえていたレインだが、セーソの目に留まってしまったらしい。

「あの……レイン捜査官がどうしてここに？」

　質問を向けられたレインは、軽く嘆たん息そくしながらセーソの方に歩み寄っていく。

「詳しよう細さいは申し上げられませんが、とある業務で一時的にこの事務所に詰めています」

　それを聞いたセーソの顔が、ぱっと輝いた。

「よ、よかった！　レイン捜査官がいらっしゃるんだったら、安心して依頼できます」

「いえ、勘かん違ちがいしないでいただきたいのですが、私はこの事務所の依頼を手伝う気は──」

「ワハハ！　よかったな見習い、頼たよられてるぞ！」

　レッドが勝手に話をまとめようとしていた。

「待ちなさい、レッド・フルハート。私はあくまでこの事務所とは無関係で──」

「ほう……天下のＡ級捜査官様は、いちいち庶しよ民みんの悩みなど聞いていられない、と」

「そ、そうなんですか、レイン捜査官……」

　セーソは不安そうな瞳ひとみをレインに向ける。

「うっ……」

「ふうーん。こんないたいけな少女の願いを踏みにじってしまう訳だな」

「くっ……」

　断れない状じよう況きようを作り出されてしまったレインは、渋しぶ々しぶ首を縦に振ふる。

「……承知しました。業務に支障が出ない範はん囲いで協力はしましょう」

「あ、ありがとうございますっ！」

　セーソは満面の笑みを浮うかべた。

「…………汚きたないですよ、レッド・フルハート」

　レインはレッドを睨みつけるが、

「という訳で契けい約やく成立だ。ほれ」

　レッドは手早くセーソと握あく手しゆを済ませてしまった。

　そこへ、ミルフィが小声でフォローに入る。

「すみません、レインさん。レッドさんのあれは、セーソさんを安心させる為の方便みたいなものですから。実際にレインさんの手を煩わずらわせるような事はありませんので」

「そうですか。ならばいいのですが」

　その言葉で、レインが幾いく分ぶん溜りゆう飲いんを下げた瞬間──

「おいレイン！　連中のチーム名は『ビートスカルズ』だそうだ。今すぐ特対局のデータベースにアクセスして、そいつらが溜たまり場にしてそうな場所を検けん索さくしろ！」

「……ミルフィ嬢」

「あ、あははー……」

　ミルフィは、全力でレインから目を逸そらし、レッドの傍そばへ。

　そしてレインに聞こえないように囁ささやきかける。

「ちょ、ちょっとレッドさん！　いきなりレインさんに頼りまくりじゃないですか」

「それの何が悪い？　今のあいつはこのフルハートお悩み相談する所の見習いだ。見習いの手て柄がらはそれ即すなわち所長の手柄だろうが」

「いや……見習いってそれ、レッドさんが勝手に呼んでるだけですからね……査察してる人に力を借りてどうするんですか。本当に潰されちゃいますよ」

「だったらアピールしろ」

「へ？」

「レインはこれからお前の傍に貼はり付くという話だったな。ではお前が、いかに俺が強くてかっこよくて偉い大だいかを、語って語って語り尽つくせ。そして、あいつが尊敬の余りすすんで俺にパイオツを触さわらせにくるようにまで洗脳しろ」

（この人……何言ってんだろう）

　ドン引きするミルフィ。

「まあそんな小細工をせずとも、俺の実力は見れば分かるがな。おい、セーソ・ダーナー」

「は、はい」

「どうしても心配なようならこの俺の力を今ここで見せてやる。刮かつ目もくせよ！【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】ッ！」

　思いっきり振りかぶってダイスを振るが、出た目は………………一。

「キ、キャアアアアアアアッ！」

　即そく座ざにセーソの悲鳴が響ひびく。

「うおおおおおおっ！」

　レッドは腰こしをカクカクさせていた。

「お、ああああああああっ！」

　それも、目にも留まらぬ猛もうスピードで。

【腰をト振るンだけのト簡単なンお仕事ピスですトン】──その能力名が全すべてを物語っているので、これ以上の説明はいるまい。

「ミルフィ！　なんとかしろ！」

「嫌いやです！　っていうか　こっちこないでください！」

　腰をカクカクさせながらミルフィを追いかけるレッド。

「貴様それでも助手か！」

「自分のせいじゃないですか！」

　事務所内をぐるぐると逃にげ回った末、ミルフィはレインに助けを求めた。

「レ、レインさん、この変態をなんとかしてください！」

「お、丁度いいところにいたな、見習い！　所長命令だ。今すぐこの腰をなんとかしろ！」

「お断りします。私はあなたの命令に従う義務はありません」

「ぐっ……た、頼たのむ。振り過ぎて腰がイカれそうなんだ！　お前の氷で固定させてくれ！」

「わ、私からもお願いしますレインさん！　もうこの気持ち悪い状態で追いかけられたくないですっ！」

「……仕方ありませんね」

「い、一番弱い凍こおらせ方で頼むぞ！」

「……了りよう解かいしました」

　レインは言われた通りに、レッドの腰の辺りを凍とう結けつさせた。

「お！　と、止まったぞ！」

　レッドの腰はぴたりと動きを止めた。

「……ん？」

　かに見えたが──

　バッキャーン！

　カクカクカク！

　腰振りは、予想以上に強力だった。そして、破は壊かいされた氷は──

「ぎゃああああっ！　飛び散った破は片へんがチン○に刺ささったあああああっ！」

「……ミルフィ嬢じよう。今すぐ事務所の取り潰つぶしを具ぐ申しんしてもいいでしょうか」

「ま、待ってくださあああああああああいっ！」

　事務所の未来は、暗かった。




　　　　３




「な、何すんだよっ！」

　とある工場跡あと地ちに金きん髪ぱつ女性の叫さけびが響く。

「それはチームのメンバーには使わないって決まりじゃなかったのかよ！」

「黙だまれ」

　女性はその場から逃のがれようとするが、男に腕うでをがっちりと摑つかまれてそれが叶かなわない。

　スキンヘッドにタトゥーを入れているその男の名はソボウ・ダロ。巌いわおのように隆りゆう起きした筋肉が、今にもタンクトップを張り裂さかんばかりに主張している。

　ソボウは女性を摑んでいるのとは逆側の手に、注射器を握にぎっていた。

「すぐに気持ちよくなるから安心しな。まあちょっと副作用が危険だってだけだ」

「や、やめろよ！　な、なんで急にこんな事……」

「急に？　何言ってんだ。バレてねえとでも思ったのか？　テメエ妙みような正義感出して、このクスリの事、サツにタレ込もうとしてんだろ」

「っ……」

「これは、その罰ばつだ」

　その針が、女性の腕に近づけられる。

「ひっ……」

「俺達『ビートスカルズ』はなあ、テメエみてえに反はん抗こう期こじらせたような甘ちゃんがいていい場所じゃねえんだよ。ちっとばっかし顔がいいから隣となりに置いてやってたけどよお……もう終わりだな」

「い、嫌っ……」

　その先せん端たんが、女性の肌はだに触ふれ──

「だ、誰だれか助けてっ！」

「馬ば鹿かか。そんなに都合が良く助けが来るわけね──」




「ワハハハハッ！　待ていっ！」




　突とつ如じよとして高笑いが響きわたった。

「なんだ……テメエは」

　ソボウは入り口の方へ視線を向ける。

「クク、レッド・フルハート。狙ねらったようなナイスタイミングでただいま見参！」

　そしてレッドはソボウの隣の女性に視線を向ける。

「おい、お前はカレン・ダーナーで間違いないな」

「えっ……」

　突然に名前を呼ばれて戸と惑まどうカレン。

「ワハハ！　この俺が来たからにはもう安心だぞ！　おいそこのハゲ！」

「あ？」

　ソボウのこめかみがビキリ、と脈打つ。

「そのおねーちゃんに何を注射しようとしていた？」

「うるせえ。テメエには関係ねえだろうが」

「まあ聞くまでもなくしょーもないドラッグだろう……どうせ、意識が朦もう朧ろうとしたおねーちゃんにあんな事やこんな事をしようと企たくらんでいたに違いあるまい」

「だったらどうだってんだ」

「そんな真似まねは俺が許さん、このチンカス野や郎ろうが！」

「んだと？……あんま舐なめた事抜ぬかしてっと殺すぞコラ！」

「舐めてるのは貴様だ！　おねーちゃんをペロペロしたかったら、クスリなんぞに頼たよらないで自分で口説いてから正々堂々ペロペロしろ！」

「わけ分かんねえ事抜かしてんじゃねえぞテメエ！」

「ちっ……今の決めゼリフの良さが分からんようなハゲとは、もうこれ以上話す事はない」

「ああ……俺もそう思ってたとこだ！」

　怒いかり心頭といった様子のソボウは、レッドに向かって突とつ進しんする。

「オ……ラアアアッ！」

　そして、全体重を乗せたパンチをレッドに叩たたきつけた。しかし──

「なっ……」

　その拳こぶしは、レッドの手の平にいとも容易たやすく止められていた。

「ば、馬鹿なっ……」

　ソボウはそのまま押し込もうとするが、レッドの体はびくともしない。

「ワハハハハハッ！　貴様とは鍛きたえ方が違ちがうのだっ！」

「くそ……が……放しやがれっ！」

「よし」

　レッドは言われた通りにソボウを解放した。

「舐め……やがって！」

　ソボウは次々に拳や蹴けりを繰くり出すが、レッドには掠かすりもしない。

「クソ……野郎っ！」

　そして一ひと際きわ力を込めた拳も空から振ぶりに終わる。レッドはがら空きになったソボウの脇わき腹ばらに、

「女に無む理り矢や理りクスリを打つようなクソ野郎は貴様だっ！」

　全力の拳を叩き込んだ。

「ご……あああああっ！」

　膝ひざをつき、その場にくずおれるソボウ。

「クク、思い知ったか、雑魚ざこめ」

　レッドが笑えみを浮うかべたその時──

「ゆ、油断するなっ！　そいつは能力者だよ！」

　カレンが声を張り上げた。

　そして、それに反応してレッドがソボウに目を向けた瞬しゆん間かん──

「っ!?」

　レッドの体が吹ふき飛び、近くにあった壁かべに叩きつけられた。

「ぐうっ……」

　背中を強打したレッドは、顔をしかめながら立ち上がる。

「ハアア……」

　眼前には、目に危険な光を宿したソボウが立っていた。その手には、先さき程ほどカレンに打とうとしていたものとは、明らかに形状が異なる注射器が握られている。

「それが……貴様の能力か」

「ケケ！　そうよ！　この【注射超者スーパーマン（仮）】打つと、身体能力が飛ひ躍やく的に跳はね上がんだよっ！」

　どうやら感情を司つかさどる神経にも作用しているようで、テンションがおかしい。

「クク、そうか。だが相手にとって不足はな──」

「動くんじゃねえ」

　瞬時にして迫せまったソボウが、レッドの腹に拳を叩き込んでいた。

「が……はっ……」

　ソボウはくずおれたレッドを見下ろし、嬌きよう声せいをあげた。

「ヒャハァ！　おいテメエ、さっき鍛え方が違うとかほざいてたな？……馬ば鹿か馬鹿しくてそんな事してられっかよ。首に刺せば全身の強化。その他ほかの部位に刺せば部分的な強化も可能っていう優すぐれモンだ！　まったく能力様々だぜえ！」

　そこで、レッドの手からダイスが転がり落ちる。

「……【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】」

　そしてゆらり、と立ち上がるレッド。

「そうか……だったら俺も使わせてもらおうか」

「ちっ……テメエも能力者だったのか！」

　顔色を変え、身構えるソボウ。

「クク、貴様はもう……終わりだ」

　レッドのその不敵な笑みに、警けい戒かいの色を強めるソボウ。そして──

「!?」

　何かに気付いたように鼻を押さえた。

「な、なんだこの臭においはっ……」

　辺りには異い臭しゆうが充じゆう満まんしている。

「ま、まさか……毒ガス系の能力かっ！」

　ソボウは反射的に、手の平で口を押さえる。

「油断したな」

「!?」

　その一瞬の隙すきを突ついて、レッドがソボウの背面に回り込んだ。

「オラァッ！」

「くっ……」

　なんとか振ふり向いてガードするソボウだったが、止めていた息を吸い込んでしまう。

「しまっ……っ!?」

　体が麻ま痺ひするくらいは覚かく悟ごしたソボウだったが──

「…………？」

　体には何も影えい響きようは現れなかった。そして、一つの疑問が脳のう裏りをよぎる。

「これ……屁へじゃねえのか？」

　落ち着いてみると、それは毒ガスなどではなく、身近に存在する異臭だった。

「クク、バレてしまっては仕方あるまい。どうだ？　いつでも自由に屁をこける【自フリ由ーダ放ムヘ屁ステ祭りイバル】を味わった感想は」

「テメエ……ふざけてんのか！」

「ふざけてなどいない！　これが俺に与あたえられた唯ゆい一いつ無む二にの能力だ！」

「そうかよ」

「ぐっ！」

　強化されたソボウの拳を受け、弾はじき飛ばされるレッド。

「やってくれたなあ……正直、ちょっとビビっちまったぜ」

　拳をバキバキと鳴らしながら、レッドに近付いていくソボウ。

「…………ん？」

　しかし、何かに気付いてその足を止める。

「こ、これは……」

　鼻を突くような、強きよう烈れつな異臭。先程までとは明らかに異なる臭いだった。

「バーカめ！　どこに自分の能力の全すべてを語るアホがいるか！　さっきのは俺の能力を誤ご認にんさせる為ための噓うそっぱちだ。真の能力はお前が最初に予想した通りの毒ガスを操あやつるものだ！」

「なん……だとっ」

　ソボウの顔がさっ、と青ざめる。

「今いま更さら焦あせったところでもう遅おそい。吸ったからにはお前の意識は、後一分で途と切ぎれる。クク……もうどうする事もできんぞ」

「いや……一分の間にテメエをぶっ殺せば関係ねえ！」

　目を血走らせてレッドに迫るソボウ。

「うおおっ！」

　そして、走りながら【注射超者スーパーマン（仮）】を出現させ、再び首筋に突き立てようとするが、

「おっと、その辺りには、致ち死し性のガスが充満しているから気をつけろよ」

「なにっ！」

　ソボウが怯ひるんだ隙をついて、レッドがその視界から消えた。

「ど、どこいきやがったあの野ろ──」

「ここだ」

　再びソボウの背後に回り込んだレッド。そして──

「よこせ」

【注射超者スーパーマン（仮）】をひったくった。

「しまっ！……」

【注射超者スーパーマン（仮）】の効果はソボウ自身でなくても適用される。残り時間が少ない上に、レッドの身体能力が強化されてしまったら勝ち目は無い。

「返せこの野郎っ！」

　その動きを予想していたレッドは、際どいタイミングではあったが、拳をかわす。

　そして【注射超者スーパーマン（仮）】の針先を自分の首筋に突き立て────なかった。

　そして、

「お望み通りに返してやる」

　セリフと共に、注射器をソボウに向かって突き出す。

「喰くらうがいい」

　その針先を狙ねらった部分に突き刺さし──一気に流し込んだ。

「な、何……しやがるっ……」

　レッドの意図が摑つかめず、困こん惑わくした様子のソボウ。

「一つ、いい事を教えてやろう。俺の能力は本当の本当に【自フリ由ーダ放ムヘ屁ステ祭りイバル】で間違いない。そしてそれはその名の通り屁を自由に操るだけだ。毒ガスを発生させる事など一いつ切さいできん」

「なにっ……じゃあさっきのは……」

「そう。毒のような臭いの屁を発生させただけだ」

　レッドはドヤ顔でニヤリ、と笑う。

「こ、この野郎……結局騙だましてやがったのか！」

「おっと動くな。既すでに勝負はついている」

「何言ってやがる……ここからテメエがブチのめされて終わりだろうが！」

「違うな。よく考えてみろ。貴様の【注射超者スーパーマン（仮）】は、身体能力を著いちじるしく向上させる」

「ああ、それがどうし──」

　ある可能性に思い至ったソボウは動きを止める。

「そして、狙った部位の強化も可能という事だったな……で、さっき俺は貴様のどこに針を突き刺した？」

「……っ!?」

　ソボウははっとした様子で鼻を押さえる。

「分かったようだな。クク、今更鼻を塞ふさいだくらいでは止められんぞ。強化された嗅きゆう覚かくで最大最臭の屁をくらえ！」

「ま、待てっ！」

「今更後こう悔かいしてももう遅いわっ！」

　レッドはその制止を無視して、屁を放った。

「【自フリ由ーダ放ムヘ屁ステ祭りイバル──後の祭り】」

「ぐ……ぎゃあああああああああっ！」

　ソボウは白目を剝むいてその場に倒たおれる。

「ワ────ッハッハッハ！　見たか！　正義は必ず勝つのだ！」

　少し離はなれた場所で、カレンが鼻を摘つまみながら呟つぶやく。

「なにコイツ……あんなくだらない能力でソボウを倒しちゃった」

「おい、カレン・ダーナー」

　レッドはそんなカレンに声をかける。

「さっさと帰るぞ。妹がお前を心配し──」

「おいおい、ソボウの奴やつやられてんぞ」「マジかよ……だっせえの」「おいここ……なんか臭くさくねえか」

　奥の方から、ソボウに劣おとらず柄がらの悪そうな男達が現れた。

　それも三人や四人ではない。その数、約二十人。

「ちっ……」

　その男達を睨にらみつけながら歯は嚙がみするレッド。

「へえ、お前がソボウを倒したのか」「まああいつは俺達ビートスカルズ四天王の中でも最弱だしな」「それにしてもここ……臭くねえか」

　三人の男がレッドに向かってきた。それぞれモヒカン、ソリコミ、グラサンという、非常に印象的なビジュアルをしている。

「気をつけて、赤毛。あの三人も能力者だよ！」

　カレンがレッドに注意を促うながす。

「【賑ワやイかワなイ鉄ワイ線ヤー】！」「【雷男エレキツクボーイ】！」「【撲拳ナグルナツクル】！」

　それに合わせるようにモヒカン、ソリコミ、グラサンの三人は次々に能力名を口にする。

「まずは俺から行かせてもらうぜ」

　モヒカンがその手をレッドに向けてかざす。

「ぐっ……」

　その手の平から無数のワイヤーが飛び出し、まるで一本一本が意思を有しているかのような動きでレッドを縛しばり上げる。

「次は俺の番だな！」

　ソリコミが人差し指を高く掲かかげた後、それをすっ、と下に向かって下ろすと──

「ぐ……ああああっ！」

　レッドの体に、電流が走った。

「く……そが……」

　ふらつくレッドに、拳を鋼鉄で覆おおったグラサンが迫せまる。

「こいつで……とどめだ！」

「が……はっ！」

　その拳がアバラに突き刺さり、レッドはくずおれた。

「赤毛っ！」

　カレンがレッドに駆かけ寄ろうとするが──

「おっと、そうはいかねえよ」

「ああっ！」

　モヒカンのワイヤーがカレンを拘こう束そくする。

「ぐ……う……」

　ソボウ戦からのダメージの蓄ちく積せきで、レッドは立ち上がる事すら叶かなわない。

「あーあ、つまんねえの」

　興味を無くした様子のモヒカンが、レッドを拘束していたワイヤーを解除する。

「おいお前ら、あいつ再起不能になるまでボコっとけ」

　そして、後ろに控ひかえていた連中に指示を飛ばす。

「一番上手うまくボコれた奴には、この女やるからよ」

　そして、カレンを顎あごで指す。

「ヒャッハーッ！」「マジか……たまんねえぜ！」「俺が一番乗りだ！」「あ、待ちやがれっ！」「テメエ！　俺が先だっ！」

　二十人近くが、目の色を変えてレッドに殺さつ到とうした。

「あ、赤毛！　逃にげてえっ！」

「……ぐ……」

　カレンの叫さけびも空むなしく、レッドは動く事ができない。

「死ねええええっ！」

　一番目の男が、レッドに到とう達たつしようとしたその瞬しゆん間かん──




「【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】」




　淡たん々たんとした声が、響ひびいた。




　　　　４




　その直後──

「「「「「「「「「「「「「「「「「「……………………」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　男達は、皆みな凍こおりついていた。

　それは黙だまり込んでしまったという意味の比ひ喩ゆではない。

　レッドを取り囲んでいた十八人全すべてが、一瞬にして氷こおり漬づけになっていた。

「なっ……」

　あまりに急な展開にモヒカンが絶句する中──

「無様ですね、レッド・フルハート」

　レインが静かにその姿を現した。

「レ、レイン・フロスト！」

　モヒカンの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

　レインは床ゆかに転がった注射器に視線を向けた。

「違い法ほう薬物所持に、集団暴行の現行犯……全員逮たい捕ほします」

「く……そんな簡単に捕つかまってたまっかよ！」

　モヒカンがレインに向かってワイヤーを射出するが──

「児じ戯ぎですね」

「なっ……」

　一瞬で凍らされ、そして──

「…………」

　モヒカン本人も気付かない内に、氷漬けにされていた。

「ち、ちくしょ──がっ!?」

　続くソリコミも、雷の力を発動する暇ひまも与あたえられず、氷の彫ちよう像ぞうと化していた。

「さて、残るは一人ですが……」

「ひっ……」

　あまりに圧あつ倒とう的なレインの前に、グラサンは完全に戦意を喪そう失しつしていた。

「貴男あなたに一つ、質問します」

「な、なんだよっ！」

「貴男は何故なぜ、能力で人を傷つけるのですか？」

「は？　い、いきなりそんな事言われてもよ……」

「そう……犯罪者達は、特に理由もなく人を傷つけます」

　レインは、ゆらり、とソリコミに歩み寄っていく。

「その思想の行きつく先は……殺人です」

「な、何言ってんだ……さすがに殺しはやった事ねえよ！」

「今はそうでも……貴男のような、遊び半分で暴力を振ふるうような犯罪者は、放ほうっておけば最後には人を殺します」

「そ、そんな事しねえって言ってんだろ！」

「そう……あの男のように」

　レインは氷の槍やりを手に出現させ、ソリコミの心臓に照準を合わせる。

「う、噓うそだろ……」

「だから……今の内にその芽を摘んでおくべきなのです」

「う、うっ……」

　そして、すっと後ろに手を引く。

「自分の罪深さを……知りなさい」

「うわああああああああああああああっ！」

「……………………」

　槍は、ソリコミの胸に触ふれる寸前で止まっていた。

「あ──ひっ──」

　ソリコミは恐きよう怖ふの余り、白目を剝いて失神してしまった。

「…………」

　レインは無言のまま振り返り、レッドに視線を向ける。

「レ、レッドさん、しっかりしてください」

　レインの僅わずかに後に入ってきたミルフィが、介かい抱ほうにあたっていた。

「ミ、ミルフィ……」

「なんですか？」

「トリプルパイオツ払ばらいだ……揉もませろ」

「こんな時に何言ってんですかアンタ！」

　ミルフィは盛大に溜ため息いきを吐つく。

「はああ……でもよかった。そんな冗じよう談だん言う元気があるんなら大だい丈じよう夫ぶそうですね……心配したんですから……」

　そしてカレンのもとには、

「お、お姉ちゃん！　大丈夫！」

　セーソが駆け寄っていた。

「ああ……いちいち大おお袈げ裟さなんだよお前は」

「よ、よかった……怪け我がとかしてない？」

「ああ……」

「ほんとに？　変な事されなかった？」

「────な」

「念の為ため、明日あした一いつ緒しよに病院行こうね」

「──せーな」

「とにかく今はお家うち帰ろう。お父さんとお母さんも心配して待ってるか──」

「うるせーな！」

　怒ど声せいが、響いた。

「お、お姉ちゃん？」

　驚おどろいた様子のセーソに、カレンがまくし立てる。

「なんでそうやっていちいち干かん渉しようしてくんだよお前は！」

「だ、だってお姉ちゃんが心配だから……」

「アタシがなんでグレたか分かってっか？　お前のそのいい子ちゃん面づらが気に入らなかったんだよ！」

「そ、そんな……」

「心配してる？　そんな訳ねーだろ。お前はともかくあいつらがアタシの事気にするかよ」

「だ、駄だ目めだよ、お父さんとお母さんをあいつらなんて言っちゃ……」

　セーソは少し瞳ひとみを潤うるませながら、カレンの手をとった。

「お姉ちゃん……昔の優やさしいお姉ちゃんに戻もどってよ……」

「そういうのがウゼえって言ってんだよ!!」

　カレンは一ひと際きわ大きい怒声を発し、その手を振り払はらった。

「アタシの事はもうほっとけっつってんだ！　誰だれがあんな家に──」

　カレンの肩かたに、手が置かれた。

「なんだよ……アタシの事も捕まえる気かよ」

　その問いに、レインは淡々と答える。

「それはこれからの聴ちよう取しゆで判断します。貴女あなたがどこまで彼らの犯罪に関かん与よしていたのかを確かく認にんしなくてはなりません」

「お、お姉ちゃんは悪い事なんてしてません！」

　セーソが声を張るが、レインは全く動じない。

「彼女が白であれば解放され、黒であれば然しかるべき罰ばつが与えられる。ただそれだけの事です。私は犯罪者に手心を加える気はありませんから」

　レインは氷漬けになった男達に視線を向ける。

「──とはいえ、貴女の聴取の優先順位は彼らよりも低くなります。これだけの人数ですから、貴女の番が回ってくるのは明日になるでしょう」

「……だったら今日はダチんとこ泊とまらせてもらうわ。時間教えてくれれば自分から警察いくわ。大丈夫だよ、逃げたりしねーから」

「却きやつ下かします。そんな口約束を信用して、容疑者を野放しにする訳にはいきません」

「じゃ、どうしろっつーんだよ」

「貴女には一晩、簡易牢ろうに入ってもらいます」

「なっ……なんだよそれ！」

「貴女は容疑者です。監かん視しの目が無い場所に行く事は許されません」

「だ、だからって牢屋なんて滅め茶ちや苦く茶ちやだろ！　いくらＡ級捜そう査さ官だって、そんな横暴──」

「でしたら、家に帰りなさい」

「は？」

「ご両親とセーソ嬢じようであれば、監視の目としては申し分ありません」

「な、何言って──」

「貴女に与えられた選せん択たくは牢か家しかありません。どちらを選んでいただいても私は一向に構いませんが」

「………………………………………」

　カレンは少しの沈ちん黙もくの後、レインに向かって口を開いた。

「…………警察が先公みたいな真似まねしてんじゃねえよ」

「言っている意味が分かりませんね。私は規定に則のつとった話をしているだけです」

　レインは表情を全く変えずにそう返す。

「お姉ちゃん、帰ろ」

「…………ちっ」

　カレンは、今度はセーソの手を払わなかった。

「…………」

　それを確認したレインは、姉妹に背を向けて歩きだした。

「クク、意外にお節せつ介かいだな」

　そこへ、ミルフィに支えられたレッドが近付いてくる。

「言っている意味が分かりませんね……それはそうと、レッド・フルハート」

「なんだ？」

「やはり、あの事務所は畳たたむしかなさそうですね」

「は？　何を言っているんだお前は。依い頼らいは無事に解決しただろうが」

「無事に？　それは本気で言っているのですか？　あの程度の使い手を同時に相手取ったくらいで窮きゆう地ちに陥おちいっていたではないですか」

　レインは、モヒカン、グラサン、ソリコミに視線を向ける。

「フ……俺はボコられたかもしれんが、お前が助けにきてなんとかなっただろうが」

　その反応に、レインは少し呆あきれたように嘆たん息そくする。

「貴男は自分の力でどうにかしようという気骨は無いのですか」

「無い。はっきり言って俺が強い弱いはどうでもいい。大事なのは依頼を解決できるかどうかだ。俺だけでどうにもできなかったら、周りに手を貸してもらえばいいだけの話だ」

「………………」

　レインは無言のまま、再び出現させた氷ひよう槍そうをレッドの眼前に突つきつけた。

「ほう、見習い如ごときが所長に随ずい分ぶんな態度だな」

「仮に、私と同等以上の相手が貴男の前に立ちはだかったらどうするのですか？」

「その時は、お前より強い奴やつに助けてもらう。土下座でも何でもしてな」

「話になりませんね。人に頼たよる前に、己おのれを高めようという思考には至らないのですか」

「思わんな。いくら強かろうが一人の力では限界がある。なんでも自分一人でどうにかしようと思っている奴には、何も守れない」

「っ……」

　そこでレインの眉まゆが、微かすかに動いた。

　そして氷の槍を、すっ、と後方に引く。

「では今ここで、私が貴男を殺すと言ったらどうやって自分の身を守るつもりで──」

「わーっ！　ま、待ってくださいっ！」

　レッドに肩を貸していたミルフィが、慌あわててレッドの顔の前に自分の手を割り込ませる。

「ほ、本気でやるとは思ってないですけど……レインさん、なんか目が怖こわいです」

「…………」

　押し黙だまるレインに、レッドはニヤリと笑いかける。

「どうだ、早さつ速そくおお前前よのり護強衛い対奴象が助けてくれたぞ」

「……馬ば鹿か馬鹿しい」

　レインは氷槍を解除し、レッドに背を向けた。

「レ、レインさん！」

　その背中にミルフィが語りかける。

「適当に見えるかもしれませんが、レッドさんは今までに依頼を解決できなかった事はないんです。たしかに途と中ちゆうの経過はアレですが、結果的にはどうにかなって──」

「ミルフィ嬢、警告しておきます。私は永続的に護衛についている訳ではありません。このような弱者の傍そばにいれば、貴女はいずれ──」

　そのセリフを遮さえぎり、ミルフィの方へ振ふり向いたレインは、

「死にますよ」

　ぞっとするような表情をしていた。

「力が無ければ、何も守れないんです」

　その目は、ミルフィを見ているようで、ここではないどこか遠くに向けられていた。
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「うわーっ！　すっごーい！」

　あたしの目の前には、キラッキラの海が広がっていた。

「お父さんお母さん、海だよ海！」

「はは、レインは元気だな」

「あんまりはしゃぐと転んじゃうわよ」

　そんな事言われても、こんな景色を前にして、落ち着いてなんかいらんないよ！

「スノウ、いこっ！」

「……うん」

「スコールお兄ちゃんも！」

「折せつ角かくだけど、僕は泳ぐの苦手だから遠えん慮りよしておくよ」

「えーっ！　海に来て泳がなかったらもったいないよ！」

「はは、レインちゃんとスノウちゃんにかっこ悪いとこ、見せたくないんだ」

「ちぇー、ノリ悪いなー」

「ごめんね」

　一ヶ月くらい前に向かいの家に越こしてきたスコール・ヘヴンズお兄ちゃんは、すぐにうちの家族と仲良くなった。

　なんでもまだ十五歳なのに、おうちの事情で一人暮らしをしてるそうだ。なんだっけ……ああそう、クガクセーとかいうやつ。

　色々大変なはずなのに、スコールお兄ちゃんはいつもにこにこしている。あたしやスノウと遊んでくれたり、勉強を教えてくれたりもしてる。お父さんとお母さんも、最近では珍めずらしい好青年だ、とか言ってスコールお兄ちゃんを気に入ってるみたい。

　おうちに呼んで一いつ緒しよにご飯食べたり、こうやって家族で海に来るのに誘さそったり。

「ならあたし達だけで楽しんでくるもんね。いやっほーっ！」

　あたしはスノウの手を引いて、砂すな浜はまを勢いよく駆かけ出した。

「はは、レインいつも元気だな」

「深い所は行っちゃだめよーっ！」

「はーいっ！」

　あたしはお母さんに大きい声で返事をする。

「さあスノウ、泳ぐよっ！」

「お姉ちゃん私……泳げない」

「あ、そうだった！　まあでも最初から逃にげないあたりは腰こし抜ぬけのスコールお兄ちゃんより立派立派！　ていうか泳ぎなんて気合いだよ気合い！　おりゃーってなってがーっといけばずばーっと泳げるから！」

「そ、そうかな……」

　あたしは怖がるスノウを波打ち際ぎわまで連れて行く。

「や、やっぱり無理だよ……」

「へーきへーき！　見なよスノウよりちっちゃい子だってみんな泳いでるじゃん！」

　夏の一番暑い時期だから、海岸は人でいっぱいだった。

「でも……」

　それでも決心がつかないみたいなスノウ。まあ、運動苦手だからしかたないか。

「よし、じゃあお姉ちゃんがお手本見せるからさ！」

「あ、うん……」

　あたしは海の中へ突とつ入にゆうしていった。

「とりゃーっ！」

　全速力のクロール。私は走るのも得意だけど、泳ぎにだって相当に自信がある。

　うん、やっぱり全力で体を動かすのは楽しいな！

　海での泳ぎは、学校のプールでとはまた全然楽しさが違ちがっていた。

「おりゃーっ！」




　そんな感じで調子に乗って泳ぎまくっていたあたしは、ふと気付く。

　あ……そういえばスノウの見本の為ために泳いでたんだっけ……

　その事を思い出し、砂浜の方へ向かおうとしたその時──

「きゃあああああああっ！」

　……え？

　悲鳴が、聞こえたような気がした。

　どうしたんだろう……泳ぎながらだから上手うまく聞こえないけど、なんか一人じゃなくて、大勢が叫さけんでるように聞こえる。胸むな騒さわぎがしたあたしは、急いで波打ち際まで泳いで戻もどる。

「お、お姉ちゃんっ！」

　そこであたしを出で迎むかえたのは、取り乱した様子のスノウだった。どうしたんだろう？　大人しいこの子がこんな風になるのは珍しい。

「ど、どしたの？」

　スノウに言葉をかけると同時に、前の方へ目をやったあたしは──

「なに……あれ？」

　目を、疑った。

「え？……氷？」

　凍こおっていた。砂浜の一部が。

「え？……え？」

　一体何が起こったのか分からなかった。だって今……真夏だよね？

　そして、その氷の上をたくさんの人が駆け回っていた。

　なに？……みんな一体、何から逃げてるの？

　その答えは、ちょっと視線をずらした先にあった。

　なんか、おっきな氷の塊かたまりが一つ。

　何あれ？……人間？……顔の部分を残して、そっから下が全部凍らされている。

　氷こおり漬づけになっているその人は──

「お父……さん？」

　そう……それは間違い無く、あたしのお父さんだった。そして、その傍にはもう一人。

　スコールお兄ちゃんだ。

「ああ……やはり君の奥さんは素す晴ばらしい精神の持ち主だったね。近くにいた見ず知らずの子供を逃がす為に、自分は逃げるのが遅おくれて僕に捕つかまった」

　お兄ちゃんが、お父さんに笑いかける。

「……強いものが好きなんだ。君の奥さんは精神が強くて……美しかった。僕はそういうものに狂くるおしいほどの愛を感じる……そして……滅め茶ちや苦く茶ちやにしたくなる」

「お前……お前ええええええええっ！」

「お父……さん？」

　それはまるで別の人みたいだった。今までにお父さんが怒ど鳴なっているところなんて見た事ない。なに……なにが起きてるの？

「そして君の瞳ひとみにも強い意志を感じる。奥さんを●した僕に対して絶対に屈くつしないという、ね。君もまた……強くて、美しい」

　え？……今、なんて言ったの？　奥さんって……お母さんの事……だよね。

　あたしは転ばないように注意しながら、二人の方へ走っていった。

「お父さんっ！」

「レ、レイン！」

「どうしたの……スコールお兄ちゃん……なに……やってるの？」

「レイン！　何してる、逃げろ！」

　お父さんがものすごく怖い声で叫ぶ。

「ああ、やっぱり君もとてもいい目をしているね」

　お兄ちゃんは、ぞっとするような視線をあたしに向けた。

「とても……愛ころし甲が斐いがありそうだ」

「お前ええええええっ!!」

　お父さんがものすごい声を出しても、お兄ちゃんはまるで気にした様子がない。

「レインちゃん、僕と遊ぼうか」

「──っ」

　なに……これっ……

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い！

　なんで……なんで今日のスコールお兄ちゃんはこんなに気持ち悪いの？

「もしかして……スコールお兄ちゃんが……お父さんをこんなにしたの？」

「うん、そうだよ」

　お兄ちゃんは爽さわやかな笑え顔がおで答えた。

　ど、どういう事なの……スコールお兄ちゃんは……悪い人だったの？

「レイン！　早く逃げろと言ってるだろ！」

「で、出来るわけないよ……こんな状態のお父さんを──」

　そこであたしは、気付いた。

「──お母さんは？」

　お母さんが、こんな風にされたお父さんをほっといて逃げちゃうはずがない。

「ああ、そこだよ」

　お兄ちゃんは──いや、そいつは楽しげに、お父さんの足あし下もとを指差す。

　あたしはその指の先を見た。

「そこって……何言ってるの？　だってこれただのバラバラになった氷で──」

「だから、それが君のお母さんだって」

「……………は？」

「正確にはお母さんだったモノ、かな。僕が凍らせて、その上で粉々にしちゃったんだ。君のお母さんが強くて美しい人だったから」

「……………………」

　その言葉が、全然頭に入ってこなかった。

「君のお母さんは、死んだんだ」

「………………………………」

　コイツハ……ナニヲイッテルノ？

「噓うそ……だよね？」

　あたしは、お父さんの方を見た。

「何かの冗じよう談だんだよね……ねえ、お父さん」

　そうだよって言って頷うなずいてほしかった。

　でもお父さんは──

「…………」

　目をつぶって、唇くちびるを嚙かんだ。

　そして、聞いた事のないような声で、お母さんの名前を呼ぶ。

「…………サラ」

　その瞬しゆん間かん──

「う……」

　あたしの中で何かが弾はじけた。

「うわああああああああああああああああああっ！」

　頭の中が真っ赤な何かに塗ぬりつぶされて、そいつに摑つかみかかる。

「や、やめろレイン！」

「あああああああああああああああああっ！」

「うん、いい反応だね」

　そいつはいとも簡単に、片手であたしの頭を摑んで持ち上げた。

「はなせ……はなせええっ！」

「はは、もの凄すごい激情だ。純じゆん粋すいに燃えたぎった怒いかりは、強くて……美しい」

「お母さんを……がえせええええええっ！」

「これだけ美しいと……すぐにでも壊こわしたくなる」

「やめろ貴様あっ！」

　お父さんがものすごい声で叫ぶ。

「殺す……それ以上レインに何かしたら……殺すぞ！」

「へえ、それは楽しみだね」

「いいからその手を放せえっ！」

　そして──




「僕の娘むすめに……手を出すなああああああああっ！」




　それが、あたしがお父さんの声をきいた最後の瞬間だった。
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　能力犯罪特別対策局のトレーニングルーム。

「はっ……」

　体が、軋きしむ。

「く……ううっ！」

　筋肉がもう無理だ、と悲鳴をあげる。

「まだ……まだっ！」

　だがレインは、己おのれの肉体に白旗を許さない。

「あと……一回っ！」

　たかが腕うで立たて伏ふせだ。一回多く行ったところで、劇的な効果が現れるわけではない。

　しかしレインは精神力のみで体を持ち上げる。

「っ………」

　そして腕うでを伸のばしきったタイミングで──

「っ!?」

　意志とは無関係に、体の力が抜ぬけた。レインの顔面は床ゆかに叩たたきつけられる。

「くっ……」

　辛かろうじて鼻から落ちる事は避さけたが……危ないところだった。

「はあっ……はあっ……」

　まだだ……まだこんなものでは足りない。

　狂きよう気きが足りない。もっと気の触ふれてしまうような鍛たん錬れんをしないと、到とう底ていあの男には──

「うわっ、見てるだけでダルう～」

　そこで間延びした声が響ひびいてきて、レインの思考は中断された。

「先せん輩ぱい」

　レインはその女性に視線を向けながら、体を起こした。

「いや～、こんな早朝から精が出るね～。さすがはレイン氏だよ」

「先輩……何故なぜ床に寝ねそべっているのですか」

「いやさ～。なんていうかこう、歩くのすらダルくなる時ってない？」

　ユルミは、尺取り虫のようにモゾモゾと移動してみせた。

「ありません」

「そう？……あ、なんか急に眠ねむくなってきた。このまま寝ちゃおうかな～」

　レインはユルミを見下ろして、淡たん々たんと告げる。

「先輩。もう少ししっかりしていただけますか。貴女あなたは全局員の模も範はんとなるべき存在なのですから」

　ユルミ・ヒグラシア。おもいっきりだらけまくっている彼女は、世界で十人しか存在しないＳ級捜そう査さ官の一人である。

　髪かみはボサボサで手入れがされておらず、顔の造形自体は非常に整っているが、全く化け粧しようっ気がない。服装もＴシャツにボロボロのジーンズという適当さ。自分の目標とするところの人物がこれでは、レインの指し摘てきも当然だった。

　そのユルミは──

「…………ふしゅるるる」

　本当に寝ていた。

「…………」

　レインは呆あきれながら、ユルミの体を持ち上げる。

　乳酸が溜たまりきった状態ではあるが、小こ柄がらなユルミくらいだったら造作も無い事だった。

「およ？」

　そこでユルミが目を覚ます。

「あれ？　これっていわゆるお姫ひめ様さまだっこってやつ？　いやー、女の子にされるっていうのも中々乙おつなもんだねー……ふしゅるるる」

「寝ないで下さい」

「冷たっ!?」

　レインは、ユルミの額に氷の欠片かけらを出現させた。

「ひ、ひどい……レイン氏が先輩をいじめるよ～」

「でしたら、自分の足で立って下さい。そこにいられるとトレーニングの邪じや魔まです」

　淡々と告げて、レインはユルミを床に下ろす。

「は～い」

「…………」

　言っている傍そばから、尺取り虫スタイルに戻もどるユルミ。

「レイン氏、相変わらず鍛きたえるの好きだね～」

　ユルミが下からレインを覗のぞき込む。

「私は……もっと強くならなければならないのです。今のままではまだ……守り切れないものが多すぎます。一刻も早くＳ級に上がらなければなりません」
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　レインは現げん役えきのＳ級捜査官を見下ろした。

「Ｓ級なんてなってもなんも良い事ないよ。折せつ角かく大仕事が終わったから、もう半永久的に有休とろうと思ったんだけど、急に呼び戻されるしさ。あーダルい～」

　ユルミは、『セグンド・ファミリア』の件を受けて招集された、三名のＳ級捜査官の内の一人だった。

「私でよければいつでも替かわりますが」

「うん、レイン氏にはまだ早いかなー」

　その言葉に、レインの眉まゆがぴくりと動く。

「私ではまだ、実力が足りないと」

「まあそうだね～」

　口調は緩ゆるく、しかしはっきりと言い切るユルミ。

「…………」

　それはレイン自身も把は握あくしている事だった。目下、レインはＳ級に一番近い存在などともてはやされているが、それはあくまでＡ級の中でトップであるというだけだ。

　Ｓ級のメンバー達は次元が違ちがう。はっきり言って化け物だ。先さき程ほどは思わず替わりますが、などと言ってしまったが、レインなどまだまだＳ級の足あし下もとにも及およんでいないだろう。

　しかし、だからと言って諦あきらめるつもりは毛頭ない。頂が高いというのなら、そこに到とう達たつするまで己を磨みがき続ければいいだけの話だ。

「では、トレーニングを続けます」

「いやいや、それがよくないんだよね～」

「何故です？　実力が足りないと言ったのは先輩ですが」

「ほら、強さってそういう事だけじゃないじゃん？　私なんかほら、腕ぷるっぷるだよ～」

　レインはユルミの二の腕に触れる。たしかにふよんふよんしていた。

「いや……そんな事を自じ慢まんされても」

「へへ～。お、気持ちいいな、これ」

　ユルミは自分の二の腕で遊び始めた。

「………………」

　呆れ果てるレインに、ユルミは二の腕をいじくりながら告げる。

「レイン氏さあ、もうちょっと力抜いた方がいいんでない？　なんかいっつも張り詰つめてるからさあ。だら～っとしてた方がいざという時に力が出せるっていうかさ～」

「……それはユルミ先輩にしか当てはまらないと思いますが」

　ユルミの能力は特とく殊しゆなもので、とても参考になるとは思えなかった。

「まあそれはそうなんだけどね～。それとは別の問題で、レイン氏に一番足りないのは余よ裕ゆうだと思うよ」

「余裕……ですか？」

「うん。レイン氏、真ま面じ目めすぎるんだよね。リラックスできるような何かをさがした方がいいんじゃないかな～。たとえば、恋こいとか」

「下らない」

　レインは即そく座ざに切って捨てた。

「私はそんなものにかまけている暇ひまはありません」

「うわ、やっぱり頭固いな～。君の事狙ねらってる男性局員、たくさんいるんだよ。でもさ、レイン氏って食事いっつも一人で摂とってるじゃん？」

「勿もち論ろん仕事上の協力はしますが、私は職場の人間と馴なれ合う気はありませんから」

　そこでユルミはぽん、と手を打った。

「あ、じゃあ例の所長君は？」

「……なんですって？」

「ほら、この前言ってたじゃ～ん。なんか何でも屋みたいなとこの所長君が気になるって」

「……先輩は耳が腐くさっているのですか。私は、下品で野や蛮ばんで気に障さわる人間がいる、と言ったのですが」

「あれ、そうだっけ～？」

　ユルミは寝っ転がったまま、首を傾かしげてみせた。

「昨日も行動を共にして実感しました。やはり彼は、人の悩なやみを解決できるような器うつわではありません。人格的に、そしてなにより実力的に」

「お？　めずらしくムキになってるね。なんだかんだ言ってやっぱり気になって──」

「……怒おこりますよ」

「おお怖こわっ。レイン氏が怖いから私は退散しま～す」

　そのまま尺取り虫スタイルで、うにょうにょと出口へと向かうユルミ。

「…………」

　レインは誰だれもいなくなった空間へ向け、冷たい視線を向ける。

「また昨日のような醜しゆう態たいを晒さらすようなら……今日があの事務所の命日です」
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「はい、レインちゃん」

　事務所の隅すみの方で腕を組んで待機していたレインに、浮うき世よが紅茶のカップを差し出した。

「いえ。私は客人ではありませんので、お気き遣づかい無く」

　軽く礼をして断ったレインだったが、

「そんな事言わずに飲んでみて」

　浮世は満面の笑えみで再びすすめてくる。

「あまりにも暇だから紅茶の淹いれ方の研究してて、ちょっと作りすぎちゃったの」

　既すでにお昼を回って数時間が経過しているが、依い頼らい者は一人も事務所を訪おとずれていなかった。

「……では、いただきます」

　浮世が引く気配を見せないので、レインは仕方無くカップを受け取り、口に運ぶ。

「…………これは」

　その瞬しゆん間かん、得も言われぬ香こう気きがレインの鼻び腔こうを刺し激げきした。レインは飲食に全くこだわりの無い人間であるが、それでも普ふ通つうの紅茶でない事は察せられた。

「お口に合ったかしら？」

「ええ……特対局の食堂で提供されるものと比べて、大分上等な物のように感じられます」

「あら、ありがとう。でもそれ、一番安いやつなのよ。紅茶ってね、淹れ方で香かおりが大分変わるから少しでもおいしく飲めるように研究してるの。あ、それと、独自にブレンドしたオイル垂らしてみたから、それも影えい響きようしてるのかも」

　笑顔で答えた浮世は、何かを思い出したようにぽん、と手を打った。

「あ、そろそろ洗せん濯たく物ものとりこまなくっちゃ。ちょっとごめんね、レインちゃん」

　言うが早いか階段をぱたぱたと駆かけ上っていった。

　そして数分後──

「う～ん。いい匂におい。やっぱりお天気がいいと気持ちよく乾かわくわね」

　カゴ一いつ杯ぱいの洗濯物を手にして戻ってきた。そして、それらを手て際ぎわよくたたみ始める。

「……花はな舟ふね嬢じよう」

「どうしたの？」

「家事全ぜん般ぱんに長たけ、容姿も優すぐれており、いつも笑顔を絶やさない……それでいて刀の腕うでも一流……あの悪癖の分を差し引いたとしても、貴女あなたは非常に優れた人物です」

「あら、褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど、紅茶のおかわりくらいしか出せるものがないわ」

「世辞の類たぐいではありません。客観的事実を述べているだけです……その貴女が、何故なぜあの様な男の傍にいるのですか？」

「それってレッド君の事？」

　浮世は、メンバー三人のそれぞれの部屋がある二階に視線を向けた。

　先日の闘たたかいで痛手を受けたレッドは、自室のベッドで療りよう養ようしている。アバラにひびが入っており暫しばらくの間、戦せん闘とう行こう為いは厳禁だ。

「────」

「────っ！」

　内容までは聞こえないが、ミルフィが何かにツッコむ声が漏もれ出てきていた。

　どうせまたレッドが、ろくでもない事を口走っているのだろう。

「そうです。貴女程のスペックがあれば、どこでも引く手数多あまたでしょう。それなのに何故、下品で低てい俗ぞくで力もプライドも無い男のもとで働くのですか？」

　浮世はそれに、迷い無く答えた。

「ふふ、私とレッド君とミルフィちゃんはもう、家族みたいなものだから」

「家族……ですか」

　その単語に、レインの眉がぴくり、と動く。

「レインちゃん、どうかしたの？」

「……いえ。なんでもありません」

　不自然な様子に浮世が首を傾げた時──

「失礼しますっ！」

　大声と共に、ドアが開いた。

「あら、お客様だわ」

　浮世とレインがそちらに視線を向けるとそこにはかなり肥満気味な、メガネの中年男性の姿が。浮世は笑みを浮うかべて、男性の方へ向かっていく。

「いらっしゃいませ。どうぞ、あちらのソファーにお掛かけ──」

「お、お願いですっ！　どうか助けてください！」

　男性は浮世の言葉を遮さえぎって、深々と頭を下げた。

「どうなさったんですか？」

　男性の切せつ羽ぱ詰つまった様子に、浮世の顔にも緊きん張ちようの色が走った。

「む、娘むすめが……娘がっ……」

　男性は今にも死にそうな土気色の顔で、声を張り上げた。

「娘が……私に冷たいんですっ！」




「はい、どうぞ」

　なんとか落ち着き、応接ソファーにかけた男性に、浮世がお茶と菓か子しを提供する。

「や、ありがとうございます。先程は申し訳ありませんでした。緊急事態だったものですから、取り乱してしまいました。私、カデス・オヤバと申します」

　そう名乗った男性の対面に浮世が腰こし掛かける。

「カデスさんですね。本日はどういったご依頼でしょうか」

　先程、何か気になる事を口走っていたが、まさかそれが依頼内容という訳ではあるまい。

「娘が……私に冷たいんですっ！」

　……という訳であるらしかった。

「…………」

　しかも、これで全すべてだ、と言わんばかりに、縋すがるような視線で浮世を見つめている。

「カデスさん、できればもう少し詳くわしくきかせてもらえますか？」

「あ、ああ、そうですよね。それだけだと何の事か分かりませんよね」

　カデスはハンカチを手にして、流れ出る汗あせをフキフキしながら話し始めた。

「私、海外に単身赴ふ任にんをしておりまして、この度たび五年ぶりに戻もどってきたんです。そしたら娘の……フラウの態度がおかしいんです。まさか……まさかあんな酷ひどい事を私に向かって言うとは！」

　カデスは、事務所に入ってきた時と同じようなテンションで声を張り上げる。

「ああ……思い出しただけで死にたくなります！」

　カデスは頭を抱かかえて、わなわなと震ふるえ出した。

「昔は……昔はこんな事はなかったんです。お父さん、お父さんって慕したってくれて……それがどうしてこんな事に！」

「カデスさん、ちなみにお子さんは今、おいくつですか？」

「今年で十五になります」

　浮世の脳のう裏りに一つの答えが浮かぶ。

「あの……それはただの反はん抗こう期では？」

「私の娘に限ってそんな事はありえません！」

　カデスは声を張り上げる。

「あの子は小さい頃から心優やさしい子でした。あの子があんな風になってしまうという事はきっと……悪あしき何者かの能力によって操あやつられているのに違ちがいありません！」

　あまりの発想の飛ひ躍やくに、苦笑いするしかない浮世。

「えっと……そう……でしょうか？」

「そうに決まってます！　この事務所は能力者関係のトラブルを得意としているとうかがいました！　是ぜ非ひとも娘を能力者の毒どく牙がから救っていただけないでしょうか！」

　浮世は、階段の上に視線を向けた。

「レッド君、どうする？」

　カデスが訪れた時点で自室から出てきていたレッドは、階段上で浮世とのやりとりを全て聞いていた。そして、ミルフィの助けを借りながらゆっくりと階段を降りてきて、浮世の隣となりへ腰掛ける。

「所長のレッド・フルハートだ。いきなりでなんだが、オッサンに一つ質問がある」

「なんでしょうか？」

「あんたの娘は可愛かわいいか？」

「それはもう！」

「よし、ではモミモミ決済で商談成立だ」

「おお、よく分かりませんが、依頼を受けていただけるんですね！」

　本人のいない所で、モミモミパイオツ払ばらいが決定していた。

「いや、現金でお願いしますね……」

　口を出さずにはいられないミルフィだった。

「クク、方向性はちとずれているようだが、このオッサンの娘を心配する心は本物だ」

「それは分かりますけど、どうするんですか？　お話をきいている限りでは、娘さんを操っている能力者なんている可能性は低そうですけど……」

　低そうどころか、ほぼ確実に反抗期でした、で終わってしまう内容だろう。

「オッサン。依頼の内容は『娘があんたに冷たくあたる原因をさぐり、可能であればそれを排はい除じよする』という事で問題ないか？」

「はい。フラウがもとの優しいあの子に戻ってくれさえすれば、なんでも構いません」

「よし。カデス・オヤバ。フルハートお悩み解決する所じよ、あんたの依頼、たしかに承うけたまわった」

「あ、ありがとうございますっ！」

　感激した様子でレッドの手を取るオヤバ。

「じゃあ早さつ速そく、調査を開始しましょう」

　浮世が笑顔で立ち上がり、ミルフィに視線を向ける。

「【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】が役に立つ場面もあるかもしれないから、ミルフィちゃんも一いつ緒しよに来てくれるかしら？」

「はいっ！」

「という事で、レッド君はお留守番お願いね」

「仕方あるまい。まあ何かあったらあそこの見習いを働かせればいいだろう」

　レッドは、隅すみの方に佇たたずむレインに視線を向けた。

「お断りします。私がこの事務所にいる目的の半分はミルフィ嬢の護衛です。彼女が調査に赴おもむくのであれば当然、私も同行します」

　レインはレッドに冷え切った目を返す。

「なに……それではこんな無防備な状態の俺が襲おそわれたらどうする！」

「別に私の知った事ではありません。そもそも貴男あなたなどを襲ってどこの誰だれにメリットがあるというのですか」

「ぬっ……」

「万が一何者かの襲しゆう撃げきを受けたとしても、怪け我がをしているのは貴男の弱さが原因なのですから自じ業ごう自じ得とくです」

「お、おのれ……なんという可愛げのない女だ……だったら浮世が残って、ミルフィとレインだけで行け！」

「いや、それはおかしいでしょ……」

　だだっ子のような物言いに呆あきれるミルフィ。

「花舟嬢。なぜレッド・フルハートは一人になる事をあそこまで拒こばむのですか？」

「レッド君、あんまり一人っきりになる事がないから寂さびしいんじゃないかしら」

「ち、違うわ！　適当な事を言うな浮世！」

「ちょっとだけ我が慢まんしてね。無事に解決したらおみやげ買ってきてあげるから」

「子供扱あつかいするな！　いらんわそんなもん！」

「そう？　じゃあ行ってくるわね」

　浮世はレッドに背を向け、入り口の方へと歩きだす。

「……待て」

「どうしたの？」

「…………………………………………………いる」

　浮世はにっこりと微笑ほほえんだ。

「はい、分かったわ」

「甘いやつな」
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「花舟嬢」

　レッドを除く四人が事務所を出たところで、レインが浮世に声をかける。

「少し、レッド・フルハートを甘やかしすぎではないでしょうか」

「そうねえ。分かってはいるんだけどレッド君、同い年なのに手のかかる弟みたいで可愛いんだもの」

「貴女あなたの反応はどちらかといえば、母親に近いように見えますが」

「そうかしら？　まあどちらにせよ、ついつい甘くなっちゃうのよねえ」

「そ、そうなんですよ。レッドさんてほら、ダメダメですから、甘やかすというか、つい助けたくなっちゃうというか……そんな感じで色んな人が手を貸してくれるんです」

　なんとかレッドの心証を良くしようと試みるミルフィだったが──

「つまりは、自分の力で事務所を運営する力が無いという事ですね」

「うぐっ……」

　逆効果になってしまった。

「いや分かります！　私もフラウをベッタベタに甘やかして育ててきましたから！」

　そこで関係ない筈はずのカデスが、勢いよく割り込んできた。

「大事に育てたいい子だったのに……あんなにいい子だったのにどうしてあんな事を……」

　そして一人で勝手に落ち込み始める。

「あの……一体何を言われたんですか？」

　隣を歩くミルフィが問いかける。

「……すみません。あまりに酷いんで、ここでは言いたくありません」

　どうやら相当な内容らしい。

「ま、まあ前向きに考えましょうよ。何か理由があるかもしれないじゃないですか」

「……そうでしょうか」

「そうですよ。まあ能力者が関かかわってるかはともかくとして、そんなにいい子が酷い事言ったんなら、特別な事情があったんじゃありませんか」

「特別な事情……そ、そうですよね！　そうだ……フラウが意味も無く私にあんな事言うはずが無いですよね！　やっぱり何者かの陰いん謀ぼうに違いありませんよこれは！」

　カデスのテンションが回復したそのタイミングで、浮世が問いを向ける。

「カデスさん。私達、まずフラウちゃんに会いたいんですけど、彼女が今、どこにいるか分かるかしら」

「勿もち論ろんです！　フラウの行動は全て把は握あくしてますから！　ささ、皆みなさんこちらです！」

　カデスは嬉き々きとして、歩き出した。

「待ってろよフラウ！　お父さんが助けてやるからな！」

（なんか……カデスさんに原因がある気がするなあ……）

（あらあら、ここまで干かん渉しようされたら年とし頃ごろの女の子はちょっと嫌いやかもしれないわね）

（……愛情が完全に空回りしていますね）

　似たような感想を抱いだいた三人がその後に続く事暫しばらく──

「よし。時間通りならそろそろこの辺を通るは──いました！」

　カデスは嬉うれしそうに声を張り上げ、足を止める。

「皆さん、見てください！　あれがフラウです」

　そして、車道の向こう側を歩いている制服姿の少女を指差した。

「うわ、ものすごく可愛いじゃないですか！」

　そちらに視線を向けたミルフィが、驚おどろきの声をあげる。

　垂れ目がちの目に、形の整った鼻び梁りよう。アヒル気味で少し厚めの唇くちびる。文句無しの美少女といってよかった。

「そうでしょう！　そうなんですよ！　フラウはかわいいんです！」

　カデスはまるで自分が褒ほめられたかのように目を輝かがやかせる。よく見れば、肉付きの良さで分かり辛づらくなってしまってはいるものの、カデス自身も顔立ち自体は相当に整っていた。

「さあ、何をしているんですか皆さん！　さっさと尾び行こうしますよ！」

　カデスは意い気き揚よう々ようと、横断歩道へ向かっていく。

「えっと……なんか犯罪チックになってきてますけどいいんでしょうか」

　ミルフィは心配そうに、隣のレインに視線を向ける。

「まあ実の父親が率そつ先せんして行っている事ですし、この程度ならば問題ないでしょう」

「ふふ、なんか面おも白しろくなってきたわ」

　三人もカデスに続いて横断歩道を渡わたる。

「カデスさん、フラウさんはどこに向かっているんですか？」

「クッキングスクールです。週に二回、学校帰りに通っているんですよ」

「へえ、まだ学生さんなのにすごいですね」

「そうでしょうそうでしょう」

　カデスは得意気に胸を反らせるが、

「だがしかし……その手料理を将来私以外の男に食べさせているところを想像すると──ああ、やめさせた方がいいんでしょうか」

　また勝手にヘコみ出した。

　その間に──

「あ、なんかフラウさんがお婆ばあちゃんに声を掛かけられてますよ」

　どうやらその老ろう婆ばに道を尋たずねられている様子だ。最初はその場で身み振ぶりで案内していたフラウだったが、やがてそれでは無理だと悟さとったらしく、老婆と一緒に歩き出した。

「む、これはスクールとは別の方向……最後まで直接案内する気か……この優しさ、さすがは私の娘むすめだ！」

　事実、フラウは嫌な顔一つ見せずに、老婆の目的地まで付き添そってあげていた。

「あらあら、性格もすごくいい子みたいね」

　浮世が漏もらした感想に、ミルフィも同調する。

「雰ふん囲い気きからして、怒おこったりしなさそうですよね。あの子がお父さんに酷ひどい事言うなんて、ちょっと想像できないです」

「そうなんです……やっぱり何かよからぬ事に巻き込まれているに違ちがいありません！」

　カデスの意見はともかく、実際にフラウを見てみた印象として、単なる反はん抗こう期という線は薄うすいように感じられた。

　四人は継けい続ぞくして尾行をする事にしたが、そこからものの数十秒で事件は起こった。

「……えっ？」

　フラウが持っていた鞄かばんが、急に宙を舞まったのだ。

　そして、何かに搦からめとられるようにして、傍そばに立つビルの屋上へと向かって引き寄せられて行く。

「な、何が起こったの？」

　事態が把握できず、呆ぼう然ぜんとするフラウ。それは、離はなれて見ていたミルフィも同様だった。

「な、なんですかあれ……鞄が空飛んでましたよ」

「物理法則を超ちよう越えつした事態……確実に能力者の仕し業わざですね。そして状じよう況きようからして窃せつ盗とうの可能性が高い」

　レインの目に、鋭するどい光が宿る。

「私はあちらを追います。少しの間ミルフィ嬢じようの傍を離れる事になりますが、花舟嬢が傍にいれば問題は無いでしょう」

　レインがそのセリフを言い終わるかどうかのタイミングで──

「あら？」

　浮世が両りよう腰ごしに差した刀も、鞘さやから抜ぬけて宙を舞った。

「ちょっ……またあそこへ向かって飛んでっちゃいましたよ！」

　ミルフィが目を見開いて、ビルの屋上を指差す。

「あらあら。これは困ったわね」

　浮世がセリフの内容とは裏腹に、のほほんとした調子で言う。

　奪うばわれた【黒くろ花ばな】と【白しら舟ふね】はそれぞれ、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを重ねる程ほどに力を増すという能力を有した刀だ。しかし、能力で一から具現化されている訳ではなく、浮世が元から所持していた刀に、後から特とく殊しゆ効果が付ふ与よされたものだ。

「呼び戻もどしたりする便利機能もついてないし……これは追いかけるしかなさそうね」

　浮世はビルの屋上へ視線を向けた。

「レインちゃん、悪いけどちょっとの間、こっちをお願いできるかしら」

　浮世は言うが早いかビルの入り口へ向け、疾しつ風ぷうのような速度で駆かけ出した。

「犯罪者を逮たい捕ほするのは私の仕事なのですが……仕方ありませんね」

　レインが軽く嘆たん息そくしたその時──

「ああっ！」

　傍かたわらのカデスが大声をあげて、フラウの方を指差す。

「た、大変です！」

　鞄が飛んでいくという現象に混乱中のフラウに、一人の金きん髪ぱつの男が歩み寄っていく。

　そして、その男はフラウに声をかけた。

「あ、あいつです！　あいつがフラウをおかしくしている元げん凶きように違いありません！」

　興奮し、喚わめき散らすカデスだったが、ミルフィにはとてもそうは見えなかった。

「いや、カデスさん……」

　もう一度、男とフラウを見比べてから、言う。

「……あれ、絶対ただのナンパですよ」
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「ヘヘヘ……チョロいぜ」

　ビルの屋上でその男、コソクーダ・ドーダはほくそ笑えんだ。

　能力で奪った戦利品が、思いがけずの上物だったからだ。

　学生であろう女の鞄には大したものが入っていなかったが、邪繁愚ジヤパング人の方から奪った刀の刀身は、思わず魅み入いられるような美しい輝きを放っていた。

　その道に明るくはないが、これを売り捌さばいて二束三文という事はありえないだろう。

「よし。あとはさっさとずらかって──」

「あら、それはご遠えん慮りよ願いたいわね」

「!?」

　屋上のドアが開き、一人の女が現れた。

「お、お前は刀の持ち主のっ……ど、どうやってこんなに早くここに……」

　浮世は頰ほおに手を当てて、微笑ほほえむ。

「ふふ、頑がん張ばって走った甲か斐いがあったわ」

「……邪繁愚ジヤパングのブシとかいう奴やつらは驚きよう異い的な身体能力だって聞いた事があるが……あんた、それなのか？」

「ええ。そして、その刀は武士にとって、すごく大事なものだから返してもらえるかしら」

　そこでコソクーダは、不敵な笑みを浮うかべた。

「お断りだね。いくら身体能力が高くても得物がなきゃどうしようもないだろ。まあ──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、また笑う。

「俺の能力の前じゃ、刀持ってようがどうだろうが関係ないけどな」

　そしてコソクーダはなぜか大きく口を開いた。

「あら、随ずい分ぶん自信があるみた──っ!?」

　いきなり腹部に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けた浮世は、その場に膝ひざをついた。

「くっ……」

「へへへ、どーよ、思い知ったか、俺の力！」

　そして、コソクーダは再び大口を開ける。

　直後、浮世の体に何かが巻き付くような感覚が襲おそってきて──

「……え？」

　急速な、浮ふ遊ゆう感かん。

　浮世の体は、宙に浮いていた。その高度はコソクーダの身長のおよそ五倍。

「ぐ……うっ」

　体に纏まとわり付いたぬるり、とした何かが浮世を締しめ付ける。その拘こう束そく力は高く、浮世が身を捩よじらせても、まるで解ける様子がない。そしてその何かは、視し認にんする事が出来なかった。透とう明めいな何かを口から出現させる……それがコソクーダの能力らしかった。

　そして、コソクーダは大口を開けたまま浮世を見上げる。

「…………」

　そして無言のままニヤリ、と笑い。

「っ!?」

　浮世の体を地面に叩たたきつけた。

「かっ……はっ！」

　背中から強したたかに落ちた浮世は、その身を悶もだえさせる。

「悪いねえ。ちっとやりすぎちまったかもな」

　満足気な表情で浮世を見下ろすコソクーダ。彼の能力は【カベメレロオレンのオ舌ン】。透明な舌を自在に操あやつるというものだ。

　この能力の強みは、透明である事以上にその多様性にある。先程、ビルの屋上から道路にいる浮世の刀を奪ってみせたように、相当な長さでの伸しん縮しゆくが可能。そして今さっき腹を殴なぐった時のように、その一部分を硬こう化かさせる事もできる。

　相手に視認されず、遠えん距きよ離りから事を成し遂とげるのを可能とするこの能力は、用心深いコソクーダの性格を如によ実じつに反映していると言えた。

　そのような気質であるからして、コソクーダはこの場に留とどまる事をよしとしなかった。

「じゃあ、俺はこのままずらかるとするぜ」

　刀を手にしてそのまま屋上を辞そうとする。

「待って……それはお父様から譲ゆずり受けた大事な──がっ！」

　浮世の腹部を、再び硬こう質しつ化した見えない舌が襲った。

「げほっ……げほっ！」

「おっと、悪く思うなよ。あんた、まだなんかやりそうな雰囲気だったから念押しだ。ほんとは女を殴るのなんて俺の趣しゆ味みじゃねえんだけどな」

「……『殴る？』」

　カチリ。

　苦しんでいた浮世の動きがぴたり、と止まる。

「…………」

　そしてそのまま、ゆらり、と立ち上がる。

「な、なにっ……あれをくらってこんなに早く立てるだと？」

　驚きよう愕がくするコソクーダに、浮世は薄笑いを向ける。

「……よかったわ、本当に」

「え？」

「実はそこのドアの所に、あなたが一いつ瞬しゆんで気絶するような秘薬入りの炸さく裂れつ弾だんを仕し掛かけておいたの。このまま逃にげようとしていたら、それで終わりだったわ」

「なんだと？」

　そしてコソクーダは、その発言の不可解さに気付く。

「……おかしいじゃねえか。なんでこの状況でそれを俺に言う必要がある？」

　浮世は今度は満面の笑みで答える。

「そしたら、あなたの苦しむ顔が見られないじゃない♥」

「は？　お前、一体何言って──っ!?」

　直後、コソクーダの眼前に浮世が迫せまっていた。

「ベ、【カベメレロオレンのオ舌ン】！」

　反射的に能力を発動させるコソクーダだったが、

「残念」

　浮世は見えない筈はずのその舌を、なんなくかわす。

　そして──

「この辺かしら？」

「もがっ!?」

　伸のびきったその舌を、摑つかむ。

「もがっ……もががっ！」

　そしてそのまま、もう片方の手を添そえ──

「も……がああああああっ！」

　コソクーダをぶん投げた。

「──っ！」

　宙を舞い、背中から地面に叩きつけられるコソクーダ。

「見えないけどまだ出てるわよね？……悪いけどその舌、引っ込めないでくれるかしら」

　浮世は彼を見下ろしながら、口の端はしを吊つり上げた。

「これからそれで、あなたをきつーく縛しばるんだから♥」
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「フラウちゃんなんで？　なんで駄だ目めなワケ？」

「えっと……なんでって言われましても……」

「別にさ、何かをしようって訳じゃねえし。ちょっとお茶しようって言ってるだけだし」

「でも……知らない人といきなりはやっぱり……」

「だからあ、これから仲良くなろうとしてんだし」

　金髪のナンパ男は、しつこくフラウに食い下がっていた。

「えっと……実は私、鞄かばんを盗ぬすまれちゃったみたいなんです。自分でも状じよう況きようがよく分かってないんですけど、早く警察に届けないと」

「あ、お金無いんならちょーどいいわ。俺が奢おごってあげるし」

　フラウの明らかなお断りオーラをものともせず、引き下がる気配がない金髪。

「ごめんなさい……」

　話しても無駄らしいと悟さとったフラウは、その場を立ち去ろうとした。

「おいおい、ちょっと待ってよ」

　金髪は手を伸ばし、フラウの肩かたを摑んだ。

「っ!?」

　それを反射的に振ふり払はらうフラウ。

「ってえ……」

「あ、ご、ごめんなさいっ！　私、男の人に触さわられた事無いんでびっくりしちゃって……」

「……おいどうすんだよこれ、腫はれちゃってんじゃんかよ」

「えっ……そ、そんなに強く払ったはずは──」

「それはお前の感覚だろうが……俺が痛いてえっつったら痛えんだよ」

「あ、あう……」

　金きん髪ぱつに凄すごまれて押し黙だまってしまうフラウ。

「この落とし前、どうつけてくれんだよ。ああ？」

　先さき程ほどまでのチャラい雰ふん囲い気きは霧む散さん。豹ひよう変へんしてフラウを睨にらみつける金髪。

「ご、ごめんな……さい」

「おう。反省する気があるんなら、ちょっと付き合ってもらおうか」

　そう言って、無む理り矢や理りフラウの手を引く金髪。

「い、嫌いやっ……」

「うるせえ！　黙ってくりゃいいんだよ！」




　少し離はなれた場所で二人の様子を窺うかがっていたミルフィは、慌あわてていた。

「レ、レインさんこれ、まずいですよね。私、止めてきます！」

「いえ。私にお任せください。ただの軟なん派ぱな輩やからなら手を出すまいと思っていましたが……どうやら下げ種すだったようですね。カデスさん、ご安心ください。貴男あなたの御ご息そく女じよに危害は加えさせま──」

「こらあああああああああああっ！」

　鬼おにの形相をしたカデスが、飛び出していった。

「ま、待ってくださいカデスさんっ！　レインさんが止めてくれますからっ！」

「このやろおおおおおおおおっ！」

　ミルフィの制止もまるで耳に入っていない様子で、金髪に向け突とつ進しんするカデス。

「レ、レインさんっ……」

「分かっています。あの親子に手は出させません。【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】」

　レインは手の平に冷気を纏わせ、金髪を凍とう結けつさせる準備を整えた。

　しかし──




「私の娘むすめに……手を出すなあああっ！」




「っ!?」

　カデスのその叫さけびが辺りに響ひびいたその瞬間、

「…………」

　レインの動きが、止まった。

「レインさん？」

「…………あ」

　そしてレインは、口元を押さえて前ぜん傾けい姿勢になる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかレインさん！」

　ミルフィのその声はレインの耳には届いていないようだった。

「あ……あ……」

　顔面がみるみる内に蒼そう白はくになり、そして──

「あ……う……」

　立っている事すらままならなくなり、その場にがくりと膝ひざを突つくレイン。

「な、なんで急にこんな……」

　あまりに唐とう突とつな変調に戸と惑まどうミルフィ。

（もしかして……カデスさんのあの叫びが原因？）

「レインさん……」

　ミルフィは傍かたわらにしゃがみ込み、落ち着かせるようにその背中を優やさしくさする。

　しかし、レインはそれに気付いた様子も無く、うわごとの様に何かを呟つぶやいた。

「お父…………さん」

「お父さんっ！」

　そこで、レインのものとは違ちがう悲鳴が聞こえて来た。

　ミルフィがそちらに視線を向けると──

「ぐ……あっ……」

「おいコラ、誰だれに向かって喧けん嘩か売ってんだ、このハゲデブが」

　金髪が、カデスの襟えり首くびに片手を伸ばし、締しめあげていた。

「は、早く……娘から離れろ……」

「あ？　うるせえよ」

「あ……があっ……」

　金髪の、その細身からは想像できない膂りよ力りよくに、カデスの口角から泡あわが漏もれ出ている。




（ど、どうしよう、止めなきゃ……でも、レインさんが……）

　ミルフィは傍らのレインに目をやる。

「う……う……」

　最も早はや膝を突くどころではなく、地面で蹲うずくまってしまっている。あのレインがこんな風になるなんて尋じん常じような事ではない。あちらも緊きん急きゆう事態だが、レインを放ほうっていく訳にもいかない。

　その逡しゆん巡じゆんの間にも、カデスの危機は深まっていく。




「や、やめてくださいっ！」

「だったら、俺とお茶してくれよ、フラウちゃん」

「い、行きますからお父さんに酷ひどい事するのはやめてっ！」

　締めあげられたままのカデスが、絞しぼり出すように声をあげる。

「だ、駄目だフラウ……こんなクズの言いなりになっては……いけない」

「黙れよ」

「ぐああああああっ！」

　金髪のもう片方の手が、カデスの腹にめり込んだ。

「がはっ……おえええええっ！」

「お、お父さんっ！」

　のたうち回って悶もだえるカデスに駆かけ寄るフラウ。




「カ、カデスさんっ！」

　金髪に殴なぐられるカデスを見たミルフィは、

「っ──レインさんごめんなさい、すぐに戻もどってきますから！」

　意を決して、走り出した。




「クソ親父おやじが。軽くナンパしてるだけなのに何マジになってんだよ気持ち悪わりぃ」

「や、やめてください！　私ならなんでも言う事聞きますから、もうやめてっ！」

「フラウ……よすんだ」

「……っせえな。本人がいいって言ってんだからいいじゃんかよ」

「ああっ！」

　金髪は無理矢理フラウの手をとり、強ごう引いんに引っ張っていく。

「待……て」

「……あ？」

　その足首を、倒たおれたままのカデスが摑み取る。

「フラウに……触るな」

「いい加減ウゼえな、テメエ」

「お、お父さん、もういいから！」

「その薄うす汚ぎたない手を……どけろ」

「……半殺しにしねえと分からねえようだな」

　金髪は足をすっ、と上げ、カデスの顔面に照準を合わせる。




（ま、まずいですっ！）

　自分が行ってどうにかなるものでもないが、とにかく止めなくては。

　走りながら声を張り上げようとした瞬しゆん間かん──

「……え？」

　ミルフィの脇わきを、何かが走り抜ぬけた。




「や、やめて……」

「あ？　やだね。悪いのはお前のクソ親父だぜ」

　フラウが懇こん願がんするが、金髪はまるで聞き入れない。

「さあーて。娘の前で顔面グチャグチャにしてやんよ」

　それどころか、更さらに高く足を振り上げ、

「死ねやあっ！」

　躊ちゆう躇ちよなくその足を振り下ろす。

「い、嫌あああああああああああああっ！」

　フラウの悲鳴が響いた次の瞬間──

「……あ？」

　金髪のその足が、凍こおりついていた。

「な、なんだ……これっ……」

　戸惑う金髪に、無言のまま近付いていく影かげがあった。

「…………」

　金髪は、その人物を認にん識しきして驚きよう愕がくし、

「レ、レイン……フロストだと！」

　そして、その表情を見て、

「──っ!?」

　戦せん慄りつした。

「お、おい……」

　金髪に迫せまるレインの顔は、

「な、なんだよ……」

　いつも通りの無表情ではあったが、

「なんだよその……」

　その内側から滲にじみ出るのは、

「その……顔はっ！」

　殺意。

「うっ……」

　その眼光を受け、金きん髪ぱつは凍らされた足を引きずり、無意識の内に後あと退ずさる。

　レインは一歩ずつ踏ふみ出しながら、腹の底から響くような声を出す。

「貴男は……してはならない事をしました」

　カデスとフラウに視線を向け、

「父と娘を……力ちから尽ずくで引き離はなそうとした」

　そして、金髪に向かって手をかざし、

「この……私の前で」

「う、うわああっ！」

　もう片方の足を凍結させた。

　当然、立っている事が叶かなわなくなった金髪は、その場に尻しりもちをつく。

「貴男あなたの様な輩やからは──」

　見下ろすレインは、手に氷の槍やりを出現させる。

「生きている価値がありません」

「なっ……」

　そして、金髪の心臓にその切っ先を突きつける。

「う、噓うそだろ……」

「…………」

　レインは無言のまま、後ろに手を引く。

「な、なにやってんだアンタ。け、警察がこんな事して許される訳ねえだ──」

「警察？」

　レインの動きがぴたり、と止まり、金髪の心臓に照準を合わせる。

「所属する組織など関係ありません。私はただ犯罪者を──消し去るのみです」

「ひっ……」

　殺される──金髪は本能的にそう悟さとった。

「ゆ、許してくれっ……」

「貴男はフラウ嬢じようがやめてくれと頼たのんでも聞き入れなかった」

「そ、それは……」

「私は、それと同じ事をするのみです」

「よ、よせっ……やめろっ！」

「消えなさい」

「う、うわあああああっ！」

　レインは氷の槍を金髪の心臓めがけて突つき出し──

「レインさん駄だ目めですっ！」

　ミルフィが、金髪と槍の間に体を割り込ませた。

　考えて行った訳ではなかった。ただ、無意識に体が動いただけ。

　そしてそれは絶望的なタイミングだった。

「…………………………あれ？」

　が、その切っ先は、ミルフィの体に触ふれる直前で止まっていた。

「何をそんなに必死になっているのですか。まさか私が本気で刺さすとでも？」

「あ、いや、レインさんの顔があんまり怖こわかったものですから……」

　先日のレッドの時とは違い、今日のレインは本気でやりかねないと思わせる程ほどに鬼き気き迫っていた。しかし、レインが本当に金髪を殺す気だったのならば、ミルフィの体は貫つらぬかれていたはずだ。

「二度と同じ過あやまちを犯おかす気にならないように、少し脅おどかしてやっただけです」

「あ……あ……」

　少しどころではない効果を発揮したようで、金髪は放心したように、空を見上げている。

　しかし、その目的だけにしては先程の表情はあまりにも──

「あ、あのレインさん。さっきのは──」

「お、お父さん大だい丈じよう夫ぶっ！」

　ミルフィの質問をかき消し、フラウが泣きそうな顔でカデスに縋すがり付いていた。

「は……はは……すまないな、こんなにハゲでデブでかっこ悪い父親で」

「ううん……そんな事ない……全然そんな事ないよっ！　私の事、必死になって守ってくれたじゃない！」

「まあ結局、助けてくれたのは彼女だったけどね」

　カデスはレインに視線を向ける。

「そ、そうだ。なんでレイン捜そう査さ官がこんな所に……そもそもお父さんだって……」

　疑問が頭を巡めぐっている様子のフラウ。

　カデスはミルフィの方に視線を向け、その疑問に答える。

「こちらはミルフィさん。悩なやみ相談所の方だよ。私が……お願いしたんだ」

「え？　何を？」

　カデスは辛つらそうに顔を歪ゆがめて、声を絞り出す。

「お前が……私の事を……嫌きらってる……から」

「………………………………え？」

　フラウは狐きつねにつままれたような顔をした。

「私がお父さんを嫌ってる？……なんで？」

「……へ？」

　今度はカデスが同じ顔をする番だった。

「だってお前……あんな酷ひどい事を」

「え？　酷い事ってなに？」

　まるで心当たりが無い様子のフラウ。

「もう……お父さんとは一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入りたくないって」

「………………………………………………はい？」

　ミルフィは耳を疑った。

「あの……カデスさん。もう一度言ってもらっていいですか？」

「ですから……フラウがもう私とはお風呂に入りたくないって言ったんですよ！」

「…………えっと……」

　二の句が継つげないミルフィ。

「五年前は……あんなにはしゃぎながら一緒に入ってくれたのに……」

「……………………」

　ミルフィの横で、フラウが顔を赤くしながら口を開く。

「お父さん、私もう十五歳だよ。いくらお父さんの事好きでもさすがに……恥はずかしいよ」

「私の事が……好き？」

「そうだよ。私がお父さんの事、嫌うわけないじゃない」

　カデスの顔がぱああっ！　と光り輝かがやいた。

「結局……反はん抗こう期ですらなかったって事ですか？」

「そうだったみたいです！　ああ、よかったあああ！」

　更に顔を輝かせるカデスに、呆あきれかえるミルフィ。

「す、すみませんすみませんっ！　なんでお父さんはこう……ああ、恥ずかしいっ……」

　フラウは両手で顔を覆おおって、しゃがみ込んでしまった。

「どうやら、一件落着のようですね」

　そこへ、無機質な声が飛んでくる。

「レインさん……大丈夫なんですか？」

「大丈夫とは？」

「いや、さっき──」

「問題ありません。見苦しい所を見せてしまい、申し訳ありませんでした」

　普ふ段だん通りの淡たん々たんとした調子に戻もどったレインは、倒たおれているカデスの傍かたわらまで寄っていき、しゃがみ込んだ。

「カデスさん」

「あ、レイン捜査官。助けていただいてありがとうございました！　娘むすめの事も勘かん違ちがいだったようですし、万ばん事じ解決です！」

「御ご息そく女じよに対する思いと、身を挺ていして守ろうとするその姿勢、感服します。ですが──」

　カデスの手を、自分の両手で包み込む。

「どうか、ご自愛ください」

「レイン……捜査官？」

「貴男に何かあったら……悲しむのはフラウさんですから」

　その言葉には何か、無視できない重みが込められていた。

「わ、わかりました……」

　その様子を眺ながめていたミルフィの胸に、言い様のない不安がよぎる。

（レインさん、やっぱり様子が──）

「あらあら。こっちも無事に解決したみたいね」

　そこでまた、別の声が飛んできた。

「あ、浮世さん」

　浮世はにっこりと微笑ほほえんで、背負っていた物体をその場に下ろした。

「はい。フラウちゃんの鞄かばん、ばっちり取り返してきたわ」

「ちょっ……な、なんですかこれ！」

　そこには、奇き妙みような状態の男の姿があった。

　男は大口を開けたまま海老えび反りになって、背中の所で両手両足が一点に集まっている。

「ちょっとおイタしたから縛しばってあげたの。透とう明めいな縄なわでね」

「あ、あがっ……」

　……おそらくはドＳモードの浮世の餌え食じきになったのだろう。

「レインちゃん、ありがとう」

　浮世も金髪の状態を見て、大体何があったかを察したようだった。

「礼には及およびません。私はただ、犯罪者を捕とらえたのみです」

　浮世はレインとミルフィそれぞれに視線を送り、再び微笑んだ。

「じゃあ、私達の家に帰りましょう」




　　　　６




「「「乾かん杯ぱいっ！」」」

　フルハートお悩み解決する所に、三つのグラスがぶつかる音が響ひびく。

　所内は手作りの装そう飾しよくで彩いろどられ、テーブルの上には所ところ狭せましと料理が並んでいる。

「う、浮世さん……これはっ！」

　メインの皿に並べられたピンク色のそれを見て、ミルフィが目を輝かせる。

「うふふ。今日は特別だから奮発してちょっといいお肉買ってみたの」

「浮世さんお手製のローストビーフ……じゅるり」

「浮世、こっちのこれはなんだ」

　レッドが見慣れない料理を指差して尋たずねる。

「ああ、それはお好み焼きよ。ここで振ふる舞まうのは初めてだったわね」

「ほう。邪繁愚ジヤパング料理は総じてレベルが高いが……む……うまい！」

「お口に合ってよかったわ」

　嬉うれしそうに微笑んだ浮世は、事務所の奥の方へ視線を向ける。

「レインちゃんもこっちに来て一緒にどう？」

「先程から言っていますが、私は結構です」

　レインは姿勢良く直立しながら、手の平を浮世に向けて断りを入れる。

「結構も何も、お前の歓かん迎げい会かいだぞ。主役がそんな所に突っ立っていてどうする、見習い」

「こんな物を開かい催さいしてくれと頼んだ覚えはありません。そして私は見習いではありません」

　いつも通りの淡々とした口調で返すレイン。

「レヒンはん、こんはにおいひいものはべないなんて、ぜっはいにほんしてますよ」

「ですから、私は結構です」

　幸せそうに頰ほおを膨ふくらませる様子のミルフィを見ても、レインは料理に興味を示さない。

「そんな事言わずに、ちょっとだけどうかしら？　張り切って作り過ぎちゃったの」

　浮世が少し困った様子で頰に手をやり、テーブル上の溢あふれんばかりの料理を眺める。

「それに、今日ほとんどまともな食事摂とってないんじゃない？　お腹なかすいてるでしょう？」

「ですから、結構です」

　そこで再びレッドが口を開く。

「クク、あんなヘソ曲がりに恵めぐんでやる必要はないぞ。いらないと言っているんだから、俺達だけで食べ尽つくしてしまえばいい。無くなった後で泣いても知らんからな」

「……しつこいですよ。私は結構だと何度言えば──」

　くう～。

「「「「…………」」」」

　微び妙みような沈ちん黙もくが訪おとずれた後──

「ワハハハッ！　聞いたかミルフィ浮世。こいつ今、腹の虫が鳴ったぞ！　すました顔して『私は結構ですう～』とか言ってたくせに、実は腹ペコだぞ！」

「…………ぐ」

　歯は嚙がみして、レッドを睨にらみつけるレイン。

「うわあ……」

「あらあら、相変わらずデリカシーゼロね、レッド君」

　ドン引きするミルフィに、仕方無いわね、という風に笑う浮世。

　レッドはまるで意に介かいした様子もなく、レインの傍そばまで近付いていき、

「ほれ、食え」

　皿に載のった鶏とりの唐から揚あげを差し出した。

「…………」

　しかし、レインはそれを受け取らない。

「ハッ……怪け我がをしている俺様がわざわざ運んできてやったというのに……ここまでしてやって食わないんならもういいわ。やはり全すべて──」

　はしっ。

「……貴男あなたは全く関係ありませんが、真心を込めて作ってくれた花舟嬢じようと、会場の飾かざり付けに腐ふ心しんしてくれたミルフィ嬢の顔を立てて……一口だけいただきましょう」

　レインはレッドから皿を受け取り、唐揚げを口に運んだ。

「っ!?」

　そしてその目が、驚きよう愕がくに見開かれた。

「クク、うまいだろう？」

「…………」

　レインは言葉を返さなかったが、その表情が雄ゆう弁べんに語っていた。

「どお～だ。まいったか」

「……何故なぜ貴男が偉えらそうなのですか」

　レインはレッドを軽く睨みつけた後、浮世に視線を移す。

「花舟嬢……貴女あなたの高い料理スキルに敬意を表します」

「あらあら、嬉しいわ。じゃあ他ほかのお料理も今、持っていくわね」

「待て、浮世」

　料理を取り分けようとした浮世をレッドが手で制する。

「これ以上食べるのだったら、テーブルまで行って、皆みなと一緒に食え」

「…………」

「さっき、真心だの腐心だの言っていたが、だったらそいつらと同じテーブルに着くのが最低限の礼れい儀ぎなんじゃないのか？　ああん？」

「…………く」

　正論を吐はかれて、小さく歯嚙みするレイン。

「……あの、レインさん」

　テーブルからミルフィが不安そうな顔を向ける。

「この歓迎会企き画かくしたの、私なんです。少しでもこの事務所に慣れてほしくて……やっぱり……迷めい惑わくだったでしょうか」

「う……」

　ミルフィの若じやつ干かん潤うるんだ瞳ひとみに、さすがに少したじろぐレイン。

「べ、別に迷惑という訳では──」

　レインの言葉を遮さえぎって、レッドが再び煽あおりを入れる。

「まあ、お前が土下座して頼たのむのならここで一人で食わしてやってもいいがな。ただその場合は土下座に加えて、今後の俺への絶対服従を──」

「……分かりました」

「お？」

「……テーブルで一いつ緒しよに食べます。花舟嬢とミルフィ嬢と一緒に」

　ぷい、とレッドに背を向け、テーブルに向かうレイン。

「クク」

　満足そうに笑いながらレッドもその後を追った。

「よし、では乾杯をやり直すか。レイン、お前が音おん頭どをとれ」

「何故なぜ私が……歓迎される者がやるのはおかしいです」

「さっき三人でやった時に、俺が音頭とっただろうが。同じ事やっても面おも白しろくないから、お前がやれ」

　レッドはレインにグラスを手て渡わたす。

「…………」

　レインはしばしの間、躊躇ためらっている様子だったが、

「…………」

　やがて覚かく悟ごを決めた様子で──

「か……乾杯」

　か細い声で、グラスを掲かかげた。

「「「乾杯っ!!」」」

　レッド、ミルフィ、浮世のグラスが、一いつ斉せいにレインのそれにぶつかる。

「ワハハ！　やればできるではないか、見習い」

「……私は見習いでは無いと言った筈はずです」

　レインはレッドを睨みつけながら、料理に手を伸のばす。

「……これは」

「お口にあったかしら？」

　浮世がにこにこしながらレインを覗のぞき込む。

「非常に……美味です」

「ふふ、ありがと」

　レインは次々と、色々な皿に手を伸ばしていった。

「クク、やっぱり腹減ってたんだろうが、馬ば鹿かめ。最初から素す直なおに俺のありがたいお言葉に従って、一緒に食っていればよかったんだ」

「断っておきますが、別に貴男に言われたからテーブルについた訳では──」

「おいミルフィ、その肉をよこせ」

「嫌いやですよ。レッドさんは自分の分、もう食べたじゃないですか」

「では、お前の肉パイオツを揉もませろ」

「もっと嫌だわ！」

　その後も、レッドとミルフィはギャーギャーと言い合いを続ける。

「……全く、もっと静かに食べられないのですか」

　嘆たん息そくするレインに、浮世が微笑みかける。

「ふふ、ちょっとお行ぎよう儀ぎは悪いけど、みんなでワイワイしながら食事した方がおいしいと思うわ」

「私には理解出来かねます」

　せっかくの素す晴ばらしい出で来き映ばえの料理も、こんな落ち着かない状態では魅み力りよくが半減だ。できる事なら持ち帰り、自室の静せい謐ひつな環かん境きようで味わった方が、より堪たん能のうできる事だろう。

　レインがそんな感想を抱いだいていると──

「はい、レインちゃん。よかったらこれも食べてみて」

　浮世がにっこりと、皿を差し出した。

　そこに載っていたのは何の変へん哲てつもないサンドイッチだっ──いや、それは正確な表現ではない。よく見れば切り口はギザギザ、中からはごつごつした具がはみ出し、何やら見た事のない色のソースが覗のぞいている。変哲だらけと言っても過言ではない。

「ふふ、これはちょっと特別なのよ。見た目はちょっとアレかもしれないけど、騙だまされたと思って……ね？」

　浮世の奨すすめに従い、レインはそれを口にする。

「……これは」

　その眉まゆが、僅わずかにぴくりと動く。

「どう？」

　レインは心にも無い世辞を言えるような人間ではない。故ゆえに、正直な感想を口にする。

「全く美味おいしくありません」

　その瞬しゆん間かん──

「ああっ！」

　テーブルの向かい側にいたミルフィが、声を張り上げる。

「う、浮世さんっ！」

　そして、猛もう然ぜんと浮世に駆かけ寄っていく。

「な、なんでコレ、出しちゃったんですか……」

「あら、だって折せつ角かくミルフィちゃんがレインちゃんの為ために作ったんだもの。食べてもらわないともったいないじゃない」

「私の為に？」

「ええ。ミルフィちゃんはお料理苦手なんだけど、レインちゃんに喜んで欲しいって、一いつ生しよう懸けん命めいだったのよ」

　ミルフィが顔を真っ赤にして言い訳をはじめる。

「そ、そんなんでも、作った中では一番マシなやつなんです……でもとても人に出せる出来じゃなかったんで、後で自分で食べようと思って冷蔵庫に入れといたのに……浮世さん、ひどいですよお……」

「あら、ちょっとくらい技術が追いつかなくても、食べる人の事を想おもう心が最高の調味料になるのよ。ね、レインちゃん」

　レインは少々臭くさいその浮世のフリを──

「いえ。正直言ってこれは食べられたものではありません」

　思いっきりぶった斬ぎった。

「うっ……」

「皆で食べるからおいしい。心を込めたからおいしい。私はそんな精神的な事で料理の味が変わるとは思えません。美味なものはどう食べても美味。不味まずいものはどう頑がん張ばっても不味いです」

「ううっ……」

　あまりにストレートな物言いに、心が折れかけるミルフィ。

「ただ──」

　レインはミルフィを見み据すえて、続ける。

「私はどうやら相当に空腹だったようですね。空腹は最大の調味料とはよく言ったものです。生物として、物理的な欲よつ求きゆうには抗あらがう事ができません」

　そして、サンドイッチの残りを口に運ぶレイン。

「不ふ揃ぞろいな断面からは既き存そんの枠わくに囚とらわれまいとする反骨心を感じますし、容易には嚙かみ切れない具は咀そ嚼しやく筋の強化に一役買います。そして独創的な赤黒い色味のソースはとても食べ物とは思えないような力強さに溢あふれています」

　およそ料理に対する形容とは思えないような言葉を口にするレイン。

「味はともかくとして……そこに込められた精神は嫌きらいではありません」

　そしていつの間にか、皿の上は綺き麗れいになっていた。

「レインさん……」

「ふふ、レインちゃん、素直じゃないわね」

「意味が分かりませんね。私は思った事を正直に口にしているのみで──何をしているのですか？」

　浮世がレインの頭をナデナデしていた。

「だって、レインちゃんかわいいんだもの」

「あ、いいなー」

「ふふ。ミルフィちゃんもいらっしゃい」

　ミルフィを呼び寄せ、もう片方の手でナデナデする浮世。

「えへへ……こうしてるとなんか、浮世さんがお母さんでレインさんがお姉ちゃんみたいですね」

「お姉……ちゃん……」

　そこでレインの動きが一瞬、止まる。

「……あ」

　そしてミルフィが、急激に声をあげる。

「ミルフィ嬢じよう、どうしました？」

「えっと……あの……」

　ミルフィはレインの顔を見ながら、何かを言い淀よどんでいる。

「私の顔に何か付いていま──え？」

　レインの頰ほおを、何か冷たいものが伝っていった。

「？　何かが撥はねてしまったのでしょ──っ!?」

　そうではない事に気付き、レインは驚きよう愕がくする。

「こ、これは……」

　その瞳からは、涙なみだがこぼれ落ちていた。

「なん……ですか……これは？」

　全く理解ができなかった。

「どうなって……いるのですか？」

　どうして自分が涙を流しているのか。しかし、実際問題としてその液体は止まる事なく、次々と溢れ出てくる。

「レインさん……」

　ミルフィが心配そうな視線を向けてくる。

「ち、違ちがいます……これはっ……」

　レインはハンカチを取り出し、その涙を拭ぬぐうが。

「なん……で」

　止まらない。

「なんで……こんな……」

　それどころか、その涙は勢いを増していた。

「どう……して……」

「レインちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　浮世も気き遣づかうような視線を向けてくる。

「どうぞ……おかまい……な──」

　最後の部分が言い切れなくて、詰つまってしまう。

　レインは再度言い直そうとするが、

「おが…ば……う……ぐっ……」

　今度は言語の体ていをなさず、嗚お咽えつのような状態になってしまった。

　ミルフィと浮世もどうしていいか分からない様子で、場に微び妙みような気まずさが漂ただよいかけた時──

【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス！】

　レッドの声が響ひびき、その直後。

「う、おおおおっ！」

　その瞳ひとみから、滝たきのような勢いで液体が溢れ出した。

「ちょっ……な、なんなんですか、それっ！」

　ミルフィが慌あわてた様子で声を張り上げる。

「なに、最近ちょっと涙なみだ脆もろくなってな」

「いやこれそういうレベルじゃ──ってなんか他ほかの所からも出てますけど!?」

「うおおおおおおっ!?」

　目、耳、鼻、その他レッドの体の穴という穴から水分が吹ふき出ていた。

「ぐおっ……【俺スのタ激ンしバいイ穴・洗Ｏ浄Ｋ】……何という力だ……うおおおっ！」

「うわああああっ！　レッドさんの体がシワシワになってってる！」

「ミ、ミルフィ、水だ！　水を持ってこい！」

「は、はいっ！」

　ミルフィは大急ぎでキッチンまで向かい、バケツに水を溜ためて戻もどってきた。

「それーっ！」

「お……おお……おおお……」

　水をぶっかけられたレッドは増えるワカメのような状態で、急速に水分を吸収していく。

「た、助かった……」

　そしてものの一分もしない内に元の状態に戻った。

「はあ……よかった」

　ミルフィは安あん堵どの溜ため息いきを吐ついたが──

「ん？」

　レッドは何かに気付いたような声をあげる。

「な、なんという事だっ！」

「ど、どうしたんですか？　何かあったんですか？」

「ミルフィ貴様、どうしてくれる！」

「……は？」

「俺のチン○はもっとデカかったはずだ！」

「知りませんよ！」

「貴様……わざとチ○コだけかける水を少なくしたな」

「そんな器用な事できるか！」

「責任もってデカくしろ、今ここで！」

「マジで最低ですねアンタ！」

　レッドとミルフィは、二人でワーギャーと喚わめきあっている。

「………………」

　それを見つめるレインの肩かたに、浮世が手を乗せた。

　いつの間にか、レインの涙は引っ込んでいた。

「さあ、じゃあご飯を再開しましょうか」

　ぽん、と手の平をあわせて笑えみを浮うかべる浮世。

「……聞かないのですか？」

「何を？」

「私の涙の訳を、です」

「聞いてほしいの？」

「……いえ」

「なら、聞かせてもらおうかな」

「……一体どちらなのですか」

「ふふ。レインちゃんにお任せするわ」

　浮世はちょっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「話したくなったら、いつでも聞くからね」

「……お気持ちだけ頂ちよう戴だいしておきます。これは……私だけの力でやり遂とげなくてはならない事ですから」

「そう？　なんでも力になるわよ？　私はあなたの先せん輩ぱいなんだから」

「ですから……私はここの見習いではないと言っているでしょう」

「ふふ、ちょっとレッド君みたいになっちゃったかしら」

　浮世は、まだミルフィとワーギャーやっているレッドに視線を向ける。

「……花舟嬢」

「何かしら？」

「貴女あなたからも彼に進言していただけないでしょうか。この事務所を畳たたむように」

「あら、どうして？」

「貴女の方が分かっているのではないですか？　あのような曲芸もどきの能力でこのままこんな稼か業ぎようを続けていては……いずれ誰だれかが命を落とします」

　レインは声を一段階下げて、続ける。

「私は……力がなかった故ゆえに失われた命を知っています。ですから──」

「ありがとう。私達の事、心配してくれてるのね」

　浮世は、頰に手を当てて微笑ほほえみながら続ける。
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「でも、ここは私達の家だから」

「そう……ですか」

　レインが少し俯うつむいたその時──

「くおら！　そこの浮世とレイン！　何を女二人で乳ちち繰くりあっているのだ！」

　皿を手にしたレッドがこちらに向かってきていた。

「そしてもっと食えレイン！　栄養が足りないからお前はそんな貧相な体なんだ！　胸とか胸とか胸とかな！」

「……貴男あなたはどうやら自殺志願者のようで──むぐっ!?」

　ローストビーフが載ったスプーンが、無む理り矢や理り口に押し込まれた。

「クク、つべこべ言ってないで食え食え！」

「…………」

　そのローストビーフはなぜか、

「そして俺様の為ために馬車馬のように働け見習い！　ワハハハハハッ！」

　先さき程ほどよりもおいしくなっている気がした。
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「僕の娘むすめに……手を出すなああああああああっ！」

「残念ながら、それは無理だね」

　同時に、お父さんの頭が凍こおりついて──

「さよなら、強い人」

　その全身が、砕くだけた。

　綺き麗れいな……とても綺麗な氷の破は片へんがパラパラと砂すな浜はまに落ちる。

「ああ……最高だ。強い二人が混ざると……こんなにも美しいんだね」

「あ……あ……」

　お母さんの上に、お父さんが落ちていく。

「──してやる」

「ん？」

「殺してやる！」

「はは、親子揃そろって物ぶつ騒そうだなあ」

「お前を……殺してやる！」

「そうだ、いい事を思いついた」

　そいつはぽん、と手を打つ。

「君はさあ、この場では殺さない事にしたよ」

　うるさい……殺すのはあたしだ！

「その激情。熟成させた方がより強く、美しくなりそうだよね」

　お前は絶対に……殺す！

「君がよりおいしくなる時期まで、楽しみにとっておこう」

　ふざけるな……お前は今ここで死ぬんだ！

「今は、お父さんとお母さんを眺ながめながら、凍るといい」

　そいつはあたしに向かって手を差し出した。

「あ、それと、今から死ぬスノウちゃんの姿を目に焼き付けながらね」

「なっ……そ、そんな事……絶対にさせない！」

「君はさせたくなくても、僕はしたいんだよね」

「──っ!?」

　あたしの体が、地面の方から凍りだした。でも今はそんな事どうでもいい！

「やめろ！　スノウに手を出すな！」

「ああ……そういう顔もそそるねえ」

　そいつは、波打ち際ぎわで腰こしを抜ぬかしているスノウに視線を向けた。

「でも今は……あっちで我が慢まんしよう」

「やめて……お願いだから……やめてっ！」

　しかし、それが聞き入れられるはずもなく……あたしの全身は氷に包まれようとしていた。

「や、やめっ……あ……あ……」

「ふふ……完全に凍ったね。ではスノウちゃんを、お父さんとお母さんのもとに送ってあげよう」

　その悪あく魔まは、爽さわやかに笑いながら能力名を口にした。

「僕のこの【愛するアイス・者の墓氷グレイブ】で」
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「さあ……今日こそはレッド様に結けつ婚こんを認めさせてみせるわ！」

　フリル・ラヴリエルは気合い十分に、フルハートお悩なやみ相談する所じよへ向かっていた。

　いつでも傍そばにいるあのミルフィに対たい抗こうする為には、なるべく足あし繁しげくレッドのもとに通うしかない。

（私とは違ちがう愛し方をするあの子……絶対に負けないわ）

　強敵ではあるが、フリルは逆に燃えていた。どんな相手だろうと正面から打ち倒たおして、レッドからの愛を勝ち取るのみだ。

（では今日も……愛の観察を始めましょうか）

　事務所に辿たどり着くまでの道すがら、フリルは能力を発動させた。

「【世レ界ツはド愛・でフ満ルちワてーいルるド】」

　瞬しゆん間かん、フリルの中に、辺りを歩く人々のある情報が流れ込んでくる。

（ああ、やはりこの力は素す晴ばらしいわ……）

　フリルは人が抱いだく愛を感じ取る事ができる。時に色で、時に形で、時に匂においで、感覚全すべてで。それはピンクだったりオレンジだったり、まん丸だったりギザギザだったり、甘かったり、酸すっぱかったり、本当に千せん差さ万ばん別べつだ。

　こちらへ歩いてくる少年は初はつ恋こいに胸を高鳴らせているし、自転車の青年は失しつ恋れんに心を痛めている。車道の反対側を歩く女性はどうやら、あまり世間に認められない類たぐいの相手に心を奪うばわれている様子だ。

　プライバシー侵しん害がいの観点から、不特定多数の人間に使う場合は得られる情報を意図的に抑おさえているので、その相手がどこの誰なのかまでは分からないが、どんなものであれ、愛というのは皆みな一様に綺麗でキラキラしている。

　フリルは、そのキラキラを共有して幸せな気分に浸ひたれるこの能力が好きだった。

（もう少し、範はん囲いを広げてみようかしら）

　今日は能力を使用しても、疲ひ労ろう感かんがいつもより薄うすい。どうやら調子がいいようだった。

　フリルが愛の検知範囲を最大限まで広げたその瞬間──

「っ!?」

　寒気が、走った。

「なっ……なに、これ……」

　それは、今までフリルが触ふれた中で段違いに強く、黒く──歪いびつだった。

「噓うそよ……こんなの……ありえない……うっ……」

　嘔おう吐と感かんに襲おそわれたフリルは、口を押さえてその場に座り込む。

（こんなの……こんなのは……愛じゃ……）

　胸中でいくら否定しようとも、自身の能力は、それが間違い無く愛であると告げていた。

（百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそれは認めるとして……これは……どういう事なの）

　そう、フリルが同時に感じ取ったのは、愛とは対極に位置するものだった。

　そして、その愛が向けられている場所を確かく認にんして、更さらに驚きよう愕がくする。

（レッド様の……事務所!?）
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「おはようございます」

「あ、おはよーございますっ！」「レインちゃん、おはよう」

　事務所に入ったレインを、ミルフィと浮うき世よの笑え顔がおが出で迎むかえた。

「おお来たな見習い。今日も頑がん張ばって働けよ」

「私は見習いではないと何度言えば分かるのですか」

　レインは冷ややかな目でレッドを睨にらむ。

「クク、まあ見習いにしてはなかなか貢こう献けんしていると褒ほめてやろう。お前のおかげで依い頼らいも徐じよ々じよに増えつつあるしな」

　レインがミルフィの護衛についてから約半月。その間にあった依頼で、ミルフィが出向いたものには全てレインが同行していた。直接的に力を貸したのは最初のセーソとカデスの件のみだったが、レイン・フロストのネームバリューは半はん端ぱではない。

　あのレインがバックについている謎なぞの調査会社という事で、フルハートお悩み相談する所の名が微び妙みように広まりつつあった。

　そこでレインは、声のトーンを変える。

「…………レッド・フルハート」

「なんだ？」

「…………………………」

「どうした、そんなにもったいぶるような話なのか」

「………………言おうか言うまいか、非常に迷っていたのですが」

「お前らしくないな。何かあるのならはっきり言ったらどうだ」

「……………………」

　レインは再び沈ちん黙もくした後、覚かく悟ごを決めたように話し出す。

「…………私がここに来てすぐの時に、歓かん迎げい会かいがありましたね」

「ああ、やったな」

「その時……私が……ちょっとした粗そ相そうをした際に……」

「は？」

「貴男あなたが気を遣つかってあのような事に……まあそれはただの余計なお世話だったのですが……あんな事をしなくても私は自分でどうにかしましたし……ですが社会の常識として、受けた恩には礼を以もつて返さねばならないと思うのです」

「なんだ？　声が小さくて聞こえないぞ」

「その……つまり……あの時は……あ……あ……」

「あ？」

「あり……」

「あり？」

「……………………………………………ありがとうございました」

　レインはそう、言い切った。

「花はな舟ふね嬢じよう、ミルフィ嬢」

　──振ふり返って、後ろにいた女子二人に対して。

「あの歓迎会、お二人の料理や飾かざり付けを堪たん能のうさせていただきました」

「は？　おいお前、何でいきなりそいつらに礼なんか言ってるんだ？　俺に話があるんじゃなかったのか？」

「……ああそうでした。この事務所の寿じゆ命みようがあと僅わずかである事を、お伝えしようと思っていたのでした」

「貴様……何かと思えばまたその話か」

　その横で、浮世とミルフィが顔を見合わせる。

「あらあらレインちゃん、素す直なおじゃないわね」

「ふふ、そうですね」

「……そこの二人、聞こえていますよ。何の事だかは全く分かりませんが」

　レインが冷たい目を浮世とミルフィに向ける。

「自分達の置かれている状じよう況きようをお忘れ無きよう。私が不適格と判断すれば、この事務所はそれで終わりです」

「あ、ずるいです！　ちょっとイジられたからって、権力をチラつかせるなんて」

「聞き捨てなりませんね。私は任務に私情を挟はさむ事はありません」

「だ、だったら正当に評価してくださいよ。レインさんが来てからずっと、いいペースで依頼を解決してきてるんですし……」

「それは偶たま々たまうまくいったにすぎません。貴女あなた達の実力ではいずれ取り返しのつかない事になるのは目に見えています」

　相変わらず頑かたくななレインだったが、以前に比べると、物言いが若じやつ干かん柔やわらかくなっているように感じられた。事務所を潰つぶす云うん々ぬんも本気では無いだろう。

（──って思いたいんだけど……レインさん、表情が読めないからなあ……）

　ミルフィがそんな事を考えていると、浮世が胸の前で両手をぽん、と合わせた。

「あ、そうだ。レインちゃん。今日の夜はお外でバーベキューする予定なの。よかったら一いつ緒しよにどうかしら」

「いえ、私は結構です」

「あら、遠えん慮りよしなくていいのよ」

「これ以上貴女達と馴なれ合う気はありませんから。それに、本日はどうしても外せない用事がありますので。ですから業務時間が終しゆう了りようしたらすぐに帰りま──」

「レッド様っ！」

　そこで血相を変えた人物が事務所に飛び込んで来た。

「はあっ……はあっ……」

　息も絶え絶えといった感じのその少女は、フリル・ラヴリエルだった。

「む……どうした、フリル」

　その尋じん常じようでない様子を見て、表情を硬かたくするレッド。

「この事務所が……狙ねらわれています！　いえ、正確には……この事務所の誰だれかが！」

「……なに？」




　フリルは、先さき程ほどの能力使用時の状況をレッドに話して聞かせた。

「ほう……その異常な愛情が、この事務所の誰かに向けられていると」

「そうなんです。それが誰なのかまでは分かりませんでしたが……ああ、思い出しただけでも寒気がします！　あんな……愛情と殺意を一緒くたにしたような感情、見た事がありません」

「──愛情と、殺意？」

　そこで、レインが反応をみせた。

「……それはどういう事ですか？」

　それまでは興奮状態で目に入らなかったのか、フリルはようやくレインの存在に気付く。

「レイン捜そう査さ官……この事務所に詰つめているという噂うわさは本当だったのね」

「質問に答えてください」

「え？」

「いいから答えてください。愛情と殺意──貴女になぜそんな事が分かるのですか」

「え、あ、は、はい……」

　初対面にしていきなり強きよう硬こうな態度をとるレインに、戸と惑まどいを隠かくせない様子のフリル。

「私は、他人の愛情を感知できる能力を持っているの」

　レインは得心がいったように頷うなずき、

「……ちなみに貴女は、その感情を向けてきていた人物を目もく撃げきしましたか？」

「ええ、本当にちらっとだったけど。あまりの気持ち悪さに耐たえられなくて、すぐにその場を辞してしまったから」

「それは、どんな人物でしたか？」

「二十代半ばくらいの男性だったわ。髪かみの色は、とても濃こい青で」

「……………………………………」

　レインは天てん井じようを見上げて、拳こぶしを握にぎり込んだ。

「やっと………………………………………………………………………………見つけました」

「レイン捜査官？」

「……どこで見たのですか？」

「え？」

「その男をどこで見たのかと聞いています！」

　唐とう突とつなレインの怒ど声せいに、事務所内の空気が凍こおりつく。

「レ、レインさん、どうしたんですか、そんな大声出すなんてらしくないで──」

「どこですか……その男はどこにいたのですかっ！」

　ミルフィを無視して、摑つかみかからんばかりの勢いでフリルを問い詰めるレイン。

「す、すぐ近くの大通りよ……」

「……ご協力、感謝します」

「あ、レインさんっ！」

　言うが早いか、レインは猛もう然ぜんと事務所を飛び出していった。




　　　　３




　その日の夜。

　レインは家族が眠ねむる墓地へと赴おもむいていた。

「お父さん、お母さん、スノウ……」

　今日は三人の命日。

　あの砂すな浜はまでの惨さん劇げきから……十年が経たってしまっていた。

　この十年、レインは仇かたきの存在を必死になって捜さがした。だが、そいつの消息は杳ようとして摑めなかった。そいつが引き起こしたであろう殺人事件は各国で発生していた。奴やつは自分の犯罪を隠さない。堂々と事件を起こしておいて、その場から悠ゆう々ゆうと立ち去る。だが、捕つかまらない──否いな、捕まえられない。

　あの男は……強い。

　今になってみてよく分かる。あいつの強さは圧あつ倒とう的だ。一いつ般ぱんの警察官が束になってかかろうとも、ものともしないだろう。

　だから、鍛きたえた。死に物もの狂ぐるいで鍛えて警察に入った。形なり振ふり構わず働き、特対局に配属された。私の部分の全すべてをなげうって犯罪者を検挙し、Ａ級捜査官にまで登のぼり詰めた。そしてその間も、己おのれの限界を超こえて鍛え続けた。

　全ては──この手で奴を捕とらえるため。

「……もうすぐです」

　今日、ついに捜し求めた仇の尻尾しつぽを摑んだ。フリルが目撃したという場所に、既すでにその姿は無かったが……あの男は確実に私を狙っている。

　向こうから来てくれるなら、好都合だ。自分の存在の全てを賭かけて、奴を逮たい捕ほする。

　──いや、違ちがう。

　気持ちを偽いつわるな。自分はあいつの顔を見た瞬しゆん間かん、警察官ではなくなるだろう。

　家族の仇を前にして、捕らえるなどという生易しいもので済ませられるはずがない。

　私は奴を……殺す。

「スコール・ヘヴンズ！」

　[image: ]ほとばしる感情が、思わず声となって表に出たその瞬間──

「はい、呼んだ？」

「っ!?」

　振り返ったレインの視線の先に、

「久しぶりだね、レインちゃん」

　その男は、いた。

「随ずい分ぶんと、おいしそうになっちゃって」

　十年前と同じ、涼すずしげな笑えみを浮うかべて。

「いやあ、君は僕の期待を大きく上回ってくれたよ。まさかその歳としでＡ級捜査官にまでなっちゃうなんてね。いいよ、レインちゃん。もの凄すごく……いい。僕に対するその狂くるおしいまでの恨うらみの感情は強く、美し──」

「【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】」

　その顔面に、氷の槍やりが叩たたき込まれた。

「────っ」

　スコールの体は、遥はるか後方に吹ふき飛ばされる。

　レインはそこへ猛然とダッシュしながら、

「死に……なさいっ！」

　手の平から、氷の塊かたまりを発射させた。

　それはスコールの胸に命中し、その体がびくん、と跳はねる。

「スコール・ヘヴンズッ！」

　レインは猛然と氷ひよう塊かいを発射し続けた。

　各おの々おのに必殺の威い力りよくが込められたそれらは、ただの一つも外れる事なく、スコールに直ちよく撃げきする。頭、腕うで、手、腹、太ふと腿もも、足。当たる度たびに、スコールのその部位が激しく跳ねる。

「これで……終わりです！」

　レインは頭上に両手を掲かかげ、そこに自分の体積よりも巨きよ大だいな氷塊を出現させる。

　そして、

「あの世で……みんなに詫わびなさいっ！」

　躊ちゆう躇ちよなく、スコールへと向かって叩きつけた。

　ごしゃ、と何かが潰れるような音がして、スコールの体の上に氷塊が鎮ちん座ざする。

「はあっ！……はあっ！……」

　激しい息切れを起こしながらも、レインは暗い充じゆう足そく感かんに満たされていた。

「お父さん、お母さん、スノウ…………やりました」

　ついに…………ついにやった。十年間追い求めていた仇をついにこの手で──

「んー、やっぱり期待外れだったかも」

「っ!?」

　ビギリ、と氷が割れる音がして──

「まさかこれ、全力じゃないよね、レインちゃん」

　スコールが笑みと共に、立ち上がった。

「なっ……」

　スコールは全くの無傷。

　あれだけの連撃をくらわせたのにもかかわらず、その体には掠かすり傷一つ見受けられない。

　槍が直撃した顔面でさえも、だ。

「どうしてって？」

　スコールは爽さわやかに笑い──

「君が弱すぎるからだよ」

「──っ!?」

　レインが気付いた時には、

「ぐ……うっ……」

　その腹に、氷の塊が叩き込まれていた。

　そしてめぎり、と嫌いやな音がして、

「ごはっ……」

　レインの口から鮮せん血けつが溢あふれる。

「困るなあ。軽ーくやっただけでこんなんなっちゃうなんて。もしかしてＡ級捜査官ってみんなこんなもんなの？」

　地面に膝ひざを突いたレインは、スコールを見上げながら歯は嚙がみする。

（ま、まさか……ここまで……ここまで差があるとは──でも！）

「【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】」

　レインは再度氷の槍を出現させ、立ち上がる。

「貴男あなたは絶対に……私が倒たおします！」

　そして、決死の形相でスコールを睨にらみつける。

「あー、駄だ目め駄目、それは全然美しくない」

　対するスコールは人差し指を左右に振ふり、

「『槍ランス』」

　自らも、氷の槍を創造する。

「ほら見てよこの槍。なんか無骨な君のと違って、細かい模様とか入ってて綺き麗れいでしょ。ああ、美しい」

「貴男を殺すのに……そんなもの必要ありませんっ！」
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　レインは氷ひよう槍そうを構えながら、スコールに突とつ進しんする。

「はあ……僕のこのこだわり、誰だれにも理解されないんだよねえ」

　そして互たがいの槍の先せん端たんが接せつ触しよくし──

「なっ……」

　レインのものは粉々に砕くだけ散った。対するスコールの槍は、軽かろやかに直進し──

「ああっ！」

　レインの肩かたの肉を抉えぐった。

「く……うっ……」

　たまらず倒れ込むレイン。

「ああ……いいよ」

　それを見下ろしながら、恍こう惚こつとした表情を浮かべるスコール。

「十年追い続けた家族の仇に全く歯が立たない……それでも君の心は全く折れようとしない。いい……いいよ、レインちゃん。君の心は……気高く、美しい」

　そして、べろり、と舌を出す。

「僕が……愛するころすに値あたいするよ」

「ふざけ──」

「おっと」

　立ち上がろうとしたところを、スコールの槍が襲おそう。

「あ……ぐっ」

　太腿の肉を裂さかれ、完全に機動力を奪うばわれるレイン。

「邪じや魔ましないでよ。これから僕が──君を愛するころすんだからさ」

　──私は、死ぬ。

　レインは本能的にそれを理解した。

　この男から逃のがれる術すべは……無い。

　怒いかり、悔くやしさ、家族に対する申し訳なさ、自分に対する情けなさ。

　瞬間的に様々な感情が去来するが、それを嚙かみ砕く暇ひまもなく、氷の槍が突つき出されようとしていた。

「十年熟成させた肉──いただくとしようか」

　スコールの狂きよう騒そう的な笑みと共にその槍が、振り下ろされ──




「待ていっ！」




　声が、響ひびいた。

「ん？」

　スコールは手を止め、その声の主の方へ視線を向ける。

「誰、君？」

　その赤毛の男は、レインを指差して笑った。

「そこの見習いの、上司だ」




　　　　４




「レ、レッド・フルハート……」

　驚おどろきに目を見開くレインに、駆かけ寄ってくる影かげがあった。

「レインさん、大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

「ミルフィ嬢じようまで……どうしてここに？」

　その問いに、ミルフィは少し申し訳なさそうに答える。

「すみません。レインさん、様子がおかしいのに、私達には何も教えてくれないから……悪いとは思ったんですけど、【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】を使わせてもらいました。そしたら、この場所で何か、レインさんによくない事が起こるって……」

　続けてレッドが口を開く。

「そういう事だ。まさか死にかけているとは思わんかったがな」

　そこでレインは、はっ、と我に返る。

「い、今すぐミルフィ嬢を連れて離り脱だつしなさい！　この男は、貴男の手に負える相手ではありません！」

「…………」

　その呼びかけを無視してスコールに視線を移したレッドは、その前まで歩み寄っていく。

「おい、貴様。うちの見習いとはどういう関係だ」

「ん？　そんなに大したもんじゃないよ。まあちょっとした家族の仇かたきって感じだね」

「……そうか」

　レッドは低い声でそう呟つぶやき、

「消えろっ！」

　その顔面に、拳こぶしを叩きつけた。が──

「『皮ポー』」

「ぐっ……」

　拳と肌はだの間に氷の膜まくのようなものが発生し、その衝しよう撃げきを完全に吸収していた。

「無理無理。これがある限り、何をやっても僕に傷はつけられない」

　先さき程ほど、レインの怒ど濤とうの連撃を防いだのもこの技わざだった。

「ちっ……」

　レッドの拳の皮は剝はがれ、血が滴したたった。

「何をしているのです！　いいから早く逃にげなさいっ！」

　レインがレッドに向け、声を張り上げる。

「そうはいかない。『弾丸バル』」

「っ!?」

　瞬しゆん間かん的に、レッドの体が無数の氷の粒つぶの直撃を受け、後方に吹ふき飛ばされた。

「レ、レッドさん！」

　レインの傍かたわらで声を張り上げるミルフィに、スコールが視線を向ける。

「……ん？」

　そして、レッドに駆け寄ろうとした彼女の足あし下もとに、

「『弾丸バル』」

「──っ」

　氷ひよう弾だんを撃うち込み、動きを牽けん制せいした上でその髪かみと瞳ひとみを見つめた。

「ああ、もしかして君が例のアレかな？」

「例のアレ……一体何の事ですか？」

「君は、うちのボスが探しているモノかもしれないって事」

（うちの……ボス？）

　その言葉にひっかかりを覚えるレイン。スコールがどこかの組織に属している、などという情報は一いつ切さい入ってきていない。

「……貴男のような人間が、人の下につくとは思えませんね」

　レッドとミルフィの乱入によって、レインは冷静さを取り戻もどしていた。現状でいくら憤ふん怒ぬに身を焦こがそうとも、スコールを倒す事は叶かなわないだろう。だったら少しでも情報を引き出しつつ、隙すきを窺うかがうしか無い。

「彼は面おも白しろい男だからね。しばらくの間、傍そばにいて観察する事にしたんだ。それに、別に主従関係を結んだって訳じゃない。中には忠誠を誓ちかっているメンバーもいるけど、僕は自由にやらせてもらってるよ」

　そこでミルフィがスコールに問いを投げる。

「私を狙ねらっている組織って──もしかして『セグンド・ファミリア』ですか？」

「うん、そうだよ」

　爽さわやかな笑え顔がおで肯こう定ていするスコール。

「な、なんで私、狙われてるんですか？　無くなった記き憶おくに関係してるんですか？」

「あ、ごめん。僕は興味無いから詳くわしくは知らないんだ。ただ、その色の髪と輝かがやく瞳を持つ人達を、ボスが欲ほつしてるって事くらいしかね」

「髪と……瞳？」

（この物言いからすると──ミルフィ嬢個人が狙われている訳ではない？）

　戸と惑まどうミルフィと、胸中で考察するレイン。

「なんかね、この辺りで目標のモノを発見したって報告があったらしいよ。でもさ、そいつら弱っちいから、目標を確保する前に捕つかまっちゃったみたいなんだよね」

（ノワール・ローレンスとティアー・ローレンス……）

「それで、ボスは正規メンバーの誰かをこのセントランに送ろうとしたんだけど、ほら、Ｓ級捜そう査さ官三人が集められちゃったでしょ？　さすがに時期をずらそうって事になったんだけど、丁度僕がさあ……ここに用事があったからね」

　そう言って、レインに視線を向ける。

「Ｓ級とか別に関係無いよね。レインちゃんを愛するころすのを邪魔するんなら……誰であろうと殺すだけだから」

「っ……」

　レインは沸ふつ騰とうしそうになる怒りを必死で抑おさえた。落ち着け……ここで爆ばく発はつしても、無む駄だ死じにするだけだ。

「と、いう事で。ミルフィちゃんだっけ？　君はついでなんだけど、まさかレインちゃんと既き知ちの仲だとは思わなかった。ボスへのいいお土産みやげが出来たよ」

「うっ……」

　スコールに笑みを向けられて、思わず後あと退ずさるミルフィ。

「そんな事は、させません」

　よろよろと立ち上がり、スコールの前に立ちはだかるレイン。

「レ、レインさん……」

「安心してください。犯罪者から一いつ般ぱん人を守るのが私達警察の仕事です。あの男は責任を持って……私が殺します」

「素す晴ばらしいよレインちゃん。憎ぞう悪おに彩いろどられたその顔、その表情……ああ、早く愛しころしたい」

　陶とう酔すいしたような表情で一歩ずつ近付いてくるスコール。

「でも、その前に……『剣エペ』」

　スコールは氷の剣を生成し、

「君の自由を奪っておこうかな」

「えっ……」

　ミルフィに向かって射出させた。

「危ないっ！」

　レインは氷の盾たてを出現させて、ミルフィの前に出た。

　猛もうスピードで迫せまる剣と盾が衝しよう突とつし──

「う……ああっ！」

　まるで紙であるかのように容易たやすく貫かん通つうし、レインの腹部を抉えぐる。

「レ、レインさんっ！」

「あーあ。ミルフィちゃんもなかなか強い目をしてるからさ……足の一本だけでも愛ころそうかと思ったのに……邪魔しないでよね」

「下がっていてくださいミルフィ嬢……もうこの男には何も奪わせません……絶対に！」

「迷うなあ……僕は一体どっちから愛ころせばいいんだろう」

　愉ゆ悦えつを湛たたえたまま近づくスコール。そこには警けい戒かい心しんの欠片かけらすらなかった。

（これは……チャンスです！）

　レインは体中の力をかき集める。

　超ちよう高密度の槍やりを出現させて、油断しきっているスコールの首筋に突き刺さす。

　これならばスコールの『皮ポー』という技が、いかに絶大なる防ぼう御ぎよ力を誇ほころうとも関係ない。

　その命を……奪う事が出来る。

「やっぱり……レインちゃんからにしようかな」

　思おも惑わく通り、スコールは無防備な状態でレインの至近距きよ離りまで到とう達たつした。

「や、やめてくださいっ！　私を先に狙うんじゃなかったんですか！」

　そこでミルフィが、声を張り上げた。

　その自己犠ぎ牲せいはとても褒ほめられたものではないが……この状じよう況きようにおいては僥ぎよう倖こうだった。

「健けな気げだねえ。力もないのにレインちゃんを庇かばおうとして」

　スコールの視線が、ミルフィの方へ向いた。レインは瞬時に槍を出現させ、その喉のど笛ぶえに照準を定める。

（終わりです！　スコール・ヘヴン──）

「【王スーパー炎キングフ弾アイヤー超バレツト】ッ！」

　叫さけび声と共に、スコールの頭部に炎ほのおの塊かたまりが直撃した。

「ワハハハハハッ！　どうだ見たかこの変態野や郎ろうが！」

　レッドが足を引きずりながら、声を張り上げる。しかし──

「ふふ。僕が変態である事は否定しないよ」

　当然のようにスコールは無傷。彼の頭部を覆おおった『皮ポー』が、髪の毛の一本すら焼くことなく、完かん璧ぺきに守りきっていた。

「クク……まあ出目が三ではこの程度だろうな」

（レ、レッド・フルハート……余計な真似まねをっ！……でもまだ首ががら空きです……今の内に突つき刺して──）

「不意打ちなどやめておけレイン！　そこのクソ野郎は俺様が倒たおしてやる！」

「なっ……」

「おい、そこのブサイク。そんな助手と見習いなど相手にしても面白くあるまい！　こっちへ来い。所長である俺様が直々に相手をしてやる！」

「もしかしてそれ、挑ちよう発はつのつもり？」

「挑発も何も、事実を言ったまでだこのブサイク！」

「無む駄だだよ。君がいくら喚わめこうとも──」

「ブサイク菌きんが感染うつるから喋しやべるなブサイク王子！　お前のようなブサイクと同じ空気を吸っているだけで吐はき気がするわ！　やーい、お前の母ちゃんブサイク！　お前の父ちゃんミラクルブサイク！　そしてお前はトロピカルブサイク！」

「よ、よしなさい！　殺されますよ！」

「……ちょっと待っててねレインちゃん。あいつ、一瞬で黙だまらせるから」

　レインが制止するも、スコールは既すでにレッドに向かって歩き出していた。

「遠距離攻こう撃げきで一瞬で殺してもいいんだけど……どうせだから顔面を潰つぶしてあげようかな」

　迫るスコールに対して、レッドは不敵な笑みを浮うかべた。

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】ッ！」

　そして、投とう擲てきされたダイスの出目は……二。

（クソが……終わったな。こんなろくでもない力な上に、持続時間が長いとはどうしようもない……だが、なんとしても──ミルフィとレインだけは逃がさねば）

　レッドはヤケクソ気味に能力を発動させた。

「……【全醜幻視オールブサイク】」

「……ん？……これは？」

　そこで、スコールの動きが止まった。

「なに？……どういう事？」

　スコールの目の前には、見た事の無いような醜しゆう悪あくな容姿の赤髪の男性が立っていた。

「レッドさん！」

「逃げなさい！　レッド・フルハート！」

　背後からの声に反応して振ふり返ってみるとそこには──

「うっ……」

　これまた直視するのが憚はばかられるようなレベルの醜女しこめが二名、こちらに視線を向けていた。

　そう、レッドの【全醜幻視オールブサイク】はその名の通り、対象が目にした者全すべてをブサイクに幻げん視しさせるというものだ。それは通常であれば、何の役にも立たない能力だ。

　しかし──

「…………………………やめた」

　スコールは、その動きを止めた。

「炎使いの君が一体どうやったのかは知らないけど、こんな美しくない状態では、いくらレインちゃんといえども愛ころせない……興が削そがれたよ」

　そして、踵きびすを返して歩き出す。

「また日を改めるとしようかな」

　そして、女性達の方を振り返る。

「レインちゃん、君は僕が必ず愛するころす」

「ま、待ちなさい！」

「ミルフィちゃん、君はどこか体の一部分だけ愛ころして連れ帰る」

「…………」

「あの事務所から逃にげるとかしないでね。そんな事したら、君達が少しでも関かかわった人間、全員同じ目に遭あわせるから──そしてレッド・フルハート」

　更さらにレッドの方へ、向き直る。

「君はただ単に殺す」

　そして極ごく上じようの笑みを浮かべて、夜の闇やみの中へ消えていった。
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「なぜ……余計な事をしたのですかっ！」

　フルハートお悩なやみ解決する所に戻もどったところで、レインは溜ためていた怒いかりを爆発させた。

「貴男あなたがあのような真似をしなければ、私の槍はあの男の首を貫つらぬいていたっ！」

「ぐっ！」

　レインがレッドの襟えり首くびを摑つかみ、壁かべにその体を思いきり叩たたきつける。

「そもそも、何故なぜあの場所に現れたのですか！　あの男が引いたのは偶ぐう然ぜんです。貴男がでしゃばったからミルフィ嬢じようまであの男の標的になってしまった……力も無いくせにしゃしゃり出てこないでくださいっ！」

「レ、レインさん、もうそのくらいで……」

　ミルフィが見かねて割って入る。

「…………」

　レインは襟首から手を放したものの、視線はレッドを睨にらみつけたままだ。

「レイン」

　レッドはその瞳ひとみを見つめ返し、そして──

「ありがとう」

　深々と頭を下げた。

「お前が庇ってくれなかったら、ミルフィは足をもっていかれていた……俺は間に合わなかった……以前に、お前は俺が守ってやる、などとほざいておきながら……この様だ」

　レッドは、拳こぶしをぎゅっと握にぎり込む。

「レッドさん……」

　しかし、レインの態度が軟なん化かする事はなかった。

「貴男が反省しようが後こう悔かいしようがしてしまった事は消えません。貴男はあの男を討うつ、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを奪うばった。私が……私が家族の仇かたきを討つ為ために、どれだけの事を犠牲にしてきたか──」

「死んでたぞ」

「え？」

「あのまま攻撃してたら、お前は死んでいた」

「…………」

「ミルフィを助けてくれた事には感謝するが、それとこれとは別問題だから言わせてもらう。あの変態野郎は、お前を殺したくてうずうずしていた。あの状態の奴やつに、半はん端ぱな刺し激げきを与あたえるのは自殺行こう為いだ」

「半端な刺激？　あれは決まっていれば命を奪える一撃でした」

「それはない」

「…………」

「あいつの防御力は完璧に近い。たとえお前の全力だったとしても、たいした傷は負わせられなかっただろう」

「そんな事はありません！」

「お前が一番よく分かっているんじゃないのか？」

「…………」

　レインは唇くちびるを嚙かんで押し黙る。

「確かにお前は驚きよう異い的に強い。だが、あの男の力は化け物じみていた。あいつとお前の強さは、はっきり言って次元が違ちがう。このままでは奴には勝てん」

「いえ、勝てます」

「いや、お前は自分にそう言い聞かせているだけだ。もう少し──」

「貴男に何が分かるのですかっ！」

　レインは声を荒あららげ、レッドを睨みつける。

「やっと……やっと見つけた仇なんですよ。この十年……あの男に復ふく讐しゆうする為だけに生きてきました。鍛きたえた……毎日毎日、頭がおかしくなりそうなのを抑おさえて、死に物もの狂ぐるいで鍛えたんです。それで……あそこまで差があるなんて……認められる筈はずがないでしょう！」

「だからこそ、だ」

　レッドは欠片かけらも怯ひるまずに、レインの瞳を見み据すえる。

「必ず倒さなければならない相手ならば、周りを頼たよれ」

「頼る？　またお得意のお友達ごっこですか」

「それのどこが悪い。このまま一人でやったらお前……死ぬぞ」

「だからまた、でしゃばろうというのですか？　貴男達など、正直言って足手まといです」

「俺達が力不足だというのなら、Ｓ級捜そう査さ官にでも相談すればいい」

　レインは冷ややかな視線を返す。

「そもそも誰だれであろうが、助力を乞こうという選せん択たく肢しがありえません。これは復讐です。私だけで成し遂とげなければ意味がありません。誰かの手を借りるくらいなら、一人で挑いどんで果てる方が遥はるかにマシです」

　そのまま踵を返して、事務所を出て行こうとする。

「レ、レインさん……」

「ご安心を。ミルフィ嬢に危害が及およぶ前に、あの男は必ず私が討ち取りますから」

「ま、待ってください！」

　ミルフィは追いすがり、その背中に手を伸のばす。

　このままレインを行かせたら……取り返しのつかない事になりそうな気がした。

「だ、駄だ目めですレインさん！　亡なくなったご家族も、レインさんが危険な目に遭う事は望んで──」

「五月蠅うるさい」

　振り返り、ミルフィの手を払はらいのけたレインは、
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「貴女あなたに……何が分かるのですか」

　とても暗い目をしていた。

「家族を殺された経験も無い人に……私の何が！」

「す、すみません……でも私、レインさんに助けてもらってばっかりで……だから私も少しでも力になれれば──っ!?」

　ミルフィの前に、氷の壁が出現した。

　その幅はばは事務所の端はしから端まで及び、ミルフィとレインの間を完全に隔かく絶ぜつした。

　レインはその向こうから、感情の籠こもらない声で淡たん々たんと告げる。

「貴女達のようにお遊びでやっている人間に──誰かを助ける事なんてできません」

　そしてそのまま、事務所を後にした。

　取り残されたミルフィは、後ろのレッドに視線を向ける。

「レ、レッドさん、早くこの壁を何とかして、レインさんを追いましょう！」

「ほっとけ」

「……え？」

「あいつの言う通りだ。俺達が加勢しても、あのスコールとかいう奴はどうにもできん」

「で、でも……」

「見ろ。ご丁てい寧ねいにあいつ、追ってこられないように窓も全部凍こおらせてるぞ。余よ程ほど俺達に関わってほしく無いらしい。ここまで拒きよ絶ぜつされて手伝ってやる義理は無い……俺は寝ねる」

「ちょ、ちょっとレッドさん！」

　レッドは階段を上り、自室へと引っ込んでしまった。

「…………」

　一人になってしまったミルフィは、目の前の壁を何とかしようと試みる。

「よい……しょっ！」

　しかし、金属製のオブジェを叩きつけてもそれはびくともしない。

（なんとか……なんとかしなくちゃ！）

　このままでは、彼女の氷は永遠に溶とけないままだから。
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「……………………」

　一人、夜の街を歩くレインは、街灯の光もあまり届かない路地裏までやってきた。

　そして、

「────っ！」

　壁に思いきり拳を叩きつけた。

　あんな……あんな事を言うつもりではなかった。

　分かっていた。

　レッドが乱入しなければ、自分が殺されていた事は。

　礼を言うべきなのは、自分だという事は。

　あのまま氷ひよう槍そうをスコールの首に刺さしても、どうにもならなかった事は。

　自分がスコールに勝てない事は。

「────っ！」

　もう一度、拳を叩きつける。

　駄目だ……あの男が存在する限り、自分に安息は訪おとずれない。やはりあの男は自らの手で、

「……殺します」




「随ずい分ぶんと荒あれているようね」




「っ!?」

　暗くら闇やみの中から、人ひと影かげが姿を現した。

「貴女は……」

「愛に生きる女、フリル・ラヴリエルよ」

　フリルは僅わずかに照らす月明かりの下、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「どうして……こんな所に？」

「丁度、あなたを捜さがしていたのよ」

「私を？」

「ええ。本当はもっと早く来ようと思っていたのだけどね。どうしても外せない仕事があって、こんな時間になってしまったわ」

「……初対面の貴女を怒ど鳴なりつけてしまった非礼はお詫わびします」

　レインは深々と頭を下げた後、フリルの脇わきを通り抜ぬけてその場を立ち去ろうとした。

「違うわ。あなたに一つ、重要な事を伝えようと思ってね」

「…………」

　フリルのその言葉に立ち止まるレイン。

「私は今までに、あんなに悲しくて歪ゆがんだ愛はみた事がない」

「そんな事、貴女に言われずとも十分承知しています。あの男──スコール・ヘヴンズの抱いだく愛は異常で──」

「違うわ」

「え？」

「あなたの話よ」

「……私の？」

　フリルは頷うなずき、言葉を続ける。

「青あお髪がみのあの男の愛……はっきり言ってあれはもうどうしようもないわ。あんなどす黒くておぞましい感情、他人がどうこうできるレベルじゃない……でも、あなたは違う」

「…………」

「あなたの愛は、悲鳴をあげている」

「…………」

「他者からの愛を拒絶して、暗闇の底で藻も搔がいている」

「…………」

「このままではあなた、死ぬわよ」

「──っ」

　先さき程ほどのレッドと、同じ言葉だった。

「……そんな事はありません。私はあの男を討うち取るまでは……絶対に死なない」

　睨にらみつけたレインに対し、フリルは首を横に振ふる。

「死ぬのは肉体じゃない、心よ」

「心が……死ぬ？」

　今度は首を縦に振ったフリルは、続ける。

「あなたの心はもう、限界に近付いている。お節せつ介かいなのは百も承知よ……でも、言わずにはいられなかった。このままじゃあなた本当に──」

「フリル・ラヴリエル」

　レインは手の平を突つき出して、フリルの言葉を制した。

「貴女の能力は欠けつ陥かんを抱かかえています」

「え？」

「私の心は、十年前のあの日、既すでに死んでいます。私の中に愛など残っているはずが無い」

「それは違ちがうわ。あなたの愛は本当は──」

「既に無いものの話をしても仕方ありません。そして私はあの男を討ち取れるなら……体の方も死んでも構わない」

「……………………悲しい人」

　レインは伏ふし目がちになったフリルに、一いち瞥べつをくれる。

「言いたい事はそれだけですか。ならば失礼します」

　そして、そのまま一歩踏ふみ出して──

「……？」

　前方の地面に何かが突き刺さっているのを発見した。

（先程までは何もなかった筈はず……いつの間に？）

　それは、矢だった。

　そしてその素材は……氷。

（………………………っ）

　誰だれが放ったものかは、火を見るより明らかであった。

（スコール……ヘヴンズッ！）

　矢が放たれたであろう方角へ視線を向けるが、既に人の気配はない。

　そこで、地面に突き刺さっていた矢が、突とつ如じよとして粉々に砕くだけ散った。

「これは……」

　その結けつ晶しようの中に、小さく折りたたまれた紙し片へんがあった。

　開いてみると、そこには几き帳ちよう面めんな文字でこうしたためてある。

『明日の早朝、僕と君の思い出の場所で愛ころし合おう』

「──っ」

　レインは即そく座ざにその紙片を握にぎり潰つぶした。

　思い出の場所。それは間違い無く──

「最高に素す敵てきなラブレターですね……では私も全力をもって応えころします」
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「ねえねえお父さん、あたしのどんな所が好き？」

　ある時、あたしはお父さんにそうきいた事があった。

「うーん。そうだなあ……よく笑う所かな」

「……へ？」

「レインの笑え顔がおは、とてもかわいいと思うよ」

「そ、そう？……ありがとっ！」

「それに、すぐ怒おこる所も」

「は？……な、なにそれ！」

「はは、ほらね」

　お父さんは笑いながら、あたしの頭を撫なでた。

「ちょ、ちょっとお父さん、子供だと思って馬ば鹿かにしてるでしょ！」

「そうじゃないよ」

　お父さんは、ちょっと真ま面じ目めな顔になって続けた。

「大人になるとね、自分が楽しいと思った時に笑えなかったり、それはおかしいと思った時に怒れなかったりするんだ」

「ふーん、そうなの？　大人ってなんかめんど臭くさいね」

「だからね。レインにはこのまま大きくなってほしいんだ。楽しい時に笑い、理り不ふ尽じんを感じたら怒り、辛つらかったら泣いて──そういう風な、素敵な大人に育ってほしいんだ」

「なはは！　そんなの簡単だよ！」

「そうだね。レインならそれができると僕は思うよ。自分の気持ちに素す直なおに生きていれば、周りの人も僕みたいにレインを好きになってくれる。楽しい事を共有し、レインの怒いかりを我が事のように憤いきどおり、辛い事があったら手を差し伸のべてくれる──そんな人達が周りにいたら、幸せだと思わないかい？」

　なんで……

「助けて……」

　なんでこんな時に……そんな事、思い出すんだろう。

「助けて……お姉……ちゃん……」

　スノウが目の前で殺されようとしてる、この瞬しゆん間かんに！

「嫌いやだ……私、死にたくな──」

　スノウ！　スノウスノウスノウ！　スノウッ!!

　いくらそう叫さけぼうとしても、氷こおり漬づけになったあたしの口はぴくりとも動かない。

　スノウを殺したその男は、私に笑顔を向けてから──ゆっくりと去っていった。

「────っ」

　あたしはそいつを殴なぐる事も叫ぶ事も……泣く事すらできなかった。

　お父さん……ごめんね。

　あたしはもうこの先、お父さんの望んだような大人にはなれない。

　怒ったり泣いたり……ましてや笑う事なんて、一いつ切さい出来ないだろう。

　あの男を──殺すまで。

「────」

　そう決意した瞬間、体の中に何かが生まれた。

　力が……力が湧わいてくる。

　暗く……冷たい力が。

　直感的に分かった。これはあの男みたいな──異能の力だ。

　テレビで言ってたけど、この超ちよう常じよう的な力は使用者の無意識の願いが表に出るって事だった。その時はなんの事やらって感じだったけど……今ならよく分かる。

　それは正に、今のあたしの心を表現していたから。

　そう、この能力の名前は──
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「【凍エてンつドくレ、ス永遠に・アイス】！」

　レインの投とう擲てきした氷の槍やりが砂すな浜はまに突き刺ささり、爆ばく発はつでも起こったかのように砂をまき散らした。

「はは、ひどいなあ。僕の顔を見るなりこれか。どうやらあの手紙、気に入ってもらえなかったみたいだね」

　飛び退のいていとも容易たやすくその一いち撃げきを避よけたスコールは、爽さわやかな笑みを浮うかべる。

「ところでレインちゃん、あんまり無理しない方がいいんじゃない？　その様子だと昨日の怪け我が、全然治ってないでしょ」

　その指し摘てき通り、スコールに向かって歩を進めるレインの足取りはおぼつかない。

「関係ありません……貴男あなたを殺すまで……保もてばいいんですから！」

　そしてまた、生成した氷ひよう槍そうを投擲する。

「へえ……」

　スコールは薄うすく笑い、

「『皮ポー』」

　その槍を、避けなかった。

「はは、これでどうやって殺すっていうのかな？」

　心臓部分に直撃したその槍は、まるで飴あめ細工であるかのように粉々に砕け散る。

「死ぬのは君だけだよ。家族と同じ場所でね」

「────っ！」

「お父さんとお母さんはあそこだったね」

「……黙だまりなさい」

「妹のスノウちゃんは……あの辺りで愛ころしたんだっけか」

「黙れっ！」

　レインは三度、氷槍を出現させ、今度は自らの手でスコールの体に突つき出した。

「やけになるのはよくないなあ。それはもう効かないって、学習した方が──ん？」

　ぱき、という微かすかな音がした。

「……思い知りなさい」

　レインは四度目の槍を、寸すん分ぶん違たがわぬ場所に突き出して──

「なっ……」

　スコールの体表を覆おおっていた、薄い氷の皮が砕くだけた。

「ど、どういう事だ、これはっ……」

　驚きよう愕がくするスコールに、レインは淡たん々たんと告げる。

「もう……いいんです」

「なんだって？」

「私はまだ、どこかで常識的な考え方をしていました。貴男を倒たおせば、心に平へい穏おんを取り戻もどせる……そう思っていました。口ではそう言っていても、実際のところは覚かく悟ごができていなかった。でも、あの矢文を見た瞬間、ふっきれました」

　レインは目を見開いて、スコールを見み据すえる。

「貴男をこの世から消し去る事ができれば、私はもう──どうなってもいい」

「こ、これはっ……」

　レインの全身から、青い煙けむりのようなものが立ち上った。

「な、なんだ……この凍とう気きは」

「その境地に至った瞬間──私の中で、何かが変わりました」

　それまでただ単に、心の中で渦うず巻まくだけだったスコールへの憎ぞう悪おが……がちり、と嚙かみ合った。

「私達のこの能力は、自らの深層心理が反映されていると言われています。即すなわち、精神の有り様が……力に直結しているという事」

　そして、レインのセリフが終わった直後。

「なっ……」

　砂浜全すべてが、一瞬にして凍いてついていた。

「ば、馬鹿な……どうしてここまでの力が……」

「力が湧いてくるんですよ……貴男を憎にくめば憎む程ほど」

　どす黒いその感情の沼ぬまに己おのれが沈しずんでいく感覚……しかしそれと反比例して、どうしようもなく力は高まっていく。上等だ……この男を殺せるなら、私はどこまでも墜おちてやる。

「ははっ……たしかに言うだけあって、少しは力が強まったみたいだね。でも、そんなんじゃ僕には到とう底てい──っ!?」

　氷を纏まとったレインの拳こぶしが、スコールの腹に突き刺さった。

「が……はっ……」

　そして──

「ぐ……があっ！」

　同じ場所に、もう一撃。

「ば、馬ば鹿かな……この僕が……こんなっ……」

　苦く悶もんの表情を浮かべ、凍こおった地面に膝ひざを突くスコール。

「もう、終わりにしましょう」

　レインは氷槍を出現させ──

「よ、よせっ！」

　躊ちゆう躇ちよなく、突き出した。

「ポ、『皮ポー』ーッ！」

　スコールは必死に氷の防ぼう御ぎよ膜まくを発動させるが──

「う……わああああっ！」

　槍は容易くそれを突き破り、スコールの体を遥はるか後方へと突き飛ばす。

「お父さん、お母さん、スノウ……もうすぐです」

　レインは一歩ずつ、スコールの方へ近付いていく。

　その一歩を踏ふみ出す毎ごとに、体の内側が何かに侵しん蝕しよくされていく。精神が……黒く染まっていく。だがまだだ……まだ足りない。あの男に止とどめを刺す為ためには……まだ力が足りない。

　憎め……もっと憎め！　自分の全身を……憎悪で埋うめ尽つくせ！

　どくん。

　心臓が、波打った。そして、今までにも増して、力が体中を駆かけ巡めぐった。

　その証明として──

「ラ、『槍ランス』ッ！」

　スコールが射出したその氷の槍を、

「児じ戯ぎですね」

　レインは手の平で受け止め、そのまま握にぎり潰つぶした。

　そしてスコールの目の前まで、到とう達たつする。

「ば、馬鹿な……こんな事が……」

　ダメージのせいか、スコールは尻しりもちをついた状態のまま、立ち上がる事ができない。

「終わりです。スコール・ヘヴンズ」

　レインはありったけの力を込めた槍を、出現させた。

「ま、まさか……僕を殺す気なのか？」

　この男は今いま更さら何を言っているのだろう。今まで自分が何をしてきたと思っている？

「よせ……よせっ……」

　もういい、喋しやべるな。これから起こる神聖な儀ぎ式しきの、邪じや魔まだ。

　お前の──処しよ刑けいの。

「やめろ……」

　十年……十年かかってしまったけど。

「やめて……くれ……」

　やっと……やっと……

「この時が……来ました！」

　私は渾こん身しんの力を込めてその槍を振ふり下ろした。

「う、うわあああああああああああああっ！」

　みんな……私はついに仇かたきを討うっ──

「という、レインちゃんの妄もう想そう劇場でしたー」

「……え？」

　直後──

「──っ!?」

　腹に猛もう烈れつな衝しよう撃げきを受け、レインは後方に吹ふき飛ばされた。

　一体……何が？

　よろめきつつ立ち上がったレインの眼前に、

「いやあ、見み世せ物ものとしてはなかなか面おも白しろかったよ。まあお芝しば居いしてたのは僕だけど」

　軽かろやかに笑うスコールが、立っていた。

「まさ……か……」

「そう。今までのはただのやられたフリでしたー」

　その言葉を裏付けるように、スコールは全くの無傷。

「そんなっ……私の槍は確かに防御膜を破って──」

「いやあ、破られたように見せかけて、即そく座ざにもう一回展開させてたんだけどね。そんなのにも気付けないくらい、調子に乗っちゃってたのかな」

「な、なんで……」

「レインちゃんの力がほんのちょーっとだけ上がってるのは感じられたんだ。それで随ずい分ぶん自信満々な感じだったから……つい、からかいたくなっちゃってさ」

「…………くっ」

「そうそう。そういう悔くやしそうな顔が見たかったんだよ」

「……どこまで……人を馬鹿にする気ですかっ！」

　レインは激げき昂こうし、臨戦態勢を整える。

　しかしスコールは微み塵じんも警けい戒かいした素そ振ぶりを見せずに、

「そしてもっと見たかったのは──」

　パチン、と指を鳴らした。

「………………え？」

　レインの目の前に、信じられない光景が広がっていた。

「噓うそ……です」

　視し認にんできる全ての範はん囲い──つまりは水平線までの全ての海が、凍りついていた。

「そうそう、そういう──絶望だよ」

「…………あ」

　レインはその場にぺたん、と尻もちをついた。

「こ、こんなものに……」

　勝てる訳がない。

　見み渡わたす限りの海をなんて……それはもう、天災のレベルだ。

　砂すな浜はまを覆っていた氷は、レインの自信と共に砕けて消え去ってしまう。

「で、どうする？　もうちょっと抵てい抗こうしてみる？」

　スコールも海を凍とう結けつさせていた氷を解除し、満足気にレインを見下ろす。

　当然だ。私の十年は……そんなに軽くない。

　しかし、

「………………っ」

　レインの体は、動いてくれなかった。

　どう逆立ちしても、この男には敵かなわない。これから先、何十年研けん鑽さんを積み重ねようが、自分はこの領域に足を踏み入れる事は叶かなわない。本能が、それを悟さとってしまった。

　スコールは満面の笑えみを浮うかべて、

「そう。じゃあそろそろ──愛ころしてもよさそうだね」

「っ!?」

　レインの腹を、思いきり蹴けりつけた。

「ぐ……は……お……えっ……」

　転がされ、苦悶の表情で喘あえぐレイン。

「いいよ……レインちゃん」

「あうっ……」

　スコールはレインの髪かみを摑つかんで、無む理り矢や理り身を起こさせた。

「もう敵わないと悟って、でも悔しくて悔しくて悔しくてしょうがないってその顔……たまらないよ。僕が──心の底から愛するころすに値あたいする」

　そしてスコールは拳に氷の塊かたまりを纏まとわせ、

「『拳ポワン』」

「が……あっ……」

　レインの腹に、叩たたき込む。

「僕はさっきやられた事をやり返してるだけだからね。という事で、もう一発」

「ひ……うっ……」

　めぎり、と嫌いやな音がして、レインの口からは鮮せん血けつが[image: ]ほとばしる。

「たしかこの後は、槍やりで突つかれたんだったよね……『槍ランス』」

　薄うすれつつある意識の中で、レインは思う。

　悔しい……ただひたすらに悔しい。自分の全てをぶつけてなお、この男には傷一つつける事ができなかった。

「う……ぐ……」

　想おもいは、呻うめき声となって外に発せられた。

「あはは！　もしかして泣くの？　そりゃいいや。そしたら最高の状態で君を愛ころせる！」

　泣かない……この男がそれを望むなら、絶対に涙なみだなんか見せてやらない。

　でも、そんなちっぽけな誇ほこりなんて、なんの役にも立たない。

「どうしたの？　泣かないんならもう、愛ころしちゃうよ」

　私はどうあがいても、これからこの男に殺されるんだから。

　ごめんなさい……みんなの仇は、討てませんでした。

「スノ……ウ」

　引っ込み思案だけど　私を慕したってくれていた。お姉ちゃんお姉ちゃん、と寄ってきてくれた。

　その手をもう一度、引いてあげたかった。

「お母……さん」

　いつでも私を見守ってくれた。どんな時でも私を気にかけてくれていた。でも私は、最後の顔すら見る事ができなかった。

　お母さんの料理、もう一度食べたかった。

「お父……さん」

　とても優やさしい人だった。私が度を超こして悪戯いたずらすると怒おこるけど、全然怖こわくなかった。最後は必死で、私を守ろうとしてくれた。

　お父さんの優しい笑顔、もう一度見たかった。

「お父……さん」

　私はもう一度、その名前を呼ぶ。

　当然、返事などある訳がない。

「──ン！」

　ただかわりに、何かが聞こえた気がした。

「──イン！」

　私を……呼んでる？

　私は気力を振り絞しぼり、ほぼ閉じかけていた瞳ひとみを開いた。

　そこで目に入ってきたのは──

「お、ようやく起きたか！　ワーハッハッハ！」

　ひどく下品な笑顔だった。




　　　　２




「レ、レッド・フルハート……」

　レインはその赤毛の男を見上げて、目を見開いた。

「ど、どうして……」

「ミルフィに礼を言うんだな。お前がどこかに呼び出されたらしい、とフリルに聞いた後、あいつは【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】を発動させた。だが、前回のようには都合良く情報が出てこなくてな……あいつはフラフラになりながらも何回も使い続けた。さっきようやくお前の居場所を突き止めた後、気絶してしまった」

「そ、それはご迷めい惑わくをおかけしま──って、そうではなく！」

　レインはそこではっ、と気付く。

「あの男は……スコール・ヘヴンズはどうしたのですかっ！」

「クク……あの雑魚ざこなら今いま頃ごろ俺様の【強制転移バイバイしやがれ】によって、どっかをほっつき歩いてる事だろう」

「……その能力はどういう？」

「対象を強制的にテレポートさせる力だが、まあ所しよ詮せんは出目三でしかない。飛ばせる距きよ離りはたかが知れてるだろうな」

「で、でしたら何をそんな悠ゆう長ちようにしているのですかっ！　早く逃にげないと！」

「逃げる？　なんでそんな事をする必要がある」

「当たり前です！　あの男の強さは異常でした……私が想像していたよりも遥はるかに！　貴男あなたなどが敵う筈はずがありません」

「まあ、そうだろうな」

　レッドは、笑う。

「だがな……お前も俺もミルフィも、既すでに奴やつのターゲットにされている以上、今、この場でブチのめすしかあるまい」

「り、理り屈くつとしてはそうかもしれませんが、それが出来ないから──」

「それにな」

　レッドは、レインをまじまじと見つめ、

「見習いがここまでされて──所長が引き下がれるかよ」

　表情に怒いかりを滲にじませた。

　そして──

「という訳だ、そこのブサイク」

　立ち上がり、背後のスコールに向き直った。

「君、面おも白しろいね。炎ほのおに幻げん視しにテレポート……一体どんな能力だとこうなるのかな」

「それは今から身を以もつて教えてやるよ」

　笑顔のスコールを睨にらみつけるレッド。

「よ、よしなさい、レッド・フルハート！　貴男にどうこうできる相手ではないと言っているでしょう！」

「レインちゃんはああ言ってるけどどうかな？　僕も全く同意見だけど」

「粋いきがるな、ブサイク。たかが見習いを倒たおしたくらいで調子に乗るなよ」

　レッドは手の平にダイスを出現させ、

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

　地面に、落とした。

　そして、目が確定した瞬しゆん間かん──

「オラアアアアッ！」

　飛びかかるようにして、スコールに拳こぶしを叩きつけた。が、

「『皮ポー』」

　当然の如ごとく、絶対防ぼう御ぎよに阻はばまれる。

「ぐっ……」

「ただのパンチみたいだけど……さっきのダイスは何だったのかな」

「クク……貴様程度、能力を使わずとも、どうとでもなる。俺には見えるぞ、貴様が土下座して俺に許しを乞こう姿──」

「君、もういいや」

「…………が……はっ……」

　レッドの心臓を、細長い円えん錐すい状の物体が貫つらぬいていた。

「『氷柱グラソン』」

「あ？……あ？……」

　レッドはよろよろと後退し──

「………………っ」

　レインの隣となりへ、ばたりと倒れた。

「………………………」

「噓うそ……ですよね……」

　レインの呼びかけにも、ぴくりとも動かない。

「君には美しさを感じないからね。宣言通り、普ふ通つうに殺させてもらったよ」

　スコールは、何事もなかったかのように爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「返事を……して……ください」

「…………………………………」

「レッド……フルハート………」

「…………………………………」

「レッド・フルハートォッ！」

「クク、どうした？」

「っ!?」

　レッドがいきなり目を開けた。

「な……なっ……」

　口をあんぐり開けたレインが、声を上ずらせる。

「落ち着け。【全消オール去・罰キヤンセル】──一度だけ、受けたダメージをキャンセルできる力だ」

　そう答えて立ち上がるレッド。それもキャンセル効果の一いつ環かんなのか、胸に刺ささった氷柱も消失していた。

「……へえ」

　少しだけ、警けい戒かいした様子のスコール。

「クク、分かったか、ブサイク。貴様の攻こう撃げきなど俺様には効かな──ぐあああああっ！」

　その瞬間、レッドの体の至る所から、血が噴ふき出した。

「ぐ……うっ……」

　たまらず膝ひざを突くレッド。

「ど、どうなって……いるんですか？」

「全すべてを無かった事になどというのは、出目三にしては過ぎたる力だからな……一度キャンセルされた衝しよう撃げきの三割が、全身に分散されて襲おそってくるというオマケ付きだ……」

　レインの問いに答え、ふらふらと立ち上がりながら再びダイスを手にするレッド。

「んー。なんか一人で面白い事やってるねえ。ちょっと興味出てきたかも」

　そして、薄うす笑わらいを浮うかべるスコールに、ニイ、と笑い返して、ダイスを転がす。

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】」

　その出目は、四。

「も、もうよしなさい！　五の目でも私に歯が立たなかったではないですか！　それをあの男相手に──」

「オラアアアアアッ！」

　レインの制止も聞かず、レッドはスコールへ突とつ進しんしていった。

「懲こりないねえ……『氷柱グラソン』」

　スコールは先さき程ほどと同じ要領で円錐の氷を出現させ、レッドへと射出した。が、

「遅おそいっ！」

　レッドはそれをギリギリのタイミングでかわし、

「くらえっ！」

　スコールの鳩尾みぞおちに、前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。

「『皮ポー』。がんばって避よけたみたいだけど、そんなの効かないよ」

　そして。

「『短剣ポワニヤール』」

　突とつ如じよとして出現した五本の氷の短剣が、背後からレッドに突つき刺さった。

「ぐあ……あっ！」

　たまらず倒れ込むレッド。

「痛そうだね。解除してあげるよ」

　スコールが手をパチン、と鳴らし、刺さった短剣を消失させる。

「ぐああああああっ！」

　栓せんを失った五カ所の傷から、一いつ斉せいに血が噴き出す。

「レッド・フルハート！」

　レインは力を振ふり絞り、立ち上がろうとするが。

「が……はっ！」

　彼女の傷も深く、それも叶かなわない。

「見習いが……余計な心配を……するな……」

　レッドは声を掠かすらせながら、立ち上がる。

「も、もういいです！　やめてください！」

　レインが声を張り上げるが、レッドはよろよろとスコールに向かっていく。

　スコールは、それを嘲あざ笑わらう。

「ああ、なんかもう見てられないね。そろそろ終わりにして──」

「それはこっちのセリフだ」

「え？」

　スコールの眼前に、レッドがいた。

　そして──

「オ……ラアアアアッ！」

　渾こん身しんの拳を、スコールの腹に叩き込んだ。

「お……おっと……」

　その一撃は、『皮ポー』を破るまでには至らなかったが、スコールをよろめかせた。

「へえ……一体どんな魔ま法ほうを──」

「後ろだ、ボケ」

　瞬時にスコールの背後に回ったレッドが、脇わき腹ばらに蹴りを叩き込む。

「お……お？」

　またしてもよろめくスコール。

（な、何が起こっているのですか……）

　突然のレッドの攻勢に驚おどろきを隠かくせないレイン。

　先程の出目四で発動した能力は【出ザ　モ血ア　ユ多ー　ブ力ラツド】。

　レッドの出血量によって、身体能力が向上するという効果だ。要するに、血を流せば流す程強くなる。しかし、

「ク……ククク……これから俺様の大逆転劇が始ま──」

　レッドはその場にどさり、と倒れる。出血量の限界を超こえた体が保もたなかった。

「おの……れ……」

　歯は嚙がみしながら自分を見上げるレッドに対してスコールは、軽かろやかに笑い。

「『爆発エクスプロージオン』」

　地中に発生させた無数の氷の結けつ晶しよう達を、弾はじけさせた。

「ぐあああああああああああああっ！」

　空高く弾き飛ばされ、レインの傍そばに落下するレッド。

　ぐしゃり、という音と共に。

「あ……あ……」

　レインは思わず、手で目を覆おおってしまった。

「何をしている……見習い」

　横ではなく、上から声がする。

「俺の姿を……ちゃんと……見ていろ」

　全身を血で濡ぬらしたレッドが、立っていた。

「なん……で……」

　レインには、理解できなかった。

「なんで貴男あなたは……そこまで」

　現状、レッドの傷はレインが受けたものより遥はるかに酷ひどい。しかし、レインは地に伏ふす事しかできずに、レッドは立ち上がっている。

　自分の方の原因は分かっている。怪け我がは勿もち論ろんだがそれよりなにより……気持ちが折れてしまっている。これ以上何をしても無む駄だだという諦てい観かんと絶望が全身に纏まとわり付いて……立ち上がる事ができない。

　誰だれよりもスコールを恨うらむ自分がこうなのに……何も関係ない筈はずのレッドが、なぜ？

「お前は……ミルフィを……助けてくれた」

「……え？」

「あの時……お前がいなかったら……ミルフィは足を失っていた」

「そ、それはただの成り行きで……」

「だとしても……お前は俺の大事な人間を……助けてくれた」

「……………」

「ミルフィも浮うき世よも……所員は俺にとって……かけがえのない存在だ」

「……………」

「見習いだろうが何だろうが関係無い。それはお前もだ、レイン」

「レッド……フルハート……」

　そしてレッドは、スコールを睨にらみつけて声を張り上げた。

「俺の家族に……手を出すんじゃねえっ!!」

「っ!?」

　レインの脳のう裏りに、父の言葉が蘇よみがえる。




『僕の娘むすめに……手を出すなああああああああっ！』




「あ……ああ……あ……」

　レインの目から、涙なみだが溢あふれた。

「あああ……あああああっ……」

　それは滂ぼう沱だとして、止まらない。

「うぐ……う……ううううっ！」

　父親は、そのセリフを最後に──

「駄だ目め……」

　殺された。

「駄目です……このままでは貴男も……殺されてしまうっ！」

　涙を拭ぬぐいながら、声を張り上げる。

「お願いですから……もう立たないでくださいっ！」

「それは、お前の心の底からの願いか？」

「……え？」

「それがお前の望みなのか、と聞いている」

「そ、そうですっ！　私はもう貴男が傷つくのを……見たくありませんっ！」

「噓うそだな」

　冷ややかな目でレインを見下ろすレッド。

「俺の目は確かだ。噓を吐ついている奴やつからの依い頼らいは受けられん」

「い、依頼って……貴男はこんな時に何を──」

「俺はフルハートお悩なやみ解決する所じよの所長、レッド・フルハートだ」

「そんな事は分かっています！　だから何だというのですか！」

「お前の願いは、何だ」

　レッドは真しん剣けんな目で、レインを見る。

「で、ですから貴男にもう立たないでほしいと──」

「頼たよれ」

「っ……」

　レッドはその手を、レインに差し伸のべた。

　なんで……

「お前はもっと周りに……頼っていいんだ」

　なんでこの男は……

「手を取れ……そして願いを言え」

　こんなに死にそうな中で……

「俺が必ず……叶えてやる！」

　笑っているんだろう。

「……お願いです……から」

　レインの瞳ひとみから、再び涙が溢れる。

「お願いですから……」

　ほんとはずっと……ずっと言いたかった。

「お願い……ですから……」

　誰にも言えなかった。だから……自分でやるしかなかった。

「お願い……でず……がら……」

　でも……でも……

「おねがひ……でず……がらっ……」

　この人になら、言える。

「あいつをぶん殴なぐってぐだざいっ!!」

　レッドはレインの頭にぽん、と手を置き──

「レッド・フルハート。その依頼、確かに承うけたまわった」

　血ち塗まみれのまま、スコールに向き直った。

「さあ、俺頼だのみの時間だ」

　そしてダイスを振り、

「………………」

　出目を確かく認にんして、そのままゆらり、と歩き出す。

「もういいのかな。あまりに臭くさい三文芝しば居いだから逆に見入っちゃったけど──ん？」

（……なんだ？）
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　その姿に、スコールは違い和わ感かんを抱いだいた。

　向かってくるレッドからは何か……嫌いやな予感がした。

　手負いの野や獣じゆうが放つ殺気だろうか……いや、そういったものとはまた別種の何かだ。

（……警けい戒かいした方がいいな）

　スコールは常に相手を小こ馬ば鹿かにした態度を取るが、それは慢まん心しんから来るものではない。彼ひ我がの実力差を正確に推おし量った上での、絶対的余よ裕ゆうである。

　その彼の直感が、余裕を排はい除じよしろと告げていた。

「『矢フレツシユ』」

　己おのれの身の丈たけ以上もある巨きよ大だいな氷の矢を生成し、レッドの頭部めがけて射出した。

　しかし。

「無駄……だ……この……ブサイク野や郎ろう」

　その矢は、体表に達する前に、蒸発するようにして消え去った。

（なんだ？……）

　スコールは攻こう撃げきの形式を変えてみる。

「『豪雨アヴエルス』」

　一つ一つが必殺の威い力りよくを持った無数の氷の粒つぶが、頭上からレッドに降り注ぐ。

「無駄だと……言っている」

　しかし、またしてもレッドの体に触ふれる事無く、霧む散さんする。

（あいつがダイスを振ふる度たびに能力を変えるって事はもう分かってる……今回のこれは何だ？　今までの反応からして体表が超ちよう高温になっている？）

「『斧アツシユ』」

　レッドは回転しながら向かってくるその氷の斧を──

「邪じや魔まだ……」

　摑つかんで、握にぎり潰つぶした。

（なんだこれ……どうなってるんだ？）

　そうこうしている内に、レッドはスコールの眼前まで迫せまっていた。

「くら……えっ！」

（無駄だ。ここまで防ぼう御ぎよに特化した能力であるならば、攻撃力は皆かい無むのは──っ!?）

　その拳こぶしが、『皮ポー』を突つき破って、スコールの腹にめり込んでいた。

「ぐ……うっ!?」

　これは先さき程ほどレインに対して行った演技とは違ちがう。本気の『皮ポー』が、完全に突とつ破ぱされた。

（何が……何が起こってるんだ！）

　たたらを踏ふんだスコールは、

「『盾ブークリエ』」

　巨大な氷の盾を出現させた。

　それは『皮ポー』の数倍の硬こう度どを誇ほこる、スコール最大の防御方法だった。だが──

「……消えろ」

「なっ……」

　レッドが軽く小こ突づくと、それは容易たやすく砕くだけ散った。

（あ、ありえない……こんなレベルで攻撃と防御を両立した能力なんてっ！）

　混乱に陥おちいるスコール。

　その眼前に、再びレッドが迫る。

「そろそろ時間切れなんでな……やらせてもらうぞ」

「こ、この能力は一体なんなんだっ！」

　レッドはにい、と笑い。

「教えてやるよ」

　力の限り、振りかぶった。

　そして──

「【糞野ブ郎のサ顔面イに一ク発叩メき込むーまでカ無敵ー】ッ！」

　メギ……ゴギィィッ!!

　何かがひしゃげる音と共に、スコールの体が吹ふき飛んだ。

「う……ぐ……ううっ……」

　飛ばされた先で、スコールが顔を歪ゆがめながら立ち上がる。

「お前は……絶対許さない！」

　その憤ふん怒ぬの表情を向けられたレッドは──

「プ……クク……ハハ……ワハハハハハハッ！」

　大笑いを、はじめた。

「よくそんな顔で……プクク……『お前は……絶対許さない！』とかドヤ顔で……プクク……言えたもんだな！」

「…………なに？」

　スコールは鏡面仕上げの氷を生成し、自分の顔を確認した。

「っ!?」

　鼻の形が、変わっていた。その端たん整せいな顔立ちが、無残に崩くずれてしまっている。

「ざまあ……みや……がれ」

　そこで緊きん張ちようの糸が切れたように、レッドががくり、と膝ひざをつく。

「この……ブサイクが！」

　そして、その場に倒たおれ込んだ。

「…………殺す」

　スコールはレッドを見下ろしながら自らの鼻を摘つまみ──

　ごぎり！

「…………っ」

　無む理り矢や理り元に近い形に矯きよう正せいした。

「絶対に……殺す！」

　レッドの一撃は、スコールに心理的な屈くつ辱じよくを与あたえはしたが、肉体ダメージという点においてはさしたる効果がなかった。

「お前は顔面をグチャグチャに潰してから……殺す！」

　スコールが武器を生成しようと、手を振り上げた時──

「させません」

　その手が、氷ひよう塊かいに包まれた。

「……へえ、まだ立てるような気力があったんだね」

　レインが、スコールの前に立ちはだかった。

「私は……間違っていました」

「ん？　なんの話かな」

「この能力の……使い道です」

　全身に冷気を漲みなぎらせるレイン。

「復ふく讐しゆうに……黒い感情に身を委ゆだねた結果、あの程度の力しか出せませんでした」

「ご託たくはいいからどいてくれる？　僕はその男を殺すんだ」

　スコールは手を覆おおう氷塊を粉々に破は壊かいし、レインを睨にらみつける。

「やらせない……絶対にやらせない」

　レインは真っ向からスコールを睨み返す。

「私は……もう間違えない」

　そして、[image: ]ほとばしる冷気を解放した。

「この力は、貴男あなたを倒す為ためではなく──この人を守る為に！」

　次の瞬しゆん間かん、

「おおっ……」

　レインの背に、巨大な氷の羽が出現した。

「う、美しい……」

　スコールは思わず感かん嘆たんの声をあげる。

「さあ……行ってください」

　レインのそのセリフと同期して、背中から羽が分ぶん離りした。

　そして、その羽はまるでそれ自体が意思を有している蝶ちようであるかのように、優ゆう雅がに空を舞まい、最終的にレッドを包み込むようにして着地し、球体へとその姿を変へん貌ぼうさせた。

「ああ……なんて美しい能力なんだ……これはもう……愛するころすしかない」

　スコールはレッドを包むその球体に照準を合わせ──

「『剣エペ』」

　氷の剣を、射出した。

「おっ……」

　しかしそれは球体に触れた瞬間、粉々に霧散する。

「素す晴ばらしい……美しく……そして強い！」

「いくら貴男といえども、あれは簡単には破れません」

「そうかもしれないね。あれは相当厄やつ介かいな防ぼう御ぎよ膜まくだよ──でもさ」

　スコールはレインの首筋に、手を当て、

「先に君を愛ころせばいいだけの話だよね」

　力を込める。

「ぐうっ……」

「ふふ、あれだけのモノを出しちゃったら、もう他ほかの氷を生成する力は残ってないよね」

「…………」

「あれ、黙だまり込んでどうしたの？　さっきみたいに諦あきらめちゃった？」

「死にません」

「は？」

「私は絶対に、死にません」

「へえ、まだなんか策でもあるのかな？」

「ありません。でも私は、絶対に死にません。そしたらあの人を……守れなくなるから！」

　その目には、先程までのレインにはなかった光が宿っていた。

「ふうん……じゃあ、試ためしてみようか。『拳ポワン』」

　スコールは拳に氷を纏まとわせ、

「が……はっ……」

　レインの腹に叩き込んだ。

　その容よう赦しやの無い攻撃は、めぎり、と彼女のアバラを砕く。

「あ……はあっ……は……あっ……」

「あはは！　なんだよ偉えらそうな事言ってたった一発でこの有り様じゃないか。無様だねえ」

「それの……どこが悪いのですか」

「え？」

「あの人は……無様だろうが何だろうが、諦めなかった。最後まで前を向いていた。それに助けられた私が……この程度で諦めていいはずがありません！」

「あらら……なんか変な風に影えい響きようされちゃったみたいだね」

　スコールはその手に、湾わん曲きよくした氷の刃は物ものを出現させた。

「『鎌フオ』──今からこれで君の指を順に切り落とす。その強がり……いつまで続くかな」

　レッドは、十年に亘わたって凍いてついていたレインの心を溶とかした。

　彼の行動は、レインの心に火を付けた。

「この火は……何をされようと二度と消えません。スコール・ヘヴンズ……私は……私の心は、貴男には死んでも屈くつしない！」

「そう？　じゃあ早さつ速そく試してみようか」

　手にした鎌で、照準を合わせる。

「まずは……右手の小指から愛ころしていこうか」

　振りかぶったその刃やいばが、レインの手に迫ったその時──




「は～い、そこまで」




「っ!?」

　スコールの体が、弾はじけ飛んだ。

「あ～、なんとか間に合ったみたいだね」

　その女性は、レインに気け怠だるげな視線を向けた。
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「一応Ｓ級捜そう査さ官のユルミ・ヒグラシア、ただいまけんざ～ん、て感じ？」




　　　　３




「せ、先せん輩ぱい……」

「ういうい。早朝労働で眠ねむくて仕方ないヒグラシアさんちのユルミちゃんですよ～」

　あまりにいきなりなその登場に面めん食くらうレイン。

「どうしてここに……」

「それはあそこの所長君のおかげだよ～」

　ユルミは、レインの氷で守られているレッドの方へ視線を向ける。

「昨日の夜、いきなり特対局に電話があってね。Ｓ級捜査官に繫つなげ！　ってすごい剣けん幕まくだったらしいよ～」

「レッド・フルハートが……」

「うんうん。それで、最終的に仮か眠みん室で寝ねてた私が呼び出されて、電話出たらさ──土下座されたよ」

「え？」

「いや、最初レイン氏を助けてくれって、それだけ言われてね。私眠かったしダルかったし、レイン氏なら自分でなんとかすると思うよ～、って切ろうとしたのね。そしたら電話の向こうで何かがぶつかるみたいな凄すごい音がしてさ。見えなかったけど、あれは絶対に土下座してたと思うな～。で、それからレイン氏が今、どんな事になってるか聞かされてね」

「…………」

「それで、情報部にも捜さがしてもらってたんだけど、レイン氏の業務端たん末まつ壊こわれてるみたいで、探知もできないし中々見つからなくてね～。そしたらさっきまた所長君から連れん絡らくがあって、『レインの向かう先が分かった！　俺は先に行くぞ！』ってここの場所だけ言って切れちゃってさ」

「そう……だったんですか」

「彼は、強いよ」

　ユルミは、再びレッドに視線を向ける。

「自分の出来る事と出来ない事をきちんと分かってる。そして、出来ない事に対して他人の力を借りる事を厭いとわない」

「そうなんです……あの人は、私なんかよりも、ずっと強い」

「お。レイン氏。なんかいい表情するようになったね～。所長君の影響かな」

　レインはそれにはっきりと頷うなずき、続ける。

「ユルミ先輩。私だけの力では、あの人を守り切れそうにありません──どうか力を貸してください」

　そう言って頭を下げる後こう輩はいに、ユルミは微笑ほほえんだ。

「おっけ～い……こりゃ久々に燃えるわ」

　そして振ふり返り、

「そういう事だから、さっさとやられてもらうよ、氷君」

「へえ……大層な自信だね。さっきのは中々の一いち撃げきだったけど、まさか……あの程度で僕に勝てると思ってる？」

　立ち上がり、全身に冷気を纏わせたスコールは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「いや～。私の見立てだと、タイマンだったら君の方が強いと思うよ──でもさ」

　ユルミはだらり、と体を脱だつ力りよくさせ、

「【刹那のキリギリス働き者時々アリ】」

　能力を発動させた。

　そして──

「が……あっ……」

　次の瞬間にはその拳こぶしが、スコールの腹に突つき刺ささっていた。

「ぐ……馬ば鹿か……なっ……僕の『皮ポー』がこんな……簡単に……」

　スコールが苦痛に顔を歪ゆがめる間に、ユルミはまただらりと脱力し──

「がはあっ！」

　強きよう烈れつなアッパーカットを叩たたき込んだ。

　ユルミの能力は一いつ瞬しゆんの間だけ、爆ばく発はつ的な身体能力を得るというシンプルなものだ。ただし持続力は極きよく端たんに低く、間に脱力の動作を挟はさまないとならないという制約がある。

「あ……あ……」

　膝ひざが笑い、その場に直立を保てなくなり砂すな浜はまに手を突くスコール。

　二発。たったの二発の攻こう撃げきで、あのスコールが無力化されていた。

「ありえない……この僕が……この僕が何故なぜっ……」

「まあ当然だね～。こっちは三人がかりだし」

「なん……だって？」

「興奮状態で気付いてないかもだけど、氷君、相当疲ひ弊へいしてるよ～。さっきも言った通り、君が万ばん全ぜんだったら私は勝てないかもしれない。でも、レイン氏と所長君がここまで消しよう耗もうさせてくれた。君を追い詰つめてるのは、三人の力だよ」

「ぐっ……」

　忌いま々いましげに歯は嚙がみするスコールだが、立ち上がる事は叶かなわない。

「だからさ、レイン氏。これから私がする事は──君がやっているも同然だから」

　そう言って三度だらり、と脱力するユルミ。

「十年間、辛つらかったね」

「先輩……」

「終わらそう。私と所長君とレイン氏の、三人で」

「……はいっ！」

　そしてスコールの眼前にぬらり、と立つ。

「ふざけるな……僕はまだ……全然愛ころし足りていないんだ！　これからも愛ころして愛ころして愛ころしまく──っ!?」

　渾こん身しんの蹴けりが、顔面にめり込んだ。

　ゴギリィ！

　骨を叩き折られ、崩ほう壊かいするスコールの顔面。

「あ……がぁっ……ぎいっ……ああああああああっ！」

　ユルミは地面を転がり、絶ぜつ叫きようするスコールの顔面を、

「あ～、ちょっと氷君」

　全力で踏ふみつけた。

「────っ」

　白目を剝むき、全身を痙けい攣れんさせるスコール。

「私これからここで二度寝するから、ちょっと黙だまっててもらえるかな」
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「ぎゃあああああああああっ！」

　フルハートお悩なやみ解決する所じよに、レッドの絶叫が響ひびく。

「ミルフィ、もっとやさしくやれっ！　赤チンの付け方が下手へたすぎるわ！」

「もう……わがままだなあ……」

「ついでにやさしくチン○触さわれ！」

「どさくさに紛まぎれて何言ってんですか！」

「もういい。お前では話にならん。浮うき世よ、パイオツに顔を埋うずめさせろ！」

「もう赤チンの原形ないですけど！」

「はい、いいわよ」

「いいのかよ！」

　ミルフィが思わず語気を荒あららげたタイミングで──

「失礼します」

　事務所のドアが開いた。

「あ、レインさん！」

　入ってきたレインに、ミルフィが嬉うれしそうに近付いていった。

「もう怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ええ。まだ完治とは言い難がたいですが、いつまでも休んではいられませんから」

　スコールとの死し闘とうから数日。その時負った怪我で入院していたレインだが、どうやら無理に退院してきたらしい。（ちなみにレインより重傷だったレッドは、病院は嫌いやだとわがままを言い意地でも入院しなかった）

「ミルフィ嬢じよう」

「はい、なんでしょう？」

　レインは真しん剣けんな表情でミルフィの顔を見つめ──

「申し訳ありませんでした」

　深々と、頭を下げた。

「え？」

「数々の無礼な発言や行動を、どうかお許しください。私は復ふく讐しゆうに囚とらわれ、周りが全く見えていませんでした」

「い、いえいえ、私は全然気にしてないですから」

「特に、お遊びでやっている、などと言ってしまった事に関しては、どれだけ罵ば倒とうされても文句は言えません。この事務所程ほど、依い頼らい者と真しん摯しに向き合ってる所はありません」

「あ、あはは、そこまで言われるとなんかむずがゆいですね」

　態度が百八十度変わったレインにちょっと戸と惑まどうミルフィだったが、そこである事を思い出す。

「あ、あのー……という事は、事務所の取り潰つぶしの件は？」

「勿もち論ろん、そんな事にはなりません」

「よ、よかったあ～」

　ミルフィはほっと胸を撫なで下ろす。

　その様子を確かく認にんしつつ、レインは次に浮世の前に向かった。

「花はな舟ふね嬢」

「なにかしら？」

「よろしければ今度、私に料理を教えていただけないでしょうか」

「……え？」

　いきなり出てきた意外な要求に、さすがの浮世も目を丸くする。

「不ぶ躾しつけなお願いではありますが……ああ、当然料金はお支し払はらいします」

「そんな、お金なんていいのよ。私でよければ喜んで教えてあげるけど……でも、急にどうしたの？」

「私はこの十年間、人間らしい生活をしてきませんでした。失った時間はもう戻もどってきませんが、これからはその分も色々と楽しみたいと思ったのです」

「レ、レインちゃん……」

　浮世はまるで母親の様な表情で、少し涙なみだぐんでいた。

「そして、よければまた皆みなさんで……この四人で食事をしたいと思ったのです」

「うん、それは素す敵てきね」

「その時は、私が料理を披ひ露ろうしますので」

「ふふ……とっても楽しみ」

　浮世は満面の笑みを浮かべていた。

「クク、では存分に腕うでを磨みがくがいい。然しかるべき時が来たら、俺がお前の肉パイオツを喰らって揉んでやる」

　そこで、いい雰ふん囲い気きをぶち壊こわすレッドの声が。

「…………」

「どうした。なんだその顔は？　ああそうか。お前にはそもそも揉もませるパイオツが無──」

「どうやら命がいらないようですね」

　レインは瞬しゆん時じに、禍まが々まがしい形状の氷ひよう槍そうを出現させた。

「怪我人だろうと関係ありません。性犯罪者には直ちに然るべき罰ばつを──」

「ワハハ！　随ずい分ぶんいい顔で怒おこるようになったな！」

「……え？」

「昨日までのお前はからかってもちょっとしか楽しくなかった……だが今は最高に楽しい！　クク、覚悟しろよ。これからはさんざん貧ひん乳にゆうをイジり倒して、その後で物理的にイジってや──ギャアアアアアアッ！」

　レッドの両乳ち首くびに、イガグリ状に尖った氷の塊かたまりが突き刺さった。

「ウギャアアアアアアッ！　潰れる！　俺の乳頭が潰れるうううっ！」

　苦痛に床ゆかをのたうち回るレッド。

「ミ、ミルフィ、浮世！　これを何とかしろ！」

「嫌です。レッドさんの自じ業ごう自じ得とくですから」

　ジト目で即そく答とうするミルフィ。

「うーん。今回はもうちょっとそのままで反省した方がいいかもね」

　頼たのみの綱つなの浮世にも見放され、悶もだえるレッド。

「グ、グアアアッ！……レ、レイン貴様、見習いの分際で俺様に何度刃は向かえば気が済むんだっ！」

「私は見習いではないと何度言わせる気ですか」

「ヒイイイイッ！　誰か助けろおおおおおっ！」

「…………」

　レインはレッドのその言葉に反応し、氷ひよう塊かいを解除させる。

「は、はふうううう……」

　レインは、床でほぼ半泣きになっているレッドに視線を合わせるようにしゃがみ込む。

「レッド・フルハート」

「お、お前……これ以上まだなにかやる気かっ！」

「貴男あなたは、愚おろかです」

「は？　なんだ、氷責めの後は説教を始める気か？」

　レインはそれには答えずに、言葉を続ける。

「でもその愚かさに、私は救われました」

「…………」

「体も……そして心も」

　そして立ち上がり、先さき程ほどミルフィにしたように深く頭こうべを垂れる。

「な、なんだお前、急に──」

「本当に──ありがとうございました」

「レイン……」

　お父さん。私はこれから、お父さんが言っていたような人間になれるかもしれません。

　──いいえ。もしかしたらもう、そうなっているのかもしれません。

　一いつ緒しよに楽しんだり、怒おこったりしてくれる人達が、傍そばにいるのですから。

　……でもまだ、出来ていない事が一つあります。

　そのために一歩──踏み出してみます。

「レッド」

　初めて、彼の事をそう呼んだ。

　そして。

　私は──いや、あたしは。

　十年ぶりに、笑った。

「何かあったらまた助けてねっ！」
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　あとがき




　異世界が舞ぶ台たいである本作において、邪繁愚ジヤパングという国が出てきます。ご存じの通り、こちらの日本をモチーフにした地名なのですが……僕の所に送られて来た手直し用の原げん稿こう（まだ校正さんの手が入っていない）で、邪よこしま繁しげる愚おろかとルビ振ふりされていた場所がありました。

　それを見た瞬しゆん間かん──頭に電流が走りました。

　これだけで一冊本書けるわ！

　邪よこしま繁しげる……字じ面づらといい語感といい、完全に主人公としてやっていける名前です。

『邪繁、愚か者を切る』　　　 ジャンル──時代劇

『邪繁愚ぐ行こう録』　　　　　　　 ジャンル──自伝

『邪繁と十二人の愚ぐ妹まい達』　　 ジャンル──ハーレムもの

『邪繁はオロロロロロロロ！』ジャンル──飲み過ぎてゲロ吐はくサラリーマンもの

『邪繁の愚かな息子むすこ』　　　　 ジャンル──自重

　読みたいものありますか？……ないですよね。そして落ち着いて考えたら、僕もどれ一つとして書きたくありませんでした。はい、この話おしまい。

　ここからは謝辞です。

　担当Ｗさん。入社されて約一年半ですが、心身共に健すこやかに過ごせていますでしょうか。

　僕が若い女子だったら、僕の担当は絶対に嫌いやです。これからもよろしくお願いします。

　イラストを担当していただいたハル犬さん。前回に引き続き、素晴らしい絵をありがとうございます。キャラの髪かみ型がたや構図なども毎回数パターン提案していただいて、本当にありがたいです。

　今回の表紙も案がもう一つあり、そちらだとブツが目立たない構図だったのですが……最終的には貧乳がほぼセンターにくるような方に決まりました。レイン……すまぬ。

　本作の出版、流通の過程に携たずさわっていただいた全ての方々に多大なる感謝を。

　そして読者の皆みな様さまに一番の感謝を。

　最後にお知らせなのですが、次にお届けできるのは「オーバーカマー!!」の三巻ではないかもしれません。

　どのような形になっても、皆様に楽しんでいただけるようなものを書きたいと思いますので、お付き合いいただければ幸いです。

　それではまた、次の本（邪繁以外）でお会いしましょう。


二〇一六年八月　春日部タケル　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ハル犬

デザイン／伸童舎










オーバーカマー!!２




解とけない心こころの溶とかし方かた








春日かすか部べタケル





[image: ]





2016年10月1日　発行





(C)2016 Takeru Kasukabe, Haruken





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『オーバーカマー!!２　解けない心の溶かし方』

2016年10月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p282.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p275.jpg
®
=4
<)
®
c
®
AV VN
T
E
a
L
9






item/image/p119.jpg
o QR LI KWK XV’

.aﬁm
VIR D VK N S ER






item/image/p069.jpg





item/image/p188.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/p109.jpg
RE M HRSS CHEN





item/image/p229.jpg
*E m HRE>oRE





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		１話　愛とパンツの行く末は



		幕間　土砂降りの記憶１



		２話　その屁は姉妹の愛を守る為に



		幕間　土砂降りの記憶２



		３話　愛する娘に気を揉む父と、乳を愛して揉みたい男



		幕間　土砂降りの記憶３



		４話　冷たく降り注ぐ愛



		幕間　土砂降りの記憶４



		５話　雨上がりの愛



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p185.jpg
RE M HOE>CREM





item/image/p183.jpg





item/image/p055.jpg
o N NSRRI SR
T imemu






item/image/p259.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p051.jpg
o T M l_l_wﬁ“lw___iﬁal





item/image/p123.jpg





item/image/p007.jpg
/\>_,






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p004.jpg
L=l

«§ wo

W
y

ADCL vk






item/image/gaiji-cid15190-m-v.png





